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　序章







　それはいつかの夜のこと。




　最初に子どもを創つくろう、と誘さそってきたのは彼女の方が先だった。

　勿もち論ろん自分は彼女のことが好きだったから。いいよ、とすぐに頷うなずいた。




「……どうするのか知っている？」

「ぼくはちゃんと知っているよ」

「なら、大だい丈じよう夫ぶかな」

　うん、と頷く。

　繫つないでいた手を一度離はなして、彼女の両りよう肩かたに手を添そえて向かい合った。

　そのかしこまった様子がなんだかおかしくて、ふたりでくすくすと笑い合う。

　それから「目を閉とじて」と告げると、彼女は大きな瞳ひとみをきょとんと丸めてみせて、不思議そうに首を傾かしげた。

「？　どうして？」

「だって……そういうものなんだよ」

　少しだけ当とう惑わくしつつも、説明をする。

　それに、彼女は「そういうものなの？」と少し疑うたがわしげな眼まな差ざしを見せてくる。

「間ま違ちがいないよ。父上と母上もよくそうしているもの」

　自信を持ってそう告げると、やがて納なつ得とくしたように頷く。

「じゃあ、そのやり方で創ろう」

「うん」




　さやさやと、夜の風にか草葉がひそめき囁ささやく。

「……はい」

　と、少女は素す直なおに瞳ひとみを閉とじる。

　少年は、そのまま自分もそっと瞼まぶたを落として顔を寄よせた。




　そうして。

　二人は小さな小さな存在だれかを創りだして。




　それが、はじまり。







　第一章　優やさしい夢ゆめのなかで。
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「おめでとう」とたくさんの人に祝福されたのは晩夏の頃ころで。

　盛せい大だいなお祭りに当事者として巻まき込こまれ、当時はただおたおたと流されるばかりで。

　それでも、本心嬉うれしかったのは覚えている。

　ディオンの金の髪かみと碧へき眼がんが映はえる衣い装しようにどぎまぎしながら、自身も黒く長い髪と珍めずらしい赤の瞳ひとみが映える豪ごう奢しやな衣装に包まれて。シスルーン王家に名を連ねる過か程ていを共になぞった。

　方々で繰くり返される祝しゆく辞じには自分がこの世界にいることを赦ゆるされたような気分になって、その気持ちが極きわまると、ついには皆みなの前で泣いてしまった程ほどだった。

　ディオンに「なに泣いているんだよ」と笑われて。なんと説明すればよいのか分からないまま、ただごめんなさいと告げた。

「また、それなのか？」

　ディオンはそう盛大に呆あきれの溜ため息いきをついてみせて、それから優やさしく笑ってくれた。

　そんな日からもう幾いく年ねんもの月日を経へて。けれど今でさえ、時とき折おり幸福に泣いては笑われる。

　でも……とオルフィナは寝しん台だいの中でひとりで微わ笑らう。

（泣かないだけでディーもぼくとおんなじなんだから、おあいこだよね？）

　その独どく白はくに同意を求めるように、オルフィナは寝台で丸まったまま自身の胸むねのうちをさぐる。もう長いあいだ身についた習しゆう性せいは、ごく自然に光たちを呼よび起こす。

　胸きよう中ちゆうに映し出されて伝わってくるのは──いま王家の後こう嗣しとしてシスルーンに暮くらす三人の子どもより以前に、オルフィナがこの世界で密ひそかに産うんだ──既すでに随ずい分ぶんと大きくなったであろう異い世せ界かいに暮くらす三つ子たちの存そん在ざいだった。

　九年前、オルフィナが〝大地神アストリア〟である自分の代わりに、三つ子を異世界に『還かえす』ときに、吞のまされた条じよう件けんはふたつある。




　二度と会えないこと。名前も知れないこと。

　それが誓約だった。




　その誓ちかいによって自分は大地神アストリアであることから解放され、人間としてシスルーンの王子ディオンのもとで生しよう涯がいを過すごすことを許ゆるされたのだ。

　還してしまった子どもたちとは、当然離はなれて暮らすことになって。意思を伝えることが出で来きるわけではなくて、直ちよく接せつ相対出来るわけでもなくて。ただその想おもいと感覚だけを漠ばく然ぜんと感じられる。それがオルフィナと三つ子との、唯ゆい一いつの接点になるのだと、覚かく悟ごしていた。

　だから──時が経たち、やがて子どもたちがどうやってかこのシスルーンのある世界を見つけ、訪おとずれてくれるようになったのは大きな誤ご算さんだった。もちろんとても嬉うれしい意味でだ。

　誓約の力があるから、どんなに切望しても相対して姿すがたを見ることは出来ないけれど──同じ世界にいて、存在を感じられるだなんて。それだけでも夢ゆめのようだ。

　子どもたちにも役目があるから、いつもいつもシスルーンを覗のぞいているわけではない。だから大たい低ていはこうして一方的に〝感覚を呼ぶ〟ことで満足するしかないのだけれど──それだけでも、心は十分満たされる。

　たいていは穏おだやかにいるその光は、今はふたつばかりが少し細ささ立だっている感じだった。そうひどい荒あれ具合ではないことから、微笑ほほえましい気持ちでそれを感じる。

（喧けん嘩かでもしているのかな？）

　くすくす笑って、ディオンが戻もどってきたら教えてあげよう──とそこまで思って、オルフィナは途と端たんに微び妙みような顔になった。今いま更さら、結けつ婚こん当時のことなどに思いを馳はせてしまった、そもそもの原げん因いんに再ふたたび思考が巡めぐり返って嘆たん息そくが漏もれる。

（──戻ってくるまで起きていられたら、だけれどね）

　オルフィナの伴はん侶りよであるディオンは、ここシスルーンという国に於おいて、標しるべとなる血ち筋すじの人間だった。シスルーン王家、その中でも最も重要なところにいる、現げん国王ラオロン・ガゼィ・ナドゥル・シスルーンの長子──第一王位継けい承しよう者しや。

　現在は代だい替がわりも目前と言われ、とにかく多た忙ぼうな日々を送っている。

「……ぁふ」

　待つのにもくたびれて、欠伸あくびが漏れる。

　寝ねつきの良過ぎる自分の性質が、こんなときには疎うとましい。

　以前ならば、こうして眠ねむる前の時間にあれこれと話をしたり、子どもの様子を一いつ緒しよに見に行ったりするくらいの余よ裕ゆうは毎日あったのに。最近では自分が寝付いたずっと後に帰ってきて、朝は朝でオルフィナが目覚めるより早くに出で掛かけてしまうことが多くなった。

　それでも会えば疲つかれた様子も見せずに笑ってくれるし、いつだって優やさしくて。

　だから、こちらも笑うしかない。

　出来ることならばもっとたくさん傍そばにいて、話をして触ふれ合って暮らしたいけれど。

（仕方ないんだけれどね……お仕事だもの）

　王になる。そのために生まれて、そのために生きてきた。

　そんなディオンの努力を、些さ細さいな自分の不満で乱みだせるはずがない。

（既すでに存分に我わが儘ままを聞き入れてもらっていて……これ以上何を望むって？）

　苦く笑しよう気味にそんなことを自分に言い聞かせているうちに、うとうとと眠りに誘さそわれる。

　今夜もまた、ディオンにお帰りなさいを言えそうにない。
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　子どもたちには秘ひ密みつがあった。

　誰だれにも教えたことのない、不思議で素す敵てきな夢のこと。




　それは夜に訪れる。




　まだ産まれて一年も経っていない小さな妹のシスティーナのために、子ども部屋の寝しん所じよには一晩中、乳う母ばのエリルがついている。

　けれども年とし嵩かさのエリルは朝には強くても夜にはめっぽう弱いらしく、システィーナが泣き出さなければもうずっと、揺ゆり椅い子すの上で夢を見ているのが常つねだった。

　だからリディスとレノアは夜になると、寝ねかしつけ役のエリルが舟を漕こぎ始めるのをじりじりと待って。それから、同じ寝しん台だいの上でわくわくとした顔を見せ合うのだ。

　システィーナだけは、まだ傍かたわらの小さな寝台の上でひとりだけれど、それでも時折目を醒さましては、あちらを向いてこちらを向いてをしてみせて、目が合ったならにこりと笑う。

　言葉はなくてもきっと思いは同じところにあるのだろうとリディスとレノアは想そう像ぞうしあって、システィーナが赤い瞳ひとみを笑みの形にして見せるそのたびに、ふたりも笑顔を返してみせた。




　眠ってしまわぬように頑がん張ばっていても、眠気は自然と降ふってくる。

「──寝ちゃだめだよ」

　いちばん大きなリディスが寝入りかけていた妹のレノアに声を掛けて揺ゆり起こす。

　言った自分も、うとうととして意い識しきが少しばかり飛んでいたところだったのだけれど。

「ふあぁ……ねぇおにいちゃん……きょうはみんな、こない日かな……？」

　寝ぼけたように赤い瞳をこすりながら三歳みつつの妹のレノアが言ったそれに、四つ年上のリディスも欠伸あくびをして返す。

「んん……かなあ？」

　こちこちと響ひびく時計の音が、なぜだか急に気になり始めた。

　システィーナのくうくういう声に、やがてリディスとレノアと、エリルの寝息も重なって。

　夜の寝所は、穏おだやかにその立場を確かく立りつする。




　少しして──

　そこへ静せい寂じやくを縫ぬって現あらわれるのは、楽しげなみっつの声。




「みんな眠っているね」

「起こしていいよね？　約束していたもの」

「あら、赤ちゃんがいちばん鋭するどいみたいね。もう起きちゃった」

　おはようティナ、と覗のぞきこまれたその顔に、赤子のシスティーナはほわりと笑顔をみせる。

　二番目の声の主の少女が、寝台に身を乗り出して中央辺りに眠るふたりを揺ゆすって起こす。

「リディ、ノア、ねえ起きてよ。一いつ緒しよに遊ぼう？」

「ケット、もっと静かに言わないと。あっちのおばあさんまで起きちゃうよ」

　一番目の声の主の少年がそう言って窘たしなめると、三番目の声の主が口元を押おさえて笑う。

「大だい丈じよう夫ぶよアルマ。あの人、前にケットがここで躓つまずいて大泣きしたときにも全然目を醒さまさなかったじゃない。もう赤ちゃんの声にしか反はん応のうしないように出来ているのよ」

　寝台に乗っかるかたちになっていたケットと呼よばれた少女が、振り向いて言い返す。

「シャルってば、それ何年前の話よっ」

「まだ最近の話じゃないの。二年は経たってないと思うけど？」

「さっ、三年前だもん！」

「つまり六つになってもびいびい泣いてたのね」

「～～～っ!!」

　言い合いを始めた少女ふたりに、残された少年──アルマは無む駄だだと知りつつ諫かん言げんする。

「……もう少し静かにしようよ……」

「だって！」

　と予想通りに双そう方ほうから同時に叫さけばれ、騒そう々ぞうしさに拍はく車しやをかけてしまったことにアルマは嘆たん息そくする。短い黒くろ髪かみをぽりぽり搔かいて、椅子で眠ったままのおばあさんにふと目を向けた。

　相変わらず、心地ここち良よさそうに繰くり返されている穏やかな寝息。

（……僕ぼくもこれくらい図太くなれたらきっと、もうちょっと心穏やかに暮くらせるんじゃないかな……）

　などと、そんなことをアルマが思っていると、賑にぎやかな周囲にやっと目を覚ましたらしく、寝顔を見せていたリディスが、目を開けたかと思うと、すぐにがばりっと起き上がる。

　その動作に、言い争っていた少女たち──シャルとケットは言い合いの声をぴたりと止める。

「おはようリディ」

　そうリディスに声を掛けたのはいつもどおりケットが最初だった。

　うん、と寝起きのリディスは頷うなずいて、いつもの台詞せりふ。

「夜だけどね──おはよう。来てくれたんだ」

「また来るねって、約束したじゃない」

　そうでしょう？　と笑って言ったケットのその顔に、リディスも笑顔になる。

「ねえ、今日はどこで何をするの？」

　リディスの問いには、シャルが自身の長い黒髪を気取って払はらいながら応おうじてみせる。

「リクエストがあれば、何なりと。王子さま？」

　こういう問いかけは、リディスの要望を聞ける用意があるしるしだ。
















　それじゃあね、と顔を明るくしたリディスは──横で熟じゆく睡すいしている妹のレノアを揺すって起こしながら──予想通りの希望を告げる。

「また──ディルヴァロッヅに行きたい」
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　シスルーンの王子リディスが、初めて、この三人と出会ったのは、いま三歳さいのレノアが産まれるよりもずっと前のことだった。

　いま七歳の自分が、ふたつかそれより前の頃ころ──だったように思う。確かでないのは、自分もまだ小さかったからはっきりとは覚えていないためだ。

　記き憶おくは押し並なべておぼろげではある。いつからか三人は夜に白い燐りん光こうを放つようにして現れて──姿すがたを近くに見るのは、なぜか必ず夜の頃で──窓まど辺べに立っていたりした。

　鍵かぎがかかっているはずのバルコニーに続く大窓、そのすぐ傍そばで、リディスより幾いくつか年上に見えるその三人は、どこか所しよ在ざい無なさげに室内に立ってこちらを窺うかがっているのだ。

　はじめは互たがいに不思議な感じで、ただ顔を見合わせては戸と惑まどいながら笑ってみたり、そんな不思議な逢おう瀬せばかりを重ねていた。

　それが大きく変化したのは、初めて言葉を交かわしたときからだ。

　その時のことは、いまでもはっきりと覚えている。

　あれは四年程ほど前、リディスが三つになったばかりの──レノアも産まれていなくて、乳う母ばが同じ部屋に眠らなくなって間もないような──頃だった。

　その夜も、すっかり顔見知りになっていた黒髪が夜に映はえるその三人が、もしかしたら現れるかもしれないと期待しながら眠ねむ気けを誤ご魔ま化かして頑がん張ばって──やがて耐たえ切れずに眠りに引き込まれかけた時。

　三人が、ぼうっと白い光に包まれながら、手を繫つないで窓辺に現れた。

　リディスは眠気を引っ込めて、布ふ団とんから身体からだを起こしていつものように目線で挨あい拶さつをした。それに三人の方もそうして返す──はずだった。

　けれどもその日、ふたりがいつもどおりの反応を返した中で──真ん中に立っていた癖くせの強い髪をした碧へき眼がんの女の子だけは、いつもと違ちがう反応を返してきたのだ。

「──ねえ……お、おはよう。……こんばんは？」

　不意に、話しかけられた。

　唐とう突とつで、今までにないことだった。女の子が発した言葉に、リディスよりもその両側に立っていたふたりがぎょっとなったのが分かった。

　リディスは辺りを見回して、それが自分以外に向けられたものでないことを確かく認にんすると、どきどきしながら、言葉を返した。

「おはよう……夜だけどね……」

　こんばんは。そう言うと、三人組は、ぱっと顔を明るくして、改めてこちらを見み詰つめた。

　リディスはそれまで、三人が現れたときに寝しん台だいから出たことは一度もなかった。三人組も窓辺からこちらに寄ってくることはなかったから。

　きっと何となく、夢ゆめが醒さめてしまう不安のようなものがあったのだ。

　けれどもその時は、なぜだか大だい丈じよう夫ぶという確信があって。

　リディスはそっと寝台から足を出した。ぺたり、と裸足はだしの足に床ゆかの感かん触しよく。そのままスリッパも履はかずに窓辺に足を進めた。

　三人の姿は消えたりはしなかった。

　相変わらず窓のこちら側で緊きん張ちよう気味に立ち尽つくしている。

　手を伸のばせば触ふれられる距きよ離りまで近ちか寄よって、リディスはふと気付く。

　これまで、三人の姿が明かりひとつない部屋でもよく見えるのは、彼女たちがずっと光を発し続けているからだと思っていたが、そうではなかった。白い光を発していたのは現れた時だけで、この時はもう光ってなどいなかった。

　三人の姿を浮うき上がらせていたのは、その形はそれぞれ違う真っ白い衣い装しようと、なにより窓から射さす月と星の光だった。納なつ得とくが、思わず口からこぼれた。

「……明るいね」

　その言葉に、三人も窓の外に目を向ける。

「きっと、満月だから」

「星もたくさん出ているしね」

　まっすぐな髪の女の子と男の子が囁ささやくように応こたえてくれた。

　うん、と頷いて、見上げる。星より月より手前にある、三人の姿。リディスよりも背が高くて、こうして近づくと、見上げないと顔が見られない。

　リディスは、そうっと手を伸べる。目の前にあった、くせっ毛頭の女の子の指先に。

　三人のうちからその一人を選んだのに、深い理由はなかった。他ほかの二人でも、届とどかないということはなかったから。それでも敢あえて理由を挙げるなら──はじめに声を掛かけてくれたことに拠よるのかもしれない。




　つ、と指先に触れて。

「────っ！」

　リディスは一いつ瞬しゆんで手を引いた。感かん触しよくがあったことに驚おどろいて。




　──もしかしたら、これはやっぱり夢の中の出来事で。

　触れることも出来ずに素す通どおりすると思っていたのに。

　感触に驚いたのは、女の子の方も同じだった。

　振ふり向いて、互たがいに戸と惑まどった顔を見せ合う。遅おくれて振り向いた黒髪の二人とも、同じようにうろたえた目線で通じ合う。それから、三人はリディスと背せ丈たけを合わせるように屈かがんで──宙ちゆうを泳いでいたリディスの右手に、揃そろって触れてきた。

　特別でもなんでもない、温かい指先の感触が、あった。

（……夢じゃないみたいだ）

「夢みたい……」

　胸きよう中ちゆうで思ったのと反対の言葉で、同じ意味のことを言われた。

　声の主は、くせっ毛の女の子。

　その女の子は続けて、四人の中にあった奇き妙みような高こう揚ようと緊張の糸を断ち切るように唐とう突とつに歓かん声せいを上げて、リディスに抱だきついてきた。

「──ねえシャル、アルマ、やっぱり『夢の国』は本当だよ……これで夢なはずがないもの」

　嬉うれしそうなその言葉の意味がリディスには分からない。

　困こん惑わくして、見上げようとすると、更さらに圧あつ迫ぱく感があってますます適かなわなくなった。黒髪のふたりも、揃ってリディスに抱だきついてきたのだ。

「みたいね。なんなんだろうここ……でも素す敵てきね、こんなのって素敵……っ」

「うん……噓うそみたいだけど。僕も嬉しい……」

　頭上からもうひとりの女の子と男の子の声が降ふる。

　自分よりも頭ひとつ以上背の高い三人に挟はさまれてとても息苦しくなったけれど、そんなことは構かまわずに、リディスはこちらもぎゅうっとして返した。訳わけが分からない自分まで、何な故ぜだか感極まって鼻の奥おくが痛いたくて、すぐにも泣きそうで。

　この感触が夢だとしてもずっと憶おぼえていたいと心から思った。




　もちろんそれは夢ではなくて。

　それからは、会うたびに言葉を交わしたり、次し第だいに友達みたいに話をしたり遊んだりをするようになって、それは妹が産まれてからも変わらなかった。




　その初めて言葉を交わした晩、別れ際ぎわになってからリディスは訊たずねた。

　ずっと知りたかった、三人の名前だ。

「──名前？」

　まっすぐな黒髪をした女の子が、青い目を丸くしてきょとんと返す。まだお互たがいに名乗っていなかったことを、まったく失念していたようだった。

「そう。ぼくはね……ええっと、リディス・ウィル・リーク・シスルーンっていうの」

「……長いのね」

「母上とかはリディスとだけ呼ぶよ。普ふ段だんはぜんぶ必要じゃないから」

　リディスの言葉に、黒髪の女の子は納得したように頷うなずいた。

「立場上の正式名ね？　それなら私もあるわよ。でも、シャルでいいわ。で、あっちのぼーっと突つっ立ってる男の方がアルマで、女の方は」

　すらすら言うのに、くせっ毛の女の子が待ったをかける。

「シャル、わたしだって自じ己こ紹しよう介かいくらい自分でしたいよ！」

「……じゃあ、どうぞ」

　リディスに、困こまった子よね、とでも言うように苦く笑しようしてみせて、シャルはリディスをそちらに向き直らせた。

　くるくるの黒い髪をした女の子は、背せを押されたリディスの前に屈かがみこむと微笑ほほえんで言う。

「わたしはエギルアンケットだよ。ケットって呼んでくれたら嬉しいな」

「ケット？」

「そう。仲良しだけの特別な名前なの」

　その優やさしい微笑みが、リディスはずっと忘わすれられない。




　　　　＋　＋　＋





　とある世界にひとりの女め神がみがおりました。

　その女神は、生まれたときから暗いお部屋に閉とじこめられて、外の空気を感じたこともありません。なぜなら彼女はその世界にとって大切な存そん在ざいだったからです。

　その世界は長いあいだよく栄さかえ、ひじょうにすぐれた世界でありました。けれども、あるとき不意に消え去った大地の神様によって安定がくずれ、世界は滅めつ亡ぼうの危き機きに瀕ひんします。

　そこで残った神々は、慌あわてて新たな大地の神様を創りだしました。

　しかし急いで創つくられた未み熟じゆくな大地の女神は、まだまだ自分で力が扱あつかえません。

　そこで神々は、女神を閉じ込めて、力を管理することにしたのです。

　囚とらわれて暮くらす女神は、監かん視し役として傍そばに置かれた素す敵てきな竜ドラゴンと天馬ペガサスだけを心の頼たよりに、永ながい時間を必死で耐たえしのびます。






「……哀かなしいの？」

　小さなレノアの不安げな囁ささやきに、癖くせのないまっすぐな黒髪を揺ゆらしてシャルは頷いた。

「そうね。きっと、とても哀しくて。三人揃そろって泣いてばかりいたの」

　影かげを落とす物語の色に、幼いレノアは泣きそうな顔になる。

　その金の頭を優しく撫なぜるようにしながら、シャルは声を明るくして続ける。

「でも、奇き跡せきは起こるわ──」





　永い永いあいだ夢みていた牢ろう獄ごくのような暮くらしからの脱だつ出しゆつは、あるとき突とつ然ぜん叶かなうのです。

　世界を脱することの叶った女神は、生まれ育った大きく豪ごう奢しやな世界のほんの一部分だけを切り取った、おもちゃのような、小さな世界に辿たどり着きます。

　そして、そこで優しい王子様と出会いました。

　それからは、それまでの辛つらい日々を忘れるほどのあたたかい暮らしを送るのです。

　しかしそのあいだにも、女神のもといた世界はどんどん滅ほろびにかたむきます。

　困った神々は、何とか女神を取り戻もどそうと、女神と親しかった力ある竜ドラゴンに、女神を迎むかえに行かせることにしました。

　現れたその竜ドラゴンの説得に、女神はたいそう悩なやみます。

　自分が生まれたその世界と、大好きな王子様のどちらもが、選ぶことが出来ないほどにとてもとても大切だったからです。






「どっちも大切なの？」

　また、レノアが口を挟はさむ。シャルは話を中ちゆう断だんして律りち儀ぎに頷うなずいた。

「そうよ。ノアも、たとえば……父様と母様をどちらか選べって言われたら、困ってしまうでしょう？」

「う？…………えええ～…」

　レノアは頭を抱かかえて唸うなり出す。そんな様子に、シャルは選べなくてもいいんだってば、と笑って、また物語に戻る。




「──けれども女神はついには自分の務つとめを認みとめました。王子様に別れを告げて、自らの世界に還かえることにしたのです」

　レノアは目を丸くする。

「それで、王子さまとはお別れなの？」

　レノアが訊きくと、シャルは首を振ふった。

「いいえ。ちゃあんとその続きがあるわ。

　──女神は心に誓っていたの、たとえどれだけの月日が経たとうと、いつか王子様のいる世界に戻ることを。女神が自分の世界へ還る最中にそのことを漏もらすと、それを聞いた優しい竜ドラゴンは呆あきれて、こんなことを言いました──」




　そこまで聞いて、リディスはその場に背せを向けた。

　ふたりから離はなれて、ケットたちの方に足を向ける。天空にある月のおかげで、ディルヴァロッヅの静かで広い草原は、夜と思えないほどに明るく感じる。

　シャルがレノアに聴きかせている物語は、自分ももう幾いく度ども聴かせてもらったことのあるものだ。三つ子は揃ってその物語がお気に入りのようなのだけれど──自分はどうにも好きになれずにいた。

（だって……）

　あのあと、ドラゴンの助言で生まれの世界に戻るのをやめた女神は、すぐに王子様と結けつ婚こんするのだ。それはいい。それはいいのだけれど……そのあとの流れが、リディスにはどうしても不服だった。頭の中から、物話の続きを呼び起こす。

　女神は我わが身の代わりにと、我が子を生まれの世界へ差し出して。ふたつの世界は救われて──物語はそこで終わる。




　──そうして女神は、王子様と末永く倖しあわせに暮らすのでした。




　初めて聞いた時、なんで、と驚おどろいた。

　その物語をそこで閉じてしまうことに対してだ。もちろん、その場ですぐに訊ねた。

『どうしてそこでおしまいなの？　手放した子どもたちとはさよならなのに、女神様たちは倖せなの？　子どもたちはそれからどうしちゃうの？』

『これは女神の物語だから、ここでおしまいなんだ。……でも、女神も子どもたちも、それからずっと倖せに暮らしているはずだよ』

　その時物語を話してくれていたアルマは付け足すようにそう言ったが、リディスは納なつ得とく出来ずに不満ばかりを零こぼして、ひどくアルマを困こまらせたおぼえがある。

「──リディどうかした？」

　不意に間近で声が聞こえて、リディスはびくりとなる。

　いつの間にかケットがすぐ傍にいた。こちらが向かっているのに気付いて、ケットの方からも近づいて来ていたらしい。

「どうかしたって……なにが？」

　リディスが訊くと、ケットはリディスの額ひたいから金色の前髪を一ひと房ふさ取り上げて指し摘てきする。

「眉み間けんにしわ」

「……」

　言われて額に手をやろうとすると、こつんと額を合わされた。

「ね、どうかした？」

　至し近きんから、水みな底ぞこのような深い青の瞳ひとみに窺うかがわれて、どぎまぎしつつも苦く笑しようを見せる。

「別に……シャルがいつもの女神様の話をレノアにしていただけ」

　それだけで、ああ、と納なつ得とくしたようにケットは笑って顔を離はなす。

「リディはなんでか、あのお話好きじゃないのよね」

「だって、終わり方がおかしいもの」

「そうかなあ」

「そうだよ」

　不満をあらわすリディスに、ケットはただ微び苦く笑しようしてリディスの手を引いた。

　そのまま一いつ緒しよになって歩き出しながら、リディスはそれにも不満を感じる。嫌きらいなら嫌いで構かまわないというこのスタンス。どうせなら、同じ感覚を共有したいと思うのはおかしいことだろうか。

　けれども前を行くケットの楽しそうな横顔に、そんな思いは払ふつ拭しよくされて、嘆たん息そくする。

（仕し方かたないのかな……ぼくとは考え方が違ちがっても。だって──

ケットたちは神様なんだし）




　ディルヴァロッヅは夢ゆめの国だ、とリディスは遊びに来るたび思う。

　リディスが普ふ段だん暮くらすシスルーンでは、空にあるのは月と太陽と星たちで。それ以外には雲や鳥くらいしか浮うかんでいないのに。ディルヴァロッヅと呼ばれるこの世界では、空を見上げるだけで楽しそうなものが幾いくつもあるのだ。

　今も、夜だというのに賑にぎやかさの名残なごりがたくさん見える。

　物置みたいにされた雲の上にはバケツやはけが見えて、すぐ傍に描かきかけの虹にじが浮かんでいるかと思えば、雲から延のびたブランコや滑すべり台のようなものもある。そのずっと上の方には、いちばん目をひく大きなお城しろが雲の上にそびえていた。今は夜に色付いて薄青く見えるけれど、本来は真っ白だというそのお城は、月明かりの中で主役のようだ。

　太陽の昇のぼっている時間には寝ね静しずまっている生き物たちも空を舞まって、地上ももっと賑にぎやかだというから、昼に来られたならきっと今よりもっと素す敵てきに違ちがいない。

　こんな不ふ思し議ぎな世界の中で、ケットたち三人は世界を代表する立場にいるのだというから驚きだ。空の神様のシャルに、海の神様のケット。それから大地の神様のアルマ。

『ここは、私たちの世界よ』

　それが、リディスが初めてディルヴァロッヅに連れられて来たときのシャルの第一声。

　それは三年位前──リディスが四歳で、シャルたちは六歳の頃だった。

　妹のレノアは産まれて間もなくて、まだまだ夜も両親のもとで世話をされていたから、一いつ緒しよに来ることは適かなわなかったのを憶おぼえている。

『僕ぼくらがいないと成り立たないんだよ』

　アルマの誇ほこらしげな声に、意味が分からずリディスが首を傾かしげると、ケットが言った。

『この世界でいちばん力ある神がわたしたち三人なの。誰が欠けても駄だ目めなのよ』

『……神様？』

　それは物語に出てくる、神しん獣じゆうや精せい霊れいのようなお伽とぎの存そん在ざいのことではないのかとリディスが訊きくと三人は苦笑して、『それならここはお伽の国ね』とはケットの言葉。

『このディルヴァロッヅにはわたしたち以外にも数え切れないほど神々がいて、それより多くの精霊がいるわ。もちろん神獣や妖よう精せいなんかもたくさんいるのよ』

　リディスは驚いて辺りを見回したが、その場には、そんな気配は欠片かけらもなかった。

『いまは夜だから。ほとんど寝静まっているし、少なくともこの辺りにはいないはずよ』

　シャルの指し摘てきに、リディスはすぐに言った。

『見てみたいな、だめなの？』

　ねだるリディスに、三人ともが微び妙みような顔をして、申し訳わけなさそうに返された。

『リディをここに連れて来るのはね、本当はとてもいけないことなの。こっそり連れて来ることならこれからもしてあげられるけど……賢かしこい生き物とかに会わせてあげるのは、難むずかしいと思う』

　ごめんね、とシャルに言われて、がっくりと肩かたを落とした。フォローするように、横からケットが言う。

『でも、わたしたちこうして夜にしか会えなくて連れて来てあげられるのも夜だけだけど……ディルヴァロッヅは──夜だけでさえ──とても素す敵てきなわたしたちの自じ慢まんの世界よ』

　リディスは頷うなずいて同意した。まるで物語の中に入ったような気分にさせてくれるこの世界は、確たしかに夜でも素す晴ばらしかった。

『残念だけど……仕方ないよね。でも、いけないことしてケットたちは大だい丈じよう夫ぶなの？　ぼくのせいで叱しかられたりとかしない？』

『ばれないようにするし、きっと平気よ』

『本当に心配だったのはリディをここに連れてくることが出来るかどうかだったんだ。それが出来たってことはもう、心配するようなことはそんなにないよ。

　おおっぴらにやらない限かぎりは、これからも平気そうだってことが分かったし。あとは、せいぜい、僕らがお目付け役に小言を言われるかなってくらいだね』

　アルマの言葉に、三人はくすくす笑う。

『クロノスのお説教なんて慣なれたものよね』

　よく分からなかったけれど、きっと自分にとっての教育係みたいな誰だれかが、ケットたちにも付いているのだろうと思った。リディスがこちらに来ることで迷めい惑わくをかけてしまう様子はないようだと安あん堵どして、これからも連れて来て欲ほしいなと思った。

　それ以来、連れて行ってとせがんだことは数え切れないくらいあるけれど──さすがにいつもいつも叶かなうというわけではなくて、それがリディスには残念なのだけれども。




「──こっち。こっちよ」

　ケットにぐいぐいと手を引かれて、夜の草原を早足で進む。

　揺ゆれるふわふわの髪かみに気を取られて、リディスは不思議な気持ちになる。

　まっすぐな黒髪を長く伸のばしたシャルと、ふわふわの黒髪を背で遊ばせたケット、それからさらりとした黒い短髪の男の子のアルマと。三人は、髪型と瞳ひとみの色を除のぞいたらほとんどまったく同じ顔をしていた。それもそのはずで、なんと彼らは三つ子なのだ。そうして何より不思議なのは、まるで鏡に映うつしあったように、リディスやレノアの兄妹も、やっぱりどこか、彼らとそっくりなのだ。

　目鼻立ちだけでなく、瞳の色からもそれを感じることは出来た。アルマに妹たち──産まれたばかりの妹のシスティーナと三歳みつつのレノア──は血色の瞳がお揃そろいだし、リディスの碧へき眼がんはシャルの空色の瞳ともケットの海色の瞳ともよく似ていた。リディスと妹のレノアは金の髪をしていて、三つ子と黒髪までお揃いなのは、小さなシスティーナひとりだったけれども。

　ただ、以前それについてリディスが「みんな姉弟きようだいみたいだね」と言ってみた時には、ケットたちは三人揃ってただくすくすと笑っただけで、同意も何もしては貰もらえなかった。

　次し第だいに駆かけ足になるケットのあとから、繫つないだ手を離はなさぬように、リディスも頰ほおを上気させてついて行く。踏ふむ草葉がくすくすと笑い声を立てて、ケットの柔やわらかそうな白い衣い装しようがなびいて揺れる。

　ちらりと振り返ると、いつの間にか物語は終わったらしく、シャルとレノアは、きらきら光って宙ちゆうをただよう夜よる綿わたを目印に追いかけっこを始めていて、少し離れたところでは、アルマが腕うでに抱だいたシスティーナに顔をつねられて仕方なさそうに笑っていた。

　木立の陰かげに入ったところでケットは息を切らせて嬉うれしそうに笑う。

　それからしゃがみこんで、木の虚うろを覗のぞき込こみ、口元に人差し指を当ててリディスを手て招まねきした。

「なに？」と訊たずねて膝ひざをつくと、しぃ、と言われて、慌あわてて口を押さえた。

「前に言ったでしょう？　夜よる月つき草そう。ここにね、咲さいているの」

　耳元に口を寄せて囁ささやかれ、リディスは目を輝かがやかせてケットの横に顔を並べ、その樹じゆ木もくの根元に空いた小さな穴あなを覗き込む。

　夜よる闇やみの中で青を混まぜた墨すみ色に見える木き肌はだの隙すき間ま。そこにひっそり佇たたずんでいたのは、俯うつむいて膨ふくらんだ花びらの中から、白い光をほうっと撒まいている一輪の花だった。

「綺き麗れいでしょう？　この前やっとここで見つけてね、絶ぜつ対たい見せてあげようと思ったの」

　夜月草は、夜の間だけひっそりと花開き、小さく光るという花だった。

　寿じゆ命みようが短くて滅めつ多たに見つからない花なのだと聞かされていたそれを目の前にして、リディスはケットの耳に囁いて返す。

「こうして見られる日が来るとは思わなかったから嬉しい。ありがとう」

　ケットは頰を染そめて、喜んでもらえればわたしも嬉しいと微笑ほほえんだ。

　そのまま花を前にして、ふたりで仲良く笑い合う。

　と。

「──なにふたりだけでいちゃついているのよ」

　不意に後ろから掛かかった声に、ケットが「きゃっ……！」と声を上げ──慌あわてて口を押さえた。が、時すでに遅おそく。

　上がった悲鳴に驚おどろいた夜月草が、風に揺られたかのようにさやさやと揺れ、白い光を燐りん粉ぷんのように撒く。すべて散らすと、くたりと萎しぼんで、花の終わりを見せ付けた。

「あ、あああ……」

　落らく胆たんするケットの後ろから覗き込んで、シャルは「あれ？」と呟つぶやいた。

「夜月草じゃない。咲いていたの？」

「シャルがおどかすから萎しおれちゃった……」

　夜月草は、大音に耐たえられない繊せん細さいな花なのだ。

　シャルはケットの恨うらみ言ごとにふうんと頷うなずいて、リディスに顔を向ける。

「リディに見せてたのよね？　綺麗だったでしょう」

「あ、うん。とても──」

　答えるリディスの後ろから、ケットが繰くり返す。

「シャルがおどかすから萎れちゃった……」

「地味だけど私も好きよ、その花。それね──」

「シャルがおどかすから萎れちゃった……」

　何度も繰り返すケットに、やっとシャルも返答をする。

「大声を出したの私じゃないし、気付かなかったんだから仕方ないでしょう！

　どうしてもって言うなら、アルマにもっと頑がん張ばってもらいなさいよ。草だの花だのって言ったら大地神の管かん轄かつじゃない。私は空の神なんだから、そんなの知らないわよ」

「だって、だって今日見せてあげたかったんだもの……」

「？　リディもう見たあとじゃなかったの？」

「……ノアとティナ。このあと呼んで見せたかったのに」

「う」

　そう言われて、やっとシャルも反省の色をみせる。

「そりゃ……ごめんって思うけど……」

「どうしたの？」

　シャルを追ってレノアのペースで追いついてきたアルマが声を掛ける。

　シャルはそれに露ろ骨こつにほっとした顔を見せて言う。

「アルマ、あんたが不ふ甲が斐いないから夜月草が萎れたってケットが文もん句く言ってるわよ」

「……花が萎れるのって僕のせいかなあ……」

　指をしゃぶってうとついているシスティーナを抱かかえ直して、ぼやいてみせる。

「ノアとティナにも見せてあげたいのに、少ないから見つけるの大変なんだもの。もっとたくさん咲かせてよ」

　涙なみだぐんで膨ふくれている海神のケットに責せめられて、大地神のアルマは溜ため息いきをつく。

「……夜月草は少し毒があるからあんまり増ふやさない方がいいんだけど」

　気乗りしなさ気なアルマに、シャルは畳たたみ掛けるように言う。

「毒っていっても、おなか壊こわす程てい度どでしょう？　獣けものの来ないようなところだけにすればいいじゃない。こう、ばーっと群ぐん生せいさせてさ、夜に光るの。きっと綺麗よ」

「……それくらいなら、花の精せい霊れいも頑張るかな？……でも大声出すと死し滅めつする群生地帯っていうのはちょっとどうかとも思うけれど」

「そんなの声取り草とあわせて生息させるとかすればいいじゃない」

「声取り草って言うけど、あれは別に音を消してくれるわけじゃ……まあ、うん。夜月草の群生は綺麗でいいよね。ちょっと指向してみるよ。うまくすれば数年で実じつ現げんできるかも」

「……やっぱそれくらいはかかるわよね……。まあいいわ。じゃあ早ければ……四年後くらい──ノアがリディくらいになった頃ころね──には、きっと一面の夜月草をリディたちに見せてあげるわ──それでいいでしょう？」

　振り返ってシャルはケットに同意を求める。少しだけ逡しゆん巡じゆんしてから、ケットも頷いた。

「……うん。ごめんねノア。ティナも。またしばらく掛かるけど、きっと今日駄だ目めになってしまったのより、もっと綺麗なものを見せてあげる。もちろん、リディにもね」

　会話に置いていかれていたリディスは、妹のレノアと一緒になって、ケットのその言葉になんだか分からないまま頷いた。

「──じゃあ、そういうことで今日はそろそろ終わりにしようか？」

　切り出されたアルマの言葉に、不満げな顔を見せたのは他の四人ともが同時だった。

「ほら……ティナも疲つかれちゃったみたいだし」

　言い訳わけするように、腕うでの中で眠ねむり始めたシスティーナを示しめす。

　夢ゆめの終わりを告げるのは、いつだってアルマの役目だった。

　もっとずっと長い時間を遊びたいのはたぶんアルマだって同じで、みんなが願っていることだけれども、そういう訳にはいかないことは、みんなが分かっていることで。

　誰もが終わりの時間を先さき延のばしにしたくて。結局、いつもアルマが憎にくまれ役を買う。それはもはやいつもの決まりごとのようなものだった。




　夢の国に別れを告げて、リディスたちはシスルーンへと舞まい戻もどる。

　相変わらず眠るばかりの乳う母ばの傍かたわらの寝しん台だいでは、リディスたちもすやすやと眠っていた。

「……何度見ても変な感じ。ぼくらはここにいるのに」

　リディスが自分の身体の前で零こぼせば、シャルがくすりと笑う。

「いまあの身体からだに入っているのはにせものだけどね。空っぽの身体が誰かに見つかると、大おお事ごとでしょう？」

　言いながら、眠る身体の方にシャルが触ふれると、小さな光のようなものが抜ぬけ出して空中に溶とける。寝台の上のリディスたちはそれで呼こ吸きゆうを止めてしまう。

「まあ……これじゃ死んでいるみたいだものね。……息していないし、心しん臓ぞうも止まってて」

　自分の身体を前にするという奇き妙みような感覚に戸と惑まどいながら、〝リディスの身体〟と手を繫つないで差し出されたシャルの手にリディスは触ふれる。

　船に揺ゆられたような感覚があって、瞬まばたきするほどの間でリディスは自分の身体に戻る。続いてレノアを戻すシャルと、寝台の反対の方でシスティーナを戻しているアルマを見やって、自分の手を見て。なんとなく開いて握にぎってをした。

　そんな様子に、ケットが声を掛けてくる。

「リディ？　なにかおかしい？　シャルに失敗された？」

「違うよ。……ほら、そんなこと言うからシャルが睨にらんでる」

　シャルの睨げい眼がんに舌したを出して返すケットに苦笑してから、告げる。

「ぼくらの身体をこうしてシスルーンに置いていくのに、ぼくらは向こう──ディルヴァロッヅで何かに触さわったりも出来るし……感覚がちゃんとあるでしょう？　それってなんでかなあと思って」

「逆ぎやくのことをしているだけよ。ディルヴァロッヅでも別の身体に入っているの」

「それって……つまり、いま空っぽのぼくらは向こうにいるの？」

　今夜のようにリディスたちがディルヴァロッヅに行っている時以外にはずっと死体みたいな自分たちが転がっている様子を想そう像ぞうして、なんだか嫌いやな気分になった。

　幸い、ケットは首を振って否ひ定ていをしてくれた。

「ちょっと違うわ。ディルヴァロッヅではそのまま〝身体〟じゃなくてね……んー、なんていえばいいんだろう。精神こころ……中身だけのリディスたちが壊こわれないための……〝膜まく〟を張はっている、みたいな感じかな」

　分かる？　と訊かれて、リディスは何となく頷いた。

　たぶん鎧よろいとか、卵たまごの殻からみたいなものなのだろう。

　身体を抜けた時に着ていた寝ね間ま着きと同じものを、そのたび新しく身に着けているのも、膜の一部ということだろうか。

「ケット、戻もどるよ」

「あ、うん」

　アルマに声をかけられて、リディスと話していたケットは慌あわててそちらへ向いた。




「それじゃ──」

「うん、また今度ね」




　楽しい夢の時間の終わり。

　再さい会かいの約束をこめた別れを互たがいに何度も繰くり返し告げあって。ケットたちは三人で丸くなって手を繫つないで、淡あわい白い光を放ってふつりと消える。

　名残なごりの光が夜の闇やみに溶とけるまでを見み届とどけて──リディスたちは吐と息いきを零こぼす。

「おねえちゃんたち、帰っちゃったね」

「うん」

「また来てくれるよね？」

「うん、きっとだよ」

　リディスたちが寝台の上であれこれと囁ささやくように笑い合い、やがて眠ねむりに就ついた頃──子どもたちの寝しん所じよを、父のディオンが訪おとずれる。

　リディスとレノアとシスティーナの寝顔を、少しのあいだ優やさしく愛めでて。

　苦笑しながらエリルの寝ね姿すがたに挨あい拶さつをして。

　そっと静かに部屋を去る。




　──そうしてやっと、子どもの寝所は夜を迎むかえて。朝まで眠ねむりの部屋になる。




　　　　＋　＋　＋




　チャ……

　扉とびらの金具の鳴る音で、オルフィナの意い識しきはほんの少しだけ浮ふ上じようする。

　ぼんやりと目を開けると、窓の外から漏もれ入る光と燭しよく台だいの揺ゆれる光の中にディオンの姿があった。

　視し界かいを横切り、しばしごそごそと──着き替がえているのだろう──やった後、燭台の火を吹ふき消して、寝台の中に入ってくる。

　吐息をついて横になり、そこでオルフィナの目が開いているのに驚おどろいた顔を見せた。

「起きてたのか？」

「ううん」と返事をしようとして、寝ぼけた声だけが漏れた。

「ああ。俺が起こしちゃったのか、ごめん」

　寝ていいよ、と頭を撫なぜられて。

　あたたかいその身体からだに擦すり寄よるようにして、またオルフィナは目を閉とじた。




　　　　２




　──ばさっ

「あーっ」

　草間に落ちた本に、リディスは落らく胆たんの声を上げる。

「また、レノアの勝ちね」

　母のオルフィナが笑って言うと、レノアがきゃーいと万ばん歳ざいをした。

　そこは王おう城じように囲まれた広い中庭の一角。夏の陽ひ射ざしは眩まばゆく熱いが、木々の程ほどよく立ち並ぶ木立の中にあれば、直ちよく接せつ射さすのは木こ洩もれ日だけだ。肌はだに熱を感じても、眩暈めまいがするような暑さはない。

「もう一回だ！」

　リディスが慌あわてて落とした本を拾ってそう言うと、「もういい加か減げんになさったら？」と舌した足たらずの妹に気取った台詞せりふで返された。

「だって……っ」

　四つも年下の妹に負けっぱなしじゃ悔くやしいなどと本音も言えずに、歯は嚙がみをする。

「まあそんなに熱くなっても仕方ないじゃない？　落ち着いていた方がこういうのはうまくいくのだし」

「でも……」

　そうオルフィナに言われても納なつ得とくできずにリディスが反はん駁ばくしようとすると、ぽん、と頭の上に本をのせられた。

「ほら、肩かた肘ひじ張はらずに深しん呼こ吸きゆう。それがこつなんだから」

　背せに触ふれられて、リディスはすっと背筋を伸のばした。それからまっすぐ前を見て、不ぶ格かつ好こうにならないように意い識しきして歩き出す。やがてそのまま、テラスの屋根の下で妹のシスティーナを抱だいて立っている父のもとへと、本を落とさず辿たどり着く。

「ちゃんと出来たじゃないか」

　笑って本を取り上げる父のディオンに、リディスは澄すまして言ってやった。

「ぼくは王家の人間ですから、失敗などはしないのですよ」

　すると、ぷっと吹き出して、「今まで散々失敗していたのは予行演えん習しゆうだったらしい」とオルフィナたちの方に向かって言われてしまう。

　リディスは少し拗すねてみせて、「じゃあ父上、今度はぼくらが見る番だよ」とねだる。

　ん？　とディオンは首を傾かしげて訊きいて来る。

「何が見たいんだ、いつもの剣けん稽げい古こか？」

「うん」

　頷いて、ちょっとだけ意地悪を付け足した。

「本をのせたままでやって見せて」

「……どういう意味だ？」

「そのまんまの意味です」

　先ほどまでリディスとレノアが競うようにやっていたのは、姿し勢せいを良くして歩く練習だった。頭上に何か、たとえば本を置くだけのこの方法が、なんだかんだでいちばん手っ取り早いんだ──というのは経けい験けん者の父の言。

「父上と母上ふたりとも頭に本をのせて、それで仕し合あいをして。いいでしょう？」

　難むずかしいことを言って困らせて、さっきの仕返しをするつもりだった。けれどその言葉に、ディオンは少しだけ首を捻ひねってから、「いいぞ」と頷うなずく。

「え？」

「どうせこのあとは剣けん術じゆつ指し導どうに使うつもりの時間だしな──フィナ、聞こえてたか？　あのさ──」

　ディオンはそう言うと、オルフィナたちの方へ説明しながら歩いていった。




「かあさますごぉい！　とうさまもすっごーいっ！」

　歓かん声せいを上げてはしゃいでいるレノアの横で、リディスも、それにすっかり見入っていた。託たくされたシスティーナを足のあいだに置いて抱きかかえながら、あやすのも忘わすれて熱中する。

　──ッバンっ！　がづッ！

　中が空くう洞どうの木刀とは思えないほどの重い音を立てて打ち合っているのに、まるで糊のり付づけでもしたかのように頭上の本は身体からだと一いつ緒しよに移い動どうする。

「すごい……」

　手に汗あせを握にぎりこむようにしてこめた力に、システィーナが、あうぅ、と不満のうめきをあげ、慌てて力を緩ゆるめて抱き直す。システィーナではさすがに剣けん技ぎには関心がないのかと窺うかがうと、口に手指を含ふくんだシスティーナも──剣技云うん々ぬんよりも単に動くものに興きよう味みを引かれているだけのようではあるが──目線は両親ふたりの方に向いていた。




　ヒュッ──

　胴どうめがけて一いつ閃せんしたディオンの木刀。

　それをオルフィナは真下へ身体を落として回かい避ひする。

　少し遅れてついて来る本がまた頭上に戻ったのを確かく認にんしてから、斜ななめ後ろに立ち上がる。

　追い縋すがるディオンに向かって、逆ぎやくにこちらから踏ふみ込んで、木刀を振ふるう。

　真上からのそれを横よこ薙なぎに払はらわれて、一いつ瞬しゆんたたらを踏んだ。

　立ち直る前にディオンが上じよう段だんに構かまえた。

　その動きに気をとられ、──足元に異い変へん。

（しまっ──）

　さりげなく伸ばされたディオンの足に引っかけられ、そのまま後ろに転んでしまった。

「ったっ……ぶっ」

　尻しりを打ち、遅れて顔に降ってきた本に顔をしかめて。再び上げた視し界かいに映うつるのは──

「其そっ首、戴いただいた」

　木刀の切っ先をオルフィナの首に突きつけ、そんな腹はらの立つ冗じよう句くを告げるディオンの姿すがた。

「──なんてな。ほら」

　笑い混まじりに差し伸べられた手をぱしりと叩たたいて、自力で立ち上がると、オルフィナは拾った本を頭にのせて叫さけぶ。

「──もう一回だ！」

「…………」
















「…………」

「…………」

「…………」

　ディオン、リディス、レノアにシスティーナまでが、ぽかんとした表ひよう情じようを見せて──一瞬後、揃そろってけらけらと笑い出す。

「お前な……それじゃリディスとおんなじだぞ」

　くつくつと腹はらを抱かかえたディオンの言葉に、オルフィナは唸うなる。

「だって！　いつもいつも負けっぱなしだなんて悔くやしいじゃないかっ」

「──は？」

　唐とう突とつな言葉を受けてか、ディオンは何言ってんだという顔で首を傾かしげる。

「かあさま、とうさまに勝てないの？」

「いつもね、父様にしてやられちゃうの」

　レノアの問いに神しん妙みように答えるオルフィナに、リディスが胸むねを叩いて張はり切る。

「じゃあ、いつかぼくが母上の代わりに父上を倒たおしてあげるよ！」

　それにディオンは苦いものを嚙かまされたような顔になって言う。

「俺おれは皆みなの敵かたき役やくか……？」

　けれども、駄だ目め、とリディスを窘たしなめたのはオルフィナだった。

「父様を負かすのは母様が自分でやりたいの。

　──ただ、リディスがリディスで頑がん張ばるのなら、それは全然構わないけれどね」

「？……はぁい」

　よく分からない顔をしながらも、リディスは素す直なおに返事をする。

「……ていうか、そもそもこっちは動きやすい格かつ好こうで、フィナは裾すそのぞろ長いドレス姿じゃないか。これで負けたら、俺いくらなんでも立場ないぞ」

　ディオンの指し摘てきに、オルフィナはプリンセスラインのドレスの裾をちょんとつまみあげて、ふふんと返す。

「おあいにく。この格好は動きづらいと見せかけて案外自由度が高いんだよ。なんと言っても足運びが見えないという素晴らしい利点がある」

「……聞いたかリディス、これが次期王おう后ひの台詞せりふだと思うと、俺は頼たのもしくて涙なみだが出る」

「お互い倖しあわせなら、別にいいんじゃないですか」

　わざとらしいディオンの嘆なげきを、リディスはあっさりと流す。乗りの悪い息子むすこに、ディオンは少しさびしげな顔を見せて、オルフィナは頼もしい息子にくすくす笑う。

「まあ、なんつーか。じゃあ、リディスが早く俺を倒たおせるように剣けん稽げい古こに入ろうか──と……」

　言いかけた言葉を宙ちゆうに浮うかせて、申し訳わけなさそうな顔になる。

「──思ったけど、時間切れだ。ごめんな」

　それに、「ええーっ！」と、不満の声が三つ重なる。

　いちばん大きな声になったオルフィナが、続けて言う。

「何でもう？　まだ全然時間経たってないじゃない」

「経ってなくないよ。あっという間なのはいつものことで、もう一時間だ」

　懐かい中ちゆう時計を見せられて、確かく認にんしたオルフィナはがっくりと肩を落とす。

　日に一度あるこの時間は、周囲のせめてものお情なさけだった。子どものための何らかの名目──マナーだとか剣術指導だとか──を日ひ毎ごとに掲かかげては、教きよう師し役ということでディオンとオルフィナがついて、家族揃って過ごせる時間を僅わずかでも作ってもらっているのだ。

　勿もち論ろんこれは完全に温おん情じようによる措そ置ちであるから、務つとめの方に支し障しようが出れば、即そつ刻こく打ち切られるに違いない。

　だからこそ、不満があっても引き止めたりは出来なくて、オルフィナは溜ため息いきをつく。

「……夜にきちんと食事を摂とれるようなら声を掛けてね。近頃執しつ務む室で簡かん単たんに済すませてばかりなんだもの」

「もし出来るなら、ちゃんと声を掛けるよ。リディスたちにも」

　言われて嬉うれしそうな顔をする子どもたちに聞こえぬように、たぶん今日も無理っぽいけれどな……とぼやいてみせる。

　聞こえたオルフィナは、また肩を落とす。

　せめて、今夜こそは眠ねむってしまう前にディオンを迎むかえられればいいのに、と望み薄うすに思う。

　名残なごり惜おしそうに手を振ふりながらも、そそくさと去ってしまったディオンを見送って、オルフィナは気持ちを切り替かえるように明るく言う。

「さて、それじゃあ今度は母様だけが先生の時間ね。したいことはある？」

　システィーナを腕に抱きながら、リクエストを問う。

　たいていはリディスとレノアの双そう方ほうからいろいろ意見が挙がってくるのだが、今日はそれより前にレノアの問いがあった。

「かあさま、とうさまと喧けん嘩かなの？」

「？　どうして」

　寝ね耳みみに水のそれに、オルフィナは目を丸くして問い返す。

　だって、と答えてきたのはリディスの方。

「だって母上、父上に負けっぱなしだ、ってさっき。仲良しだったら、勝ちとか負けは必要ないから……」

「ああ」

　なんだそんなこと、とオルフィナが笑えば、子どもたちは不安そうにして見上げてくる。屈かがみ込こんで、ふわりと微わ笑らう。

「母様は父様が好きで、父様も母様を好きだと言ってくれて。それだから、どちらがどれだけ相手のためになれるかとか、喜ばせてあげられるかを確たしかめたくなるのね？　でも父様は優やさしくて強くって、母様どうしても貰もらうばかりになってしまうの」

「好き同士なのに競争ばっかりするの？　ぼくだったら、好きな子とは喧嘩はあんまりしたくないです」

「仲良しだから、そんなことでも気にして暮くらせるの。……今は母様、朝から晩まで負けっぱなしで、それが少し悔くやしいのだけれど」

「かあさま、いやなの？」

　レノアの言葉にオルフィナは曖あい昧まいな顔になる。

　嫌いやだったら、きっともっと分かりやすいのに。

　結局のところ、敗因は自分の方がディオンを好きでたまらないことにあるのだ──それを言ったら、きっとディオンは否ひ定ていをするだろうけど。それでもこれは譲ゆずれない──と思う。勝ちたいけれど、負けが嫌なわけでもなくて。

　それはつまり──オルフィナは苦笑する。

「……嫌ではないから困こまってしまうのかもね」




　　　　＋　＋　＋




　ディルヴァロッヅの森の奥おく。森の一部が浸しん水すいしたかのような水場があった。

　うっそうとした樹じゆ海かいを彷ほう彿ふつとさせるその水場は、高く伸のびた水草と周囲に高くそびえた木々のおかげでひっそりと隠かくれるように存そん在ざいしていた。そのせいか、夜だというのにやたらと蒸むし暑い。

　どこからともなく聴きこえる水の音に足元の水面みなもが揺ゆれて、静けさは際きわ立だつ。

　うっすら伸のびる夜の影かげが映ってきらきら揺らぐ水面の上に、少し浮いて等とう間かん隔かくに並ぶ光こう沢たくのある平たく丸い石。星の明かりに白しろ銀がね色をかえして真しん珠じゆのように光るその石を飛び石代わりに、リディスたちは一列になって進んでいた。

　先頭のシャルを追って、踏み外さないようにおっかなびっくり進むレノアの後に、ケットがリディスを振ふり返り振り返り続く。ケットに続くそのリディスが、最さい後こう尾びのアルマを振り返ると、腕うでの中ではなにやらシスティーナがアルマの袖そでをしゃぶるのに夢む中ちゆうになっているのが見えた。

「おねえちゃん、ノアたちどこいくのー？」

「まだ秘ひ密みつ」

　レノアの言葉にシャルが笑う。

「ねえケット、どこいくの？」

「着くまで、内ない緒しよ」

　リディスの言葉に、ケットも笑う。

　レノアとリディスは顔を見合わせた。

　その不満げな様子がおかしかったのか後ろからアルマも笑って、言ってきた。

「別に意地悪じゃなくて、喜んで欲ほしいから隠すんだよ。もうすぐだから」

「そうよ──ほら、もう着いた」

　立ち止まった先頭のシャルの言葉に、リディスは前方を見る。

「わあ……」

　繁しげる水草が不意に拓ひらけて、まるくて広い水面が見えた。その中央には、月が映うつって静かに揺れている。

「きれー……」

　目を輝かがやかせるレノアの手を引いて、シャルがまた進み始める。

　飛び石はもう少し続くようだった。そのままゆるい弧こを描えがくように、月の映る中央へと向かって歩く。

「泉いずみ……？」

「そうよ。最近暑い日が続いていたから、涼すずしいところで遊ぼうって思って。ここなら、たぶん誰にも見つからないよ」

　ケットの返事に、リディスはへえ、と頷うなずく。確かにここは隠れ家みたいな雰ふん囲い気きがある。辺りは高い木々に覆おおわれているのに、そこだけぽっかり避よけられたようなところとか。

　不意に、ケットが立ち止まって言う。

「あ、リディ下見て」

「？」

　示された先を覗のぞくと──水中のさき、水底あたりに、たくさんの鳥が沈しずんでいた。

「…………死んでるの？」

「やだリディってば。眠っているのよ。水すい翼よく鳥どりって言ってね、昼は空を飛び回るけれど、食事の時間や眠るときには水中で過ごす鳥なの」

「苦しくないの？」

「魚に同じことを訊きく？」

「……」

　納なつ得とくした。

　梟ふくろうみたいな外見のその鳥は数羽ずつで集まって、ただ静かに目を閉とじているようだった。

「どうしたのー？」

　先行しているシャルに声を掛かけられて、リディスたちは慌あわてて立ち上がった。またそちらに足を進めると、後ろで一緒に止まって覗き込んでいたアルマも同じようについてくる。

　他のものより幾いく回まわりも大きい足場が飛び石の終着点だった。

　岸まではまだ距きよ離りがあるが、そう遠い位置ではない。シャルとレノアに遅おくれて、皆がその石の上に辿り着く。全員が間かん隔かくを持って立っても石の面積にはまだ十分余よ裕ゆうがある。

「なに止まってたのよ？」

「水翼鳥がいたから……」

　ケットがシャルに説明する傍かたわらで、リディスはまた水面を覗き込む。ここは先ほどの場所と違って深さもあまりなく、すぐ近くに小石の溜たまった底が見えた。

　すぐ横で、石に膝ひざをついて水に手をつけて遊んでいるレノアに、アルマが何か言いながら屈かがみ込む。リディスも水面に手を伸ばしてみようかとしゃがんだところに、シャルが妙に楽しそうな顔でこちらにやって来て、横のアルマに声を掛けた。

「アルマ、アルマ」

「？　何？」

　にこにこ笑うシャルに不ふ審しんげな顔で振り向く。シャルは「何怒おこってるのよう」と笑って、

「私もティナと遊びたいわ」

　言って、アルマからシスティーナを奪うばう。そうして、

「ね、ノア、向こう側の面おも白しろいもの見せてあげる──」

　と手招いてその場を離れた。きょとんとするアルマとリディスが目を合わせる。すると、後ろから、ひどく楽しそうなケットの声。

「ああっ大変！　局地的大波だわ──！」

　瞬しゆん間かん、背はい後ごから押し寄せる大量の水。それにアルマとリディスは一気に流され、揃そろって石から水中へと転げ飛んだ。




　なにがなんだか分からなくて、しばらくもがいて──不意に、横から腕うでを摑つかんで引き上げられる。それで、やっとそこがそんなに深い場所でないことを思い出した。

　膝ひざ丈たけくらいの水の中に立って、げほげほ咳せき込んで顔を上げると、心配するどころか、けらけら笑っている四人──シャルとケットと妹ふたりの姿すがたが石の上に見えた。

　随ずい分ぶん長い時間苦しんでいた気がしたが、その様子を見るに溺おぼれていたのは短い間だったのだろう。

　すくい上げてくれた主のアルマも、横で同じように全身濡ぬれねずみになっている。

「わざわざティナを避ひ難なんさせてまで、こんなことをするってどうだろうね？」

　アルマはリディスにか呟つぶやいて、呆あきれたような顔で、ざぶざぶと足場の方へと戻っていく。

　リディスも上がるつもりでアルマのあとに続きながら、やっと事じ態たいを把は握あくした。

　今のは海の神様のケットが仕し掛かけたいたずらだったのだ。

　海の神様のケットがこんなことを出来るのなら、大地の神様のアルマや空の神様のシャルも同様の力があるんだろうか……などと考えていると、先に皆の足場になっている大きな平たい石へ辿り着いたアルマがその石に片かた手てをついて──芝しば居いがかった声で、言う。

「ああ！　何ということでしょうっ大波に続いて大だい動どう地ちが！」

　その言葉に、皆の足場になっている少し浮いた大きな石は、──そのまま縦になった。

　上にいる四人は急な滑すべり台に立たされたみたいになって、当然落ちていく。

「きっゃあぁぁぁああ!?」

　どっぱーん！

　全員が水に落ちると、盛せい大だいな水しぶきの中、石はまた元の状じよう態たいに戻っていった。

「……アルマって、そういう感じ？」

「え？」

　巻まき込まれなかったリディスが恐おそる恐る訊きくと、返ってきたのはすがすがしい笑え顔がお。

「──ぶはっ！」

　はじめに身を立て直したシャルが、ぎっとこちら──アルマを睨にらむ。

「ちょっとアルマ！　あんた何考えてんのよ!?　ティナまで巻まき込む普ふ通つうっ？」

　けへっ、けへっと咳き込んでから盛大に泣き声を上げ始めるシスティーナを示しめして怒ど鳴なる。

「別に死なそうってわけじゃないし。ティナは強い子だから大だい丈じよう夫ぶ」

「あんたね～」

　自信満々の顔で白々しく言うアルマにシャルは半ば呆れたようになって、それから、後ろで半泣きのレノアの顔を拭ぬぐっているケットに泣いているシスティーナを押し付けた。

　あやすのが苦手なことを自覚しているから──ではない。

　右手を高く掲かかげて、声を上げる。

「そっちがその気なら私だって遠えん慮りよなんてしないわよっ!?」

　逆さか巻まく風が急きゆう激げきに吹ふき起こる。

　それによって泉の中央に水の流れが巻き込まれ、竜たつ巻まきのような水が高く空に延のびていく。

（水……ケット？）

　また海の神様の力かと思ったが、ケットを見ると妹ふたりを宥なだめるので精せい一いつ杯ぱいだった。風の力に水を巻き込んで、シャルが一人でやっているらしい。

　足元の水位がやけに低くなった頃、水中で眠っていたはずの水すい翼よく鳥どりが迷めい惑わくそうに空へと羽ばたいていくのが見えた。

　この段だん階かいでは、既すでにリディスも次になにが起こるのかは分かるようになっていた。

　覚かく悟ごを決めて、息を吸すう。

　ざぁぁぁと渦うずを巻いて迫せまる水の壁かべに逃にげ切ることも適かなわず──リディスはアルマともどもその竜巻に巻き込まれ、高いところへ昇って落ちた。




「あー、楽しかった」

　散々みんなで遊んだあと、揃ってくたくたになりながら岸へと上がる。

　神様のものと思おぼしき力での激はげしい遣やり取りに巻き込まれて、泣きたくなっていたのは比ひ較かく的はじめのうちだけで、途と中ちゆうからはもうなにが楽しいのか分からないくらい、みんなでけらけら笑いながら水遊びに興きようじていた。

「もう……みんなびしょびしょね」

　言いながらシャルが水の滴したたる白い服をばさりと脱ぬいでぎゅっと絞しぼると、水道のように水が流れ落ちた。

「ノアもー」

　レノアがそれに倣ならって服を脱ごうとして、頭でつかえてじたばたする。ケットが笑いながら手伝って頭から服を抜く。リディスはなんとなくそちらから目を逸そらして、アルマの方に視し線せんをうつす。システィーナのずぶ濡ぬれの服を脱がそうとしていたアルマと視線が合った。

「？　ティナの、リディがやってあげる？」

「……いいよ、やってあげて」

　答えて、そのままアルマとシスティーナの黒い濡れ頭をぼんやり眺ながめる。

　どことなく気まずいのは、この場でどうやら自分だけらしい。

　アルマが服を絞っている間にシスティーナが覚えたてのはいはいで余よ所そに行こうとするのをアルマは器用に足で留とどめ、システィーナの不服を買って、あううと唸うなられている。

　そういえば、と思う。

（こちらの世界では、ぼくら本物の身体からだじゃないのに……服まで脱げるんだ）

　そんなことに一々驚おどろいてみて、リディスは自分も寝ね間ま着きのシャツとズボンを脱いで簡かん単たんに絞ると湿しめったそれにまた袖そでを通した。

　と。

「──いいんだってば！」

「なにがいいのよ、風か邪ぜひくでしょって言ってるのっ」

　なにやら唐とう突とつに騒さわがしくなるケットたちの方を見れば、後ろを向いたまま駆かけてきたケットがリディスにぶつかってきた。

「わ！……とっ」

　触ふれた身体から伝わるひやりとした水の感かん触しよく。そのすぐ下から湧わくあたたかな体温に、リディスはなんとなくぱっと手を引いた。

「ケット、平気？……どうしたの？」

　戸と惑まどったように、俯うつむきがちに目を逸そらしたまま、ケットもリディスから身を引いた。

「だ、だいじょうぶだから」

「なにが大丈夫よ」

　後ろから、リディス同様絞った服を着込んだシャルが腰こしに手を当てて言ってくる。

「どうしたの？」

　今度はシャルに訊きいた。

「ケットってば、ちまちま服の裾すそつまんで絞ってるから、そんなんじゃ変わらないから脱いで一気にやっちゃいなさいよって言ったのに、聞きゃしないんだもの」

「──だってさ、なんでそうしないの？」

　リディスが問えば、ケットは視線を泳がせる。

「な……なんでって……」

　その様子に、リディスは（あれ？）と思う。

　ケットの朱しゆのさす顔がうつったかのように、自分の顔も熱をもつ。先ほど感じた居い心地ごこちの悪さの正体が、ちょっと分かった気がした。

　そんなリディスをさておいて、ケットはシャルに向き直って怒ど鳴なる。

「そんなに濡れてないから平気なんだってば！」

「あからさまな噓つくんじゃないわよ！　今だって裾から水が滴ってるじゃない」

「そ、そんなのきっと気のせいだものっ」

　言い合いをしながらまた追いかけっこを始めて遠ざかるふたりの様子をしばし見やって──リディスはふと思いついて、アルマを振り返る。

「ケットって水の神様なら、濡らすのと反対に自分で乾かわかせないのかな？」

「水の、じゃなくて海の神だよ」アルマは指し摘てきしてから、頷うなずく。「うん、乾かせるかもね」

「……言ってあげれば？」

　リディスの言葉に、アルマは肩かたをすくめた。

「もう遅おそいよ」

　背はい後ごから聞こえる、甲かん高だかいケットの悲鳴と勝ち誇ほこったようなシャルの笑い声。

　差し出されたシスティーナをアルマから受け取りながら、リディスは納なつ得とくする。

　その後もきゃあきゃあとやかましい背後を振り向けないまま、リディスは自分の服を脱いで絞っているアルマに問いかける。

「……ぼくたち、ここにこっそり来ているって前に聞いた気がするんだけど」

「今もそのはずだよ。……まあ、少なくとも僕は」

　服返してよ!!　と叫さけぶケットの声が、夜空中に響ひびいて溶とけた。




　　　　＋　＋　＋




　オルフィナ・フェイジョア・ルフィニアという娘むすめはシスルーン王家に名を連ねることになったその時に、ルフィニアという養い親の家の名を冠かんしたままでいることを選んだ。

　オルフィナ・フェイジョア・ルフィニア・シスルーン。

　その長い名前は、王家に嫁とついでもルフィニアの娘であることは失わない気持ちの表れだったといえる。

　当の家名主のルフィニア侯こう爵しやく、ボルヴィック・セイラ・ルフィニアは素す直なおに姓せいを転じることを推すい奨しようしてもくれたが、それはなんだか嫌いやだったのだ。ものを知らないとさんざディオンに言われていても、自分なりにいろいろなことを習得して生きてきたつもりだった。

　ルフィニアの家で育てられているあいだも、侯家を継つぐことになった場合の教育は、一いち応おうちゃんと、受けて育っていたのだ。

『もしかしたら、万が一のことではあっても……オルフィナ、いつか娘の君にすべてを託たくす日が来るかもしれないからね』

　そう言って苦く笑しようする少し老ふけた顔の養父の望みくらいは、ちゃんと読み取っていたつもりだ。真意かどうかは分からなくても、そうだと思うものを感じることは、オルフィナにも出来た。

　──こんな役目は要いらないだとか、王子のもとにいるだけでいいと言うのなら、強きよう制せいなんてしはせんよ──と告げる言葉のその裏うらには、跡あと取とりのないルフィニア侯爵家の先行きに対する不安があるのだろうと。

　それでも、変に生き真ま面じ目めなルフィニア侯は王子に託された子どもであるオルフィナ以外に養子を取ることはせず、そのうえ、自代で侯爵の称号を返へん還かんすることを受け容いれるほどの潔いさぎよさまで持ち得ていたから。オルフィナがディオンの妃きさきに上がると決まったときにも自分のことのようにただ喜んでくれて、家のことなど砂すな粒つぶほどにも出さずに祝ってくれた。そんなだから、なおのこと余よ計けいにオルフィナは名を残すことにこだわった。

『もとより君は王子からの預あずかりもの。王子の元へと戻もどるというのに、要らないものを残すことはないだろう』

　ルフィニア侯ときたら、そんなことを真顔で言うのだ。

　オルフィナが養子に来て、まったく期待したことがないはずないのに。

　オルフィナが──或あるいはオルフィナが見つけた王子でない身分の伴はん侶りよの誰かが──ルフィニア侯爵の冠を継ぎ、跡目を負って立つことを。

　はじめは碌ろくに懐なつかなくて、暮くらしに慣なれたら我わが儘まま放題。そんなオルフィナを手塩に掛けて気を掛けて育ててくれて。大事に大事にされておきながら……この上の更さらなる身勝手をあっさり認みとめられるのは、誰よりオルフィナ自身が許ゆるせなかったのだ。

　だから、またその上に我儘を重ねて積んだ。







「──ユースフィルと王都との道の整せい備びはどれくらい進んでいる？」

　靴くつ音おとを立てて早足で王おう城じようの回かい廊ろうを進むルフィニア侯の問いかけに、並ならんで歩く青年が答える。

「あらかたの素地は済すんだ感じになります。もう半年もすれば終わるかと」

「……じゃあ、秋の上じよう納のうにはぎりぎり間に合うかな……王子はこの件けんは？」

「確かく認にん済ずみです。あとは税ぜい率りつの上げ幅はばをどう設せつ定ていするか話し合いたいと……」

「道が成れば上納も楽になるから是ぜ非ひに、ということでユースフィル側の希望に応おうじたわけだし、無茶にならない程てい度どなら彼らも問題なく吞のむだろう。……まあ自領のことだから、あまり重いものにはしたくないとも思っているけれど」

「ですね……まあ王子も、その意見であらかた同意をくれると思います」

「さて、どうかな……」

　と、そこで話していたふたりは目的地に辿たどり着き、会話を中ちゆう断だんした。

　こつこつと扉とびらをノックする。

「どうぞ」

　と返ってくるのはしわがれた声。ふたりが扉を開けて中に入ると、軽く頭を下げてくるのは片かた眼鏡めがねの老紳しん士し──執しつ事じのエクレッタだ。その傍かたわらの机つくえの前に腰こし掛かけて、手元の書類に夢む中ちゆうになっているのがこの部屋の主、ディオン王子だ。

　俯うつむいたその真ま面じ目めな顔に、自分も気を引き締しめなくてはと思っても……自然と顔はゆるんでしまう。オルフィナのそんな様子に、慣なれたものというように老紳士は見て見ぬ振りをしてくれた。それでも意い識しきして顔を引き締めて、ディオンに声をかける。

「王子、ユースフィルの件で参りましたけれど」

〝ルフィニア侯〟としてオルフィナ──といっても現侯爵の引いん退たいがまだなので、正式には代理扱あつかいになるのだが──が掛けた言葉に、ディオンはぱっと顔を上げた。

　互たがいに公こう務むの場面なのでいつものように抱だきついたりは出来ないけれど、目が合った瞬しゆん間かんには思わずふわりと笑い合う。

　横からこほんと咳せき払ばらい。青年のさりげない注意にふたりは慌ててまた顔を引き締める。

「フィナ……じゃない〝ルフィニア侯〟。急に呼び出して悪いね。ユースフィルの件をどうするか、早く決定してくれと下の方に急せかされているもので」

　それにオルフィナは、はい、と頷いて返す。

「──のようなので、こちらで一通り纏まとめた書類をつくって来ました。問題がなければ、このまま王子にご承しよう認にんいただいて、締てい結けつということに運べればと思いますが」

「助かるな。見せてもらおう──」
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「んんーっ……」

　陽光の下で、身体を思い切り伸ばすと、かたまっていた節々がべきべきと鳴った。

　そんなディオンにオルフィナが「お疲つかれだね」と笑う。仕事の合間にもらえた小休止に出て来た中庭のテラス。オルフィナに椅い子すを勧すすめられ、ディオンは素す直なおに従したがった。

　後ろから首に巻きついたオルフィナが、ふっと溜ため息いきのような吐と息いきを漏もらして来た。

「？　どうした」

「王様と王后様になかなか三人目が出来なかったわけが近頃やっと分かったなと思って。

　ディーだってもともと忙いそがしそうだったのに、成人してお仕事始めたらそれ以上だもんね。最近はもう、本当に朝から晩までって感じで」

「はあ……？」

　何が言いたいのかが分からず、曖あい昧まいに返す。だからさ、とオルフィナは続ける。

「──忙し過ぎてつくる暇ひまがなかったんだ」

　ぴしり、とディオンはオルフィナの額ひたいを弾はじいた。いきなり何を言うんだこの妃きさきは。

「いたっ」

「そういうことを口にするなっつーの」

「ええ～。だって本当のことじゃない？」

　いまディーの妹いもうと姫ひめ様さまが……と指折り数えて、ほら、と笑う。

「出来た頃に成人されてるもの。だから忙しくて三人目に続かなかったんだ」

　ね？　と笑うオルフィナに。ディオンはとりあえず無言でもう一度ぴしりとやった。

　それから後ろにいたオルフィナの身体からだを引いて、自分の前へと抱だきこんだ。

「この世間知らず。他ほかでそういうことは公言するなよ」

「……すぐそうやって、子ども扱あつかいする」

　足の上に横よこ座ずわりになったオルフィナは額を押さえてそう言うと、ふてくされたようにディオンに腕を回してしがみつき、顔を埋うずめて隠かくしてしまう。

「子ども扱いっていうか、世間知らずって話だけれどな。──フィナ」

　頤おとがいをさらって、ついと顔を上げさせる。

「俯くなよ。折角だから顔を見ていたい」

「ん……」と頷うなずいてから、オルフィナはきょろりと辺りを見回して、「ぼくも」と続ける。

　そのまま、頰ほおに触ふれていたディオンの手がオルフィナの耳の辺りに移い動どうすると、オルフィナがそっと目を閉とじる。

　と。

「あ、かあさまだー！」

「あれ。珍めずらしい、父上も一いつ緒しよだ」

　聞こえてきたレノアとリディスの声に、オルフィナはぱちりと目を開けた。それでもディオンはそのまま唇くちびるを重ねたが。

「とうさまと、かあさまはいっつも仲良しね」

「でもぼくらにまで見せ付けなくてもいいと思うってエリルも言ってたよ……慣なれてるから気にしないけれどさ」

　案の定子どもたちに揶や揄ゆをされ、ほら見ろとでも言うようにオルフィナがちろりと睨にらんできたが、ディオンは気づかない振ふりをした。

「折角時間がとれたときに仲良くしたいと思うのは当然だろう。ほら、お前たちもおいで。一緒に仲良くしよう」

　空いた方の手で手招きすると、レノアはすぐに、リディスはちょっと躊躇ためらってから、ふたりは両親の腕の中へと入ってきた。




　短い団だん欒らんの時間はすぐに終わって、四人で揃そろって城じよう内ないに向かって戻もどっていると──ディオンの少し前を手を繫つないで歩いていたオルフィナとレノアの会話がディオンの耳に届とどいた。

「──じゃあさ、かあさま、何で赤ちゃんはお腹なかになるのー？」

「え？　ああ。レノア、ひとの子どもはね、なるとは言わないの」

「ならないの？　何で赤ちゃんはお腹なの？」

「ちゃあんと理由があるのよ。これ、母様も初めはすっごいびっくりしたのだけれど。

　だってね──母様に教えてくれたのはディ……父様だったのだけれど。結けつ婚こんした日の夜に、いつもみたいに仲良くしていたら、父様ってばいきなり変なことを──」

　待たんかい。

　ぺしん、と思わずオルフィナの頭をはたく。

「った。……何するの？」

　立ち止まって屈かがみ込み、レノアに解説しようとしていたオルフィナは、ディオンを振り仰あおぎ不平を述のべた。

「何するの、はこっちの台詞せりふだ。こんなところで一体何を言うつもりなんだお前は」

　半はん眼がんになって言ってやれば、きょとんと目を丸くする。

「なにって……。ぼ…私だって、別に今ここで全部説明するつもりじゃないよ」

　どうだか、と溜ため息いきをつく。

「ともかく。そのうち教きよう師しが教えるだろうし──自分で教えたいならそれも構かまわないが──少なくともこんな庭のど真ん中だとかでは、頼たのむから止やめてくれ」

　そんなつもりじゃないって言ってるのに、とぶつぶつ呟つぶやいて立ち上がるオルフィナに、ディオンはようやく苦く笑しようする。宙ちゆうぶらりんになった問いかけの答より、ひらひら飛んできた蝶ちように意い識しきを取られて、レノアはリディスとそれを追いかけ始める。

「知らないままなのはあんまりだと思うか？」

　子どもたちの意識が別のところに行ったのを見やってから、ディオンは言った。

「……どうだろうね。そりゃあぼくは凄すごいびっくりしたわけだけれど……それだけと言えばそれだけだし」

　考え込むようなことでもないのに、うーんと唸うなって考え込むのに、ディオンは苦笑する。

　きゃいきゃいと戯たわむれながら走り出した子どもたちの後を追うように、ふたり並ならんでまた歩き出しながら、オルフィナは思いついたように「ああでも」と言う。

「──知らないままというのも悪いばかりじゃないよね」

　そろそろ休きゆう憩けい時間も過すぎてしまうかなと懐ふところの時計を見ていたディオンは、その照れの混まじった声の変化に、首を傾かしげて顔を上げる。

「？」

「だってたとえば……ディーがとても優やさしいことが、改めて分かれたもの」

　嬉うれしそうに微笑ほほえんで、ことりと振られたその言葉に、ディオンは執しつ事じに叱しかられることを覚かく悟ごする。

　不覚にも──傍はた目めに分かるほど赤くしてしまったこの顔が醒さめるまでは。

　まさか執しつ務む室しつへは戻れない。
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　誰だれもが眠ねむる夜よ更ふけ過ぎ。リディスはそうっと寝しん台だいを抜ぬけ出した。

　起きてこの部屋にいるのは自分ひとりだけではない。ケットとふたりだ。

「静かにね、見つからないようそっとだよ」

　子ども部屋から続く大おお窓まどを、錠じようも金具も鳴らさぬように静かに開く。

　チャ……

　微かすかに響ひびいたその音にさえ、ふたりはびくりと肩かたをすくませた。

　後ろを振り向いて、乳う母ばと妹ふたりが目を醒さましていないか確かく認にんする。大丈夫なことを確認すると、安あん堵どの息をついて、バルコニーへと移い動どうした。

　ケットの力で『移動』をする際に身体からだに満ちる白い光のせいで、以前、眠っている妹を起こしかけたことがあったから、それ以来わざわざ部屋の外に場所を移うつすことにしているのだが廊ろう下かにしてもバルコニーにしても、きちんと人目を避さけるのは、なかなか骨ほねだった。

　三階のバルコニーの手すりから、見つからないようリディスが──夜よる闇やみの中でケットのひらひらの白い服は目立ち過ぎるのだ──そっと下を窺うかがう。巡じゆん回かいする警けい備びのたいまつが、ぽつぽつと見える。とくにこちらに気がついたような変化はない。

　リディスは頭を低くしたケットを振り向いて囁ささやく。

「大丈夫そうだよ」

「うん、じゃあ行こう」

　差し出されたケットの手を握にぎる。

　繫つないだ手を中心に、ぽうっと白い光が見えて──




「──着いたよ」

　瞬まばたきする間に、森の端はしへと移動していた。

　すうっ……

　移動の名残なごりの光が自分の身体とケットの身体から淡あわく立ち昇のぼってやがて消える。

　何度経けい験けんしても、自分から光が抜けていく様子は不思議な感じだ。

　シスルーンの裏庭。ここはその最さい果はて。

　庭と呼ばれてはいても、その範はん疇ちゆうに収おさめてしまうのは乱らん暴ぼうなほどに広い。城しろを少し離れると、あとは森も同然だ。滅めつ多たなことでは人も来ないような樹じゆ海かいの深み、その行き止まりとなる城じよう壁へきもないようなこの場所が敷しき地ちの終わりになっているのは、ここから先に何もないからだ。

　崖がけの端はしから下の方を覗のぞいて見れば奈な落らくのように底は見えないし、先を見ても──リディスはこうして夜にしか来たことがないけれど、たぶん昼に来ても同じように──何も見えない。対岸どころか、物もの影かげさえ何ひとつないのだ。当然侵しん入にゆう者しやなどあるはずもない。

　だから王宮を守る城壁は半円を描えがくように王宮表側だけにあって事足りる。ついでに言えば、この崖については冗じよう談だんみたいに『世界の果て』とまで呼ばれている。

　右を見ても左を見ても絶ぜつ壁ぺきとしかいえない切り立った崖の延のびた、世界の境きよう界かい。

　大陸全土の外側はこうした崖でぐるりと囲まれているそうだ。もちろんリディスはそれを見て回ったわけではないけれど、この崖を辿っていけば一周してまたここに戻ってくるというのは本当だろうなと思えるような雰ふん囲い気きは確かにあった。

　大陸には大小の幾いくつもの都が存在するが、最大の都であるこの王都は大陸の南東端に位置しており、なかでも中心となるこの王宮は、王都の最さい奥おうに城しろを構えて街を見下ろしている。その王宮の裏手の行き止まり、ここは、本当の意味で大陸の端だった。

　リディスが遠くの方角に顔を向ければ、今先までいたはずの王城の背中が小さく見える。反対を向けば──『世界の果て』の境界線上に、まるで何かの目印のようにそびえ立つ、とても大きな一本の樹き。

　大たい樹じゆ──というだけではどうかと言うほど大きなその樹は、たぶん大人が十人手を広げてもまだ一周には届かないだろう幹みきの太さで、子どものリディスにはまるで壁だった。

　丈たけも辺りの木々よりずっと高くて、下から見ると、空に届いていそうな気さえする。崖がけの淵ふちに立ったその樹は、もともと崖のぎりぎりのところに植えられたらしくて、ここまで育った今となっては、その半身くらいは崖から溢あふれて育っている。

　丈夫な根に支ささえられてびくともしない樹は、大陸から溢れた幹の下方を見ると、行き場もなく長く伸のびた幾いく筋すじもの根が、どこまでも続いているようにぶら下がっているのだった。

「ここに来るの、久ひさしぶりだよね」

「そうね、ひと月ぶりくらい？……本当はもっとたくさん来たいんだけど。シャルとアルマにも内緒で来てるから、むずかしくて」

　ふたりとも夜更かしなんだもの、とケットは吐と息いき混まじりに零こぼす。

　リディスは、ふと思いついて言う。

「そういえばシャルとかアルマがこっちにばらばらに来たことって今までないよね？　それとも、ぼくが知らないだけかな？」

「たぶんひとりでもこちらに来られるっていうこと知らないのよ。──わたしたちは物心つくよりずっと前から、リディたちの世界に来られるようにはなっていたけれど、それっていつも三人揃そろってのことだったのね？　だからそのまま、そういうものだと思い込んでいるんだと思う。……わたしだって、リディのことがなければひとりでこっちに来てみようなんて、きっと思いも寄らなかったもの」

「ふうん？……あ、じゃあさ、こっちに来ることだけ言っちゃえば？」

　こうしてふたりで会っていることは、リディスとケットだけの秘ひ密みつなのだ。リディスの言葉にケットは大おお仰ぎように嘆たん息そくしてみせる。

「言ったら、結局みんなで来ることになるに決まっているじゃない。……わたしはリディとふたりだけで会いたいのに」

　頰ほおを膨ふくらますケットに、それもそうかとリディスは納なつ得とくする。

「内緒で会うなら、いまくらいが精せい一いつ杯ぱいなんだね、ぼくら」

「でも、わたしはそういうのもいやじゃないよ。シャルたちとはたくさん来ているし。こうやってちょっと頑がん張ばって会う方が、秘密っぽくてどきどきするもの」

　ふふ、と笑うのに、リディスもくすぐったくなって笑う。

「ぼくとケットが恋人同士だってこと知ったら、きっとシャルたちびっくりするよね」

「ね」

　いたずらを楽しむように、お揃いの青い瞳ひとみでくすくす笑う。

　それから、ふたりは手を繫いだままそびえる大樹に近づいた。星の光に照らされただけの幹は黒っぽい色に見えた。

　リディスとケットは木き肌はだに触ふれる。

　ひやりとした樹木の感かん触しよく。それが、掌てのひらの感触に応こたえるように淡あわく黄き金ん色の光を発し始めて、あたたかな熱をみせる。そして指先にかすかに感じる、一定のリズム。

　体温と、鼓こ動どう。

　横で同じようにしていたケットが、微笑ほほえんでリディスを向いた。

「順調ね」

「早く会いたいな……まだ出てこないの？」

　リディスの言葉に、ケットは笑う。

「リディってば、それ前も言ったわ。まだ、まだまだよ。十年とかは普ふ通つうにかかるってば」

「そんなに閉とじこもっていて、退たい屈くつじゃないの？」

　この樹の中には、子どもがいるのだ。

　リディスの知ち識しきでは、子どもは母親がお腹なかで育てて産むものだったが、いま触れた先にいる子どもはこうして樹の中に生まれた。ケットがそうなるようにしたのだ。

　ケットは女神様だから、そういうこちらが不思議に思うようなことをいつだってしてみせるから、そのことに特別驚おどろきはしなかった。けれどもリディスが子どもと会えるまでにまだ十年以上かかるというのにはさすがに驚いて、目を丸くした。

　ケットは仕方ないなというような顔をする。

「リディ、勘かん違ちがいしていない？　この中にいるのは、まだ生まれてもいない子どもよ？」

「？　だって、ぼくとケットとの子どもが、もうこの中にいるんでしょう？」

　ふたりで創つくった大切なものが、この手の先にいるのだ。半年ほど前に、誰にも秘密で創ったケットとリディスの子どもが。

　リディスの問いに、ケットは、うーんと視し線せんを宙にやって言う。

「たとえば──植物だとしたら種を蒔まいて花が咲さくのを待っているのじゃなくて、その前の段階なの」

「前？」

「そ、種を創っている段階かな。花が咲くのも、芽が出るのも、もっとずうっと後のこと」

「じゃあ……いまのこの子は？」

　ここにいてあたたかいのに、まだ命ですらないなんて、なんだか納得いかない。

「種のもと、かな……まだまだものを考えたり動いたりはしないはずだもの」

「……お腹なかの中の赤ちゃんと一緒ってこと？」

「ああそうね。ちょっと違ちがうけれど……リディにはその方が分かりやすいかも」

　頷うなずくケットに、リディスは「でも…」と思ったことを告げる。

　昨年末に産まれた妹のシスティーナは、母に新しい家族が出来ると聞かされてから一年も経たずに会うことが出来たのにと告げると、ケットは「人間のやり方とは違うから、これでも早く会えるようにした方なのよ」と少し困こまった顔をしてみせて、説明に戻もどる。

「──だから、まだまだ自分で栄養も摂とれないし、身体からだ全部を守ってあげないとだめなの」

「それが、この樹？」

「そ。人間なら、お母さんのお腹の代わりね。──この樹の下にはとてもとても大切なものが埋うまっているのよ」

　ケットが愛いとおしそうに木肌を撫なぜるのにリディスも倣ならって、不意に以前聞いたことを思い出す。そういえばケットは、この樹をはじめ『墓ぼ標ひよう』と呼よんだ。

「何があるの？」

「リディにも、とても縁えんの深いものよ」

　だからこの樹を選んだの、とケットは微わ笑らう。

「誰だれかの亡なくなった標しるしなんだっけ？」

　訊たずねたリディスに、ケットは目を丸くする。

「どうして？」

「ケットが、前に『墓標』って……」

「そんなこと言っちゃった？」気まずそうな顔をして、「……アストリア様の軀からだが、埋まっているのよね」と呟つぶやいて微び笑しようする。リディスがきょとんとして「誰のこと？」と問うと、ケットの知る神様のひとりなのだと告げられた。

　それがどうして、こんな神様もいない世界──と以前ケット自身が言っていた──に埋まってるのかも気になったが、リディスはもっと別のことを訊きく。

「……なんでぼくが、その神様と縁が深いの？」

　ケットは目を逸そらす。

「ごめんね。教えてあげたいけど、秘ひ密みつなの」







　第二章　まだ変わらない夢の日々。
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　空の雲から針はりのようにして落ちる水は、次々地に溜たまって流れ、降ふる雨と薄うす明あかりとを弾はじいてみせる。

　星降らぬ夜。厚あつい雲に覆おおわれた空は、存ぞん外がい明るく周囲を照らして夜雨を映うつしていた。

　さらさらと降り続く雨を硝子ガラス窓まど越ごしに見て、オルフィナはほうと溜ため息いきをつく。

「止やまないね……」

「なんだろうな。今いま更さら雨季返りでもないだろうに」

　返事を返しながらオルフィナのいる窓辺に寄よって、ディオンは後ろからオルフィナの肩かたを抱だいた。

　シスルーンでは春を挟はさんで年に二度、夏の始めと冬の終わりに雨季がある。といっても冬のそれは雪に変わることがほとんどなので、雨季と言えばたいていは夏の始めにくるものを指すのだが。

　夏も盛さかりを過すぎようかというこの季節に、日がな一日降る雨は珍めずらしい。

　ついでに言えばシスルーンの季節の変わり目には、必ず強い風が数日にわたって吹ふく。前の季節を押おし流し、次の季節を呼ぶその風は、綾あや風かぜと呼よばれ、年に四度訪おとずれるのだ。

「……明日もこのまま降るかなあ」

　オルフィナは触ふれたディオンから伝わる熱にか、薄うすく息をつき、こちらに凭もたれてまた雨に目線を流す。雫しずくの伝う窓の中には、歪ゆがんだふたりの姿すがたがいくつも見える。

「雨は好きじゃない、か？」

　漏もらすような呟つぶやきにディオンがそう問い掛かければ、オルフィナは首を横に振ふった。

「外に出られなくなるのが残念だけれど、嫌きらいではないよ。

　今日なんかは却かえって、この雨に感かん謝しやもしているし」

　ふふ、と見上げて微笑ほほえまれて、それもそうだとディオンも微わ笑らう。

　少し遠方の伯はく爵しやくのもとへ向かう用よう件けんが、この雨のおかげで延えん期きになった。代わりに入る用事も何な故ぜだか今日に限かぎってあまりなく──夕方過すぎには手て隙すきになれた。

　おかげで久ひさ方かたぶりに家族揃そろっての食事が出来て、子どもたちが寝ね付つくまでそばで本を読んだりもしてあげられたのだ。そうしていまは、こうしてゆるりとした時間に浸ひたっていられるのだから、なるほどこの雨には感謝もしよう。

　ディオン以上にオルフィナは上じよう機き嫌げんで、話したかったのだろうあれこれを、腕うでの中に納おさまって笑いながら、次々聞かせてくれる。




「でね、リディスってば──」

　ディオンは言葉に耳を傾かたむけながら、繫つないだ手を取り上げてオルフィナの手の甲こうを自身の頰ほおに当てて、目を閉とじた。

　ディオンとオルフィナがふたりでいられる時に、常つねに身体からだのどこかしらを触れ合わせているのは、別に周囲に砂すなを吐はかせたいからではない。会えない遠くの子どもたちを少しでも感じていたいからだった。

　こうしてふたりきりでいられるときには尚なおのこと、多重の意味で拍はく車しやが掛かってしまうのは詮せん無ないことだ──とディオンは胸きよう中ちゆうで一人、言い訳わけをする。

　眠ねむる遠くの三つ子たちは穏おだやかで、こちらも自然と胸むねが凪なぐ。

　顔を、姿を。

　見て触れたいと思うことが皆かい無むなわけではないけれど……

　目を開けて、それと引き換かえにしてまで守りたかった相手を見る。

　結けつ婚こんしてからもう幾いく年としもが過ぎたというのに、彼女はいまだに、あの頃ころのままだ。

　話し方も、笑い方も、姿まで。まったく変わっていない。

　リディスもレノアも、産まれたばかりのシスティーナでさえオルフィナそっくりだから、きっと向こうの子どもたちもこんな顔なのだろう。

　じっと顔を見つめるディオンに、オルフィナは不思議そうな顔になる。

「ディー？」

　どうしたのと振られた言葉に、笑って返す。

「結婚した頃から、全然変わらないなと思って」

「悪かったね、成長しなくて」

「怒おこるなよ。悪いなんて言ってないだろう」軽くいなして、ふとした疑ぎ問もんを浮かべた。「もしかして、お前もうこれ以上育たないのか？」

　元女め神がみという立場なら、そんな特とく殊しゆな成長もありうるだろうかと思いついてのディオンの問いに、オルフィナはまさか、と首を横に振った。

「そんなはずない……と思うんだけど。既すでにこの身は人間そのものだし」

　過去に人間になってみた経験なんてないから、正せい確かくには知らないけれどねと言われて、ディオンはふうんと頷うなずいた。

「てことは、その童顔は生せい来らいのものってことか」

　童顔？……と不満げに顔に手を当てるオルフィナに慌あわてて手を振る。

「いやまあ……老ふけ顔だとかより全然いいだろう。いつまでも若わかくて綺き麗れいな妃きさきですねって言われるのは俺も悪い気分じゃないしな」

　そんなフォローに、オルフィナは少し躊躇ためらって訊きいてきた。

「……それって、この先老けたら嬉うれしくないなってこと？」

　ディオンはそれに苦く笑しようする。

「俺がくたくたの爺じじいになったら嫌いやになるか？」

「ぼくが？　まさか」

　有り得ないというその予想通りの返答に、ディオンはそれでも満足して笑う。

「おんなじことだよ──」




「──姿が変わっても変わらなくても、俺の一番はずっとフィナだから」

　そんなことをなんでもなくさらりと言われて、オルフィナは少し頰を染そめた。

　聞きなれた常じよう套とう句くなのに耳に馴な染じんでしまうことはなく、いつになっても気き恥はずかしくて、聞くたびに嬉しくなれる。それがまた少し悔くやしくて。

「…………」

「？　フィナ」

「……ディーの馬ば鹿か」

「は？　なんだよいきなり」

　いきなり不満を述のべられる理由が分からないという様子で顔をしかめるディオンに、オルフィナは膨ふくれた顔のまま抱だきついて言った。

「本当にもう……大好きだよ。どうしてくれるの」

　告げるオルフィナを抱き返して、ディオンは優やさしい声で言う。

「ずうっと、傍そばにいる」

「……うん」

　何度でも繰くり返される約束に寄よりかかりたくて目を伏ふせる。

（ずっと、なんて……すぐに終わりが来るけれど）

　人間の命はすぐ向こうに果てがあって。とてもとても短いけれど。

　それでも、そんな短い人の一生分。その残りくらいは。

　せめてこうして。

「死ぬまで、こうして一いつ緒しよにいてね」

　そんな哀あい願がんのような言葉の響ひびきに、ディオンは苦笑気味に言う。

「それくらいは誓ちかってやるけれどさ。──だからって、縁えん起ぎでもないぞ」

「ごめん……」

　詫わびるのは、不ふ穏おんな話を持ち出したことにではない。この内心の不安を、敢あえて説明しないことに対してだった。そんな部分まで悟さとらせる必要はないだろうと。

　けれども程てい度どを見せた謝しや罪ざいをすれば、それでもディオンは悟ってみせた。

「謝あやまるなよ。見える部分も見せない部分も全部ひっくるめて、俺はお前が大事なんだから。初めから全部どんなことでも赦ゆるすし、何があっても翻ひるがえさない自信があるぞ。

　──だから謝るなよ。悪いことは全部、折半して俺も負ってる」

「でも……」

　見み透すかされて、オルフィナは俯うつむいた。枷かせを積むばかりの自分が赦されることこそ申し訳わけなくて堪たまらなかった。嘆たん息そくが漏もれた。

　甘あまえるばかりになりたくないのにディオンときたら──誰よりオルフィナを甘やかす天才なのだから。

「ごめんくらいは言わせて貰もらわないと、ぼくはディーに申し訳が立たないんだ」

　そう告げれば、ふてくされた顔になったディオンがオルフィナの手を引いた。

「お前なあ、いい加か減げんにしろって」

「だって！　って……んん」

　ふたりでいる時にディオンがオルフィナの口を塞ふさぐ手しゆ段だんは、結けつ婚こんしてからは問答無用でワンパターンになった。

　重ねられたそれに互たがいが無言になって、そのままなんだか流れが変わってしまう。

（問題なのは）

　とオルフィナは密ひそかに思う。

　それに怒いかりを覚えるどころか、逆ぎやくに嬉しくなってしまうところにあるのだろう──と、そんなことをぼんやり思えば、上の空を察したディオンがいたずらを仕し掛かけてきて意い識しきは引き戻もどされる。




　……つまりは結局。

　これが、倖しあわせということなのだ。




　　　　＋　＋　＋




　ちりちりと黄金色の虫が鳴いて過すぎる。追う鳥と目が合って、シャルはにっこりと笑って返した。

「いい風ね──」

　空の雲間をぐいぐい縫ぬって走る背せに横よこ座ずわりになったまま声を掛かける。風に流れてしまうかと思ったが、瞳ひとみだけをこちらに向けて笑ってくれたので、声は届とどいていたようだ。

「クロノス、昇のぼって！」

　黒くろ蜥蜴とかげ色いろのドラゴンは、その声を聞いて飛ぶ体たい軀くを縦たてにする。

　速度をさらに上げてぐんぐん上じよう昇しようすれば、背に乗ったシャルは慣なれたもので、首に腕うでを回すようにして、なびく髪かみを風に梳すかれる快こころよさにはしゃいで笑う。

　深い積雪みたいな雲が遥はるか下方に広がる頃ころには、ひときわ大きな雲に乗った建物が近づいてきた。

　空の城しろだ。

　白い雲よりなお白く、広い壁へき面めんは空を映うつして水色と錯さつ覚かくしそうになるような眩まぶしさだ。羽ばたくクロノスはさらに空を昇り、いったん城を越こえてその上空を旋せん回かいする。

　四角いつくりの城の内側、中庭を見下ろせば、造ぞう形けいの素す晴ばらしい雲のオブジェが幾いくつも見えた。それに、シャルが呆あきれの溜ため息いきをつく。

「まーたほとんど入れ替かわってる。いったい誰が、いつ作っているのかしらね？　一度でいいから姿すがたを見てやりたいわ。……別に見つけても怒おこりゃしないのに」
















　空の城にはさまざまな生き物が出入りする。虹にじの造つくり部べの寝ね床どこがあれば、天てん候こうを司つかさどる神がいて、住み着く精せい霊れいも数多い。それでも、城の主あるじはただひとりだ。

　留る守すがちなその主は、世界の主たる三支し柱ちゆう──空と海と大地と──の一席に立つ、空を統すべる空神。

　──つまりはシャルのことだった。




　しばしの旋回を終え、やがてクロノスはお城の四方にそれぞれ高く伸のびている塔とうのひとつに着地した。

　お城のいちばん高みにある物もの見み塔。その塀へい縁べりに腰こし掛かけて、シャルはうきうきと笑う。

「冬の冷たい風も嫌いやではないけれど、こうして風の快い日が続く夏の季節は、やっぱり気持ちがいいわよね」

　シャルが腰掛けているのと同じ塀に、首から段だん差さのない滑なめらかなあごを凭もたれさせていたドラゴンが、遠くを眺ながめた視し線せんを戻もどして「んん？」と返す。

「おれなんかはこの鱗うろこの肌はだだから。気候の変化にあんまり影えい響きようを受けなくて……だからなんとも言えないなあ」

「あったかいとか寒いとか感じないの？」

「感じなくはないけれど気にはならない……かな。違ちがいがおれには分からない」

「ええー」

　シャルは何となく不満になる。暖あたたかいのに喜んだり、寒いのに愚ぐ痴ちを零こぼす感覚を、共有出来ないなんてつまらないと思った。

「でも」

「ん？」

　シャルが何を不満がっているのか分からないような顔をしながら、クロノスは続ける。

「夏の日に風を求めて空をはしる君らと並ならんだり、冬の日に三人で張はり付いて寒い寒いと温めあうのに混まぜてもらったりするのは、そう悪い気分じゃないよ」

　その言葉に、シャルはえへへと笑って、傍かたわらのクロノスに抱だきついて頰ほお擦ずりをする。首に伸ばした自分の両腕は短すぎて、とうてい抱きしめるには及およばない。

　夜の深い森を思わせるような鱗の肌は岩のような硬かたさをしているが、息いき遣づかいを感じさせるそのあたたかさにシャルは目を細めて、優やさしく撫なぜる。

「シャル、落っこちるよ」

　不安定な体たい勢せいをクロノスが指し摘てきするのに、シャルはふふんと言い返す。

「落ちたところで問題ないのだからいいでしょう？　私はこれでも空の王よ」

「王だと言うなら、折角誂あつらえてある玉ぎよく座ざにも、たまには腰掛けてみたらどう？　代替わりからこっち、数えるほども座ったことがないだろう？」

　苦く笑しようしながら言われた言葉に、「あら」と返す。

「だって……折せつ角かく空にいるのに建物の中に入ってしまってどうするのよ。玉座なんてどうせお飾かざりなんだから、鳥の巣にでも何にでもすればいいのよ」

　そんなところよりここが好きなの、とお気に入りの物見塔を示しめせばクロノスも、ふっと息を漏もらして微笑ほほえんだ。

「──そうだね」




　少しして、やや強い風に長い黒髪をなぶられる。ざあっと髪を抜ぬける風の快こころよさに、自然とあくびが漏れた。

　それを見て、クロノスは少しだけ視線を冷たくした。大きな緑の宝ほう石せきみたいな瞳を半はん眼がんにしてこちらを見やるのにシャルが首を傾かしげる間もなく、言う。

「寝ね不ぶ足そくかい？　だよね。昨夜も随ずい分ぶん遅おそくまで楽しんでいたみたいだし？」

　棘とげついたその言葉に、シャルはびくりと肩かたを跳はねさせる。

「……え？」

　なんのこと、と笑おうとしても、その眼まな差ざしに口角は引きつった。リディスたちと遊ぶためにこっそり寝しん所じよを抜け出す際さいには細心の注意を払はらったはずだったのに、どうやら今回もばれてしまっているらしい。

「…………なんで？」

　うまくやったと思っていたのに。

　シャルがおずおず問い掛ければ、クロノスは大おお仰ぎように溜ため息いきをついてみせた。

「それはおれの台詞せりふだよ。何でばれないと思うのかなあ……おれは君らの世話役で、いつだって君らのことしか考えていないんだよ？　寝所を抜け出せば気付くよ。遊びたいだけみたいだったから、目を瞑つむって戻もどるのを待っていたけれど」

　あまり心配かけないでよと吐と息いき混じりに告げられて、シャルは思わず言ってしまう。

「……うそつき」

「え？」

「……いつも考えているのは私たちのことじゃなくて母様のことじゃない。……母様にいちばん近いから、それで私たちを見ているだけだわ」

「何言ってるのさ。おれは」

「言い訳わけなんて聞きたくないわよ。アストリア、アストリアってクロノスの頭の中なんて、いつだってそれだけじゃない！」

「シャル！　怒おこるよ!?」

「怒れば？　ううん、怒ってよ。そうしたら〝アストリアの娘むすめ〟じゃない私も見てくれるなら……嫌きらってもいいから、本気で怒ってよ……っ」

　いろいろなことが哀かなしくなって瞳ひとみが濡ぬれる。シャルは両手で顔を覆おおって隠かくす。

「シャル……泣かないでよ。ごめんってば」

「……あっち向いて」

「え？」

「いいから、むこう向いて！　いいって言うまで振り返らないこと！」

「はいっ」

　命令されて、クロノスは条じよう件けん反はん射しや的に従したがった。

　シャルは浅くなっていた呼こ吸きゆうを深くして、目元を拭ぬぐう。

（こんな程てい度どで……）

　泣いてしまう自分が情なさけない──と苦笑できたところでクロノスを窺うかがうと、振り向きたいのを必死で自じ制せいするように、尾おっぽが落ち着きなくそわそわと揺ゆれていた。

　おかしくなってくすりと笑うと、尾っぽもぴくりと反はん応のうをする。

　暫しばらくにやにやとそんな反応を楽しんでいたら、心配そうな声で「シャル……？」と名前を呼よんできた。その色に、さすがに悪いことをしている気分になって「もういいわ」と命令をといた。

　クロノスは振り返った先のシャルが楽しげな様子を見せていることにほっとした顔をみせて、それからふてくされたように言う。

「シャル、後半遊んでいただろう。笑い声が聞こえていたよ」

「なら、振り返ればよかったじゃない」

「…………」

　つんと言ってやれば、呆あきれてしまうほど情けない顔になる。それがあまりに可愛かわいくて──とずっと年上の世話役に言うのもおかしいけれど──シャルはくすくす笑い出す。

「なんてね、意地悪言ったわ。ごめんなさい……さっきのははじめから、全部なかったことにして」

「そんなの──」

「別に不満なわけじゃないの。──なんて、さっきの今で言っても信じられないかもしれないけれど。──本当に」

　物心つく前からもうずっと、クロノスに聴きかされていた女め神がみの物語を思い出す。

　その物語はいつ聴いても心地ここちよくて、主人公の彼女はとてもとても魅み力りよく的で──それは語り手のクロノスがその女神様をそれだけ深く想おもっていることの証しよう左さだと気付くのに、さほど時間はかからなかった。その女神様が、一体どこの誰なのかはずっとずっと知りたかった。クロノスは創そう話わぶって惚とぼけていたけれど、そんなはずがないと確かく信しんしていた。

　だから、先日やっと教えてもらえたその女神様が、自分たちの母様だと知ったときには、さすがにびっくりしたけれど──同時にひどく納なつ得とくもした。

　それでクロノスは、こんなに私たちを大切にしてくれるのだと。

　そんなに想われる母様を羨うらやましいと思ったし、どうしてクロノスの傍そばにいてあげないんだろうと首を傾かしげたものだった。でも──

　シスルーンに暮らす、王子様とその妃きさきを思い出す。

「私はクロノスの傍にいられる今の立場が大好きだし。母様は母様で──やっぱり倖しあわせなんだものね」

　両親のことを知ったときに、母様がクロノスの傍にいない理由がやっと分かった。

　──もっともっと想ってくれるひとのもとで、負けないくらいに母様もそのひとを想って暮らしているからだったのだ。

　シャルの言葉にクロノスは苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔をして、それでも、「まあね……」と頷うなずいた。シャルは思わず笑ってしまう。

　クロノスは、シャルたちの父様をあまり好きではないのだ。

（あんなに仲なか睦むつまじいふたりでは、可哀かわい想そうだけれどクロノスの入る隙すきはないものね）

　苦く笑しよう混じりに同どう情じようしてしまう。

　それくらいに、あのふたり──父様と母様は倖せそうに暮らしていて、だから彼らに創つくられたことが本当に嬉うれしかった。

「でもシャル、君らが両親の姿すがたを見たいという気持ちは分かるけれど、だからと自分の世界からそうほいほいと出るものじゃないよ……両方の世界のためにも、君らのためにもだ」

　耳が腐くさるほど繰くり返し聞かされているそのお説教に、シャルはうんざり溜ため息いきをつく。

　──そんなの今いま更さらなのに。




　シャルたちが初めてあのシスルーンと呼ばれる国のある世界に行ったのは、本当に赤ん坊ぼうくらいに幼おさない頃ころだった。物心つくよりずっと前で、だから最初の記き憶おくもない。

　ケットとアルマと、そしてシャルと。三人揃そろって眠ねむりに就つくと、いつの間にか奇き妙みような場所にいて。その世界はちぐはぐで現げん実じつ味みがなくて。

　たとえば──自分たちの暮らす世界をおもちゃにしたらあんな感じだ、と思う。

　世界を構こう成せいするための主しゆ軸じくに欠ける感じのつくりなのだ。神々だとか精せい霊れいだとかが皆かい無むで、そのくせ代わりに世界を支ささえる何かも無い。世界自体も小さくて、大きな丸い大地の上で星々が周期に則のつとって廻まわるディルヴァロッヅの、その一部だけを模も造ぞうして虚こ空くうにぽつんと浮うかべたような世界があのシスルーンだ。季節は風が運んで、星が自ら昼夜を知らす。

　だから世界らしさが希き薄はくで、それでも、その世界はやけに魅力的だった。眠るたびに覗のぞけるその世界を、シャルたちはいつからか『夢ゆめの国』と呼んで、宝たから物ものみたいに親しんだ。

　シャルたちが『夢の国』に移い動どうして目指すものはいつだって決まっていた。

　そこには、一いつ対ついの、眩まぶしいくらいに綺き麗れいな人間がいるのだ。

　月の髪かみに空色の瞳ひとみの男のひとと、夜の髪に血色の瞳の女のひと。

　たくさんいる人間たちの中で、なぜだか視し線せんはそのふたりにばかり吸い寄よせられた。

　近づくことは出来なくとも、遠くから見み詰つめるだけで温かくて倖せな気持ちになれた。

　──まるで太陽みたいに。

　やがて、いつもそのふたりの傍にいる小さな子どもにならば、シャルたちも近づけることに気が付いた。

　その子の傍に姿を見せても、向こうがこちらをどう見ているのかが分からなくて。わざわざ同じ部屋にまで行ってみながら、言葉ひとつ交かわせない日が一年くらい続いた。

　ケットが唐とう突とつに不ふ文ぶん律りつを破やぶるまでだ。

　言葉を交わすことは普ふ通つうに出来た。そのことに泣きたいほど感動した。その時のケットの言葉も忘わすれられない。




『──やっぱり『夢の国』は本当だよ──』




　それは自分たち三人の、切実な胸むねのうちを表していたから。『夢の国』は本当なのだと確信できた、その嬉しさときたら──翌よく朝あさ目覚めたとき、そのことを改めて実感して、三人で笑いながら泣いてしまったことまで──いまだに憶おぼえている。




　その太陽みたいなふたりが、実は自分たちの両親なのだと知ったのは、本当に最近のことだ。

　きっかけはシスルーンの世界にシスティーナが産まれたことで、また新しい友達が出来てはしゃいでいたシャルたちは、ずっと秘ひ密みつにしてきた『夢の国』のことを、うっかりクロノスに話してしまったのだ。




『──夢の国？』

『そうだよ、そこでね、またひとり血色と空色の子どもが産まれたの』

『今度の子はアルマとお揃そろいね、黒い髪と血色の瞳』

『いいなあ、わたしもシャル以外にお揃いが欲ほしい……』

『何よ、私とお揃いじゃ嫌いやなの？』

『そういうんじゃないけど……どうせなら向こうにお揃いが欲しい』

『何言ってるんだよ。空色の太陽とおんなじ青い瞳で、血色の太陽とおんなじ黒髪じゃないか。ケットとシャルは太陽のふたり両方と、半分ずつお揃いなんだよ』

『あっ。そっか、そういえばそうだね……太陽たち両方とお揃いかぁ……えへへ』




　浮かれていた自分たちは、それでクロノスの顔色が変わったのに気付かなかった。

　クロノスの変化ならいちばん分かる自信のあるシャルでさえ、声を聞くまで気付かなかったのだから、そうとう浮かれていたのだと思う。

『夢の国』が夢などではなく異い世せ界かいと知っていて、なお干かん渉しようを続けていたことが知れて、物もの凄すごく叱しかられた。あんなに真しん剣けんに怒おこったクロノスを見たことは、たぶんそれまでなかった。

　けれどもそれも当然のことで──神は必然性せいもなく、軽々しく異世界に干渉してはいけないものなのだ。それは禁きん忌きと言っていい。

　たとえ世界の頂ちよう点てんにあるシャルたちでも遵じゆん守しゆすべき決まりごと。

　もちろん干渉しあうことが前ぜん提ていで創つくられた世界同士であればまた話は違ちがってくるが──今回はそんな特異な関係にある世界同士ではないし、シャルたちはそれを当然分かっていたのだから、いたずらと笑って済すませてもらえるようなことではない。下手をすれば、初めて干渉した段だん階かいで双そう世せ界かいが消えてしまっていたかもしれないような大事なのだ。

　もっとも、それを言うなら、初めは無む意い識しきだったシャルたちに責せき任にんがあるとは言えないが。──まあ理り解かいしてからも続けたことに関しては、やはり褒ほめられるはずがないのも事実だけれど。

　勿論シャルたちだって神の端はしくれだから、責任くらいは自覚しているし、そのことについて考えたことがないわけではない。

　けれども、それについて考える知識が出来た頃ころには、もう数え切れないほど行き来をしたあとだったから、今更危き機き感でもないだろうというのが正直なところで──つまり『きっとこれからも平気でしょ』という結けつ論ろんがとっくに出ていたのだった。

　叱るクロノスの前では神しん妙みようにしてみせていたところで、もう二度と『夢ゆめの国』に行かないだなんてシャルたちに考えられるはずがない。

　だからその後もこっそりと、覗のぞくこともリディスたちと遊ぶことも繰くり返した。

　寝しん所じよを抜ぬけ出す目的が『夢の国』行きだとばれてからは、しばらくクロノスも一々お説教をくれたけれど、そのうち呆あきれたのか、さほど煩うるさくは言わなくなった。

　たぶん、これだけ頻ひん々ぴんに行き来していても依い然ぜんとして世界が安定している事じ態たいに、多少は許きよ容ようしても構かまわないと判はん断だんしたのだろう。

　それでも禁忌には違いないから、身近な世話役のクロノスが筆頭になって窘たしなめてくるのは、当然といえば当然のことだったとはいえ、そのたび叱られるのが面おも白しろいはずもない。

　せっかくこちらがばれないように気を遣つかっているのだから、クロノスの方も見て見ぬ振ふりをするくらいはして欲ほしいと思う。

　そんな内心とは裏うら腹はらに、シャルは神しん妙みような顔をする。

「また勝手に向こうに行ったのは謝あやまるわ。でも……少しだけでも母様たちの顔を見たくなってしまったんだもの……」

　少しだけのつもりだったのよ、と俯うつむく。

　向こうに行って遠目に両親を見るばかりか、向こうの人間──リディスたち三人のことだ──と関かかわり合っているなどおくびにも出さない。知られたらどんな大目玉を食くらうか、想像しただけでもうんざりする。

　変に反はん抗こうして迂う闊かつなこと──たとえばリディスたちをディルヴァロッヅに連れて来たこととか──を漏もらしてしまわないように、最さい低てい限げんの言葉だけで噓うそをつく。

　勿論、自分の顔にクロノスが弱いのも計算のうちだ。

　案の定、弱ったような顔をして「それは分かるけど……」と戸と惑まどいをみせる。

「今後はもう少し考えて行動するから、時々は見み逃のがして。倖しあわせそうな母様を見ると、私たちも倖せなの」

（いくら考えたところで結果は変わらないけれどね）

　内心で舌したを出しつつ、駄だ目め押おしをするように付け加える。

「クロノスがアストリアだった母様を今でも好きなように、私たちも母様が好きなのよ」

　参ったなあと鋭するどい爪つめのついた手で、器用に頭を搔かく。

「そんなことを言われたら、おれはうんと言うしか出来ないじゃないか。まったく。

　……アストリアや王子様との関係を君らに話したのは、早まったかなぁと思うよ」

「どうして？」

　シャルは首を傾かしげる。説得に成功したのも手伝って、心から笑え顔がおになって言う。

「私たちはものすごく、嬉うれしかったわ」

　そうみたいだけどね……と微び妙みような表ひよう情じようを見せて、吐と息いき混まじりに続ける。

「弱みを握にぎられた世話役っていうのもなんかなあって思うし……それに、」

「？」

　ちろりと横目で見詰められて、シャルはきょとんと続きを待った。

「こうやって頷うなずくしかないような話の流れを毎回持ち出されてさ、分かっているのに騙だまされるしかないっていうのは……ちょっと哀あわれ過すぎると思うんだ」

　ねえ？　と皮肉に同意を求められて、シャルは慌あわてて目を逸そらした。

（なるほど……ここまであからさまにばれっばれなのね……）

　次はもっと巧たくみに騙しきろうとシャルはひそかに決意する。それから、誤ご魔ま化かすように明るく言った。

「と、とにかく。──そろそろ下に戻もどりましょう。ケットとアルマが退たい屈くつしているかもだしね？」




　　　　＋　＋　＋




　ぐらり、と地じ揺ゆれがあって、オルフィナはふつりと目を開けた。

　よく分からない焦しよう燥そうに煽あおられて周囲を見る。

「…………」

　そこは、何の変へん哲てつもない自分たちの寝しん室しつだ。今はオルフィナ以外に、誰もいない。

　背せを冷やすような得体の知れない気分が、ゆっくりと静まっていく。

（地揺れ、か……）

　まだ、小物はかたかた揺れている。

　相変わらず雨が続いて、相変わらずディオンとは顔を合わせる時間もろくにないような日々が続いていた。だから今夜こそはディオンが戻ってくるまで起きていようと、寝台に入らず頑がん張ばっていたのだったが──結果はこの通り、寝台傍そばに置いてある簡かん単たんな文ふ机づくえの椅い子すに腰こし掛かけて、随ずい分ぶん深く寝ね入いってしまっていたらしい。

　おまけに、肝かん心じんのディオンはまだ戻っていない。

「…………」

　時計を見れば、時じ刻こくは深夜。

　小さな揺れが治まったのを確かく認にんしてから、オルフィナは立ち上がってガウンを羽は織おる。

　燭しよく台だいに火を入れて、廊ろう下かへ出て歩きだすと、間もなく様子見に現あらわれた従じゆう者しやとすれ違ちがう。近ちか頃ごろこんな小さな地揺れがよく起こるから、従者の対たい応おうも慣なれたものだ。

　安あん否ぴの確認や不都合について問い掛けられるのに、問題ないからと笑って応こたえ、気にせず休むように言いつけた。

　そうしてひとりで歩き出しながら、先ほど感じた気配について考える。

（あれは……でも）

　夏の盛さかりだというのに、そくり、と身み震ぶるいをする。

（母上──ヴァナディースの……）

　もう久ひさしく触ふれずに、離はなれて暮くらす異い世せ界かいディルヴァロッヅの──今は既すでに神の身からは転じて暮らしている──自らの創そう者しや。

　その片かた割われの気配をオルフィナは感じ取ったような気がしたのだ。

　それは本当に、一いつ瞬しゆん程てい度どのことであったけれど。

（間違いじゃ、ない……と思う。だって）

　忘わすれるはずがない──誤あやまるはずもない。

　母となる先代の海神ヴァナディースと、父となる先代の空神アルヴァルディ。

　自分は、大地神アストリアとして彼らによって創つくられ、生かされてきたのだから。

　──世界を支ささえる苦く痛つうを共に味わった。捉とらわれても実情が見え過すぎるほど見えて恨うらむことも出来ずにいた自分を、せめてと愛してくれて。逃にげ出したことすら最後には寛かん恕じよしてくれた。更さらには頑がん是ぜ無ない幼おさな子ごのような我わが儘ままにさえ許ゆるしをくれて──こうして今もディオンの傍そばにいられる。

　結局オルフィナのこれまですべては、彼らのおかげと思う。

　そんな大切な相手の気配を、見誤るとは思えなかった。

（でも……理由がない）

　それが心底疑ぎ問もんで、オルフィナはひとり首を捻ひねる。

　シスルーンは取り立てて変化なく安定を見せているし、あちらのことは知らないが──今は世界を護まもるべき神が確かつ固ことしているから、問題となるような事じ態たいはそう起こらないはずだった。

　なのに、目覚めの直前、確たしかに感じた、母──海神の気配。

　頭に浮うかぶ疑問符ふはとめどないけれど、オルフィナはそれらにそっと蓋ふたをする。

　有事であれば、もっとあからさまな接せつ触しよくがあるはずだ。

　それがないというのなら──

（今は、まだ）

　こちらは目をつむって気付かぬ振ふりをしていよう。

　そう無む理り矢や理りにでも納なつ得とくをすると、ひとつだけ頭かぶりを振った。




　辿たどり着いた先の扉とびらを、控ひかえめにノックする。

　返事はないが、それでも構かまわずオルフィナはその扉を押した。

　星明かりだけの薄うす暗ぐらい部屋の隅すみの方では、揺ゆり椅子に眠ねむる子ども付きの乳う母ばの姿すがたがある。

　部屋の中央にある大きな寝しん台だいに近づくと、天てん蓋がいを上げたままのそこには、数時間前に見たのと同じような格かつ好こうで、リディスとレノアが眠っている。

　それだけで、オルフィナはなんだかとても優やさしい気持ちになれた。

　屈かがみ込んで、そっとその髪かみを撫なぜた。無む防ぼう備びな寝顔は、どこまでも愛らしい。

　向かい合って眠るふたりのずれた上うわ掛がけを直して掛ける。と、

「ふゃっ……」

　傍かたわらに置いてある柵さくのついた寝台に眠るシスティーナが、まるで自分だけが構ってもらえないのを悟さとったかのように、淡あわく目覚めてぐずり出す。

　子どもの泣き声だけには確かに敏びん感かんな乳母を起こしてしまわないように、オルフィナは慌あわてて末すえ娘むすめを抱だき上げた。揺すったりしてあやしはじめれば、間もなく落ち着いて腕うでの中でうとうとと指をしゃぶりだす。そんな様子にオルフィナはまた自然と口角をゆるめ、微び笑しようを漏もらす。




　寝台端に腰こし掛かけてシスティーナの細くてさらさらした黒髪を撫ぜながら、習しゆう性せいのようにオルフィナは胸むねのうちをのぞく。湧わき上がる三つの光──目には見えないけれど、確かに感じる、あたたかくて優しい子どもたちの存在。

　感触とはまた違ちがうそのぬくもりに、オルフィナはなんとなく思う。触れることも笑い合うことも出来なくて、それでも誰より身近に感じられるこの感覚は、ともすれば身み籠ごもっている時のようだと。体調や機き嫌げんが悪ければ分かるのに、こちらからどうにも出来ないもどかしさもそっくりだ。もう九歳さいになる三人が、システィーナより幼いとけない存そん在ざいに感じられるだなんて、どこかおかしな話ではあるけれども。

　三つ子の世話を引き受けると言ったディルヴァロッヅに暮くらすドラゴンは、子どもたちに自分のことを伝えただろうか。いい加か減げんなようで変に律りち儀ぎなところのある彼は、意外と語らずにいそうな気もするけれど……想そう像ぞうするしか出来なくて、結けつ論ろんを溜ため息いきに代える。

（元気でいてくれれば、それだけで嬉うれしい）

　成長した姿も顔も、名前さえも知らないけれど──こちらの子どもたちとおんなじに、区別なんてなく大切で。

　時折こちらに来てくれているらしいことを感じるたびに、嬉しくて堪たまらなくなる。

　何を思ってこんな不安定な世界に来てくれるのか分からないし、いつまでそんなことが叶うのかさえ分からないから、時には不安も感じるけれど──

「ん……」

　呟くように漏もらして、ころんと仰あお向むけに寝ね返がえるレノア。動いた上掛けを引き寄よせて、リディスがもぞもぞ身体からだを丸めた。

　仕草の一々が、まったくすべて愛らしいとくすりと笑えんだ。

　自分は生まれが人ではないから、体たい軀くに関して言えば、この子どもたちのように始めから成長を踏ふんだ過か去こがない。さすがに七歳のリディスくらいの頃ころは経けい験けんしているけれど、三歳のレノアや、いま腕にいるシスティーナのように小さかった頃は一度もないのだ。

　神々に〝アストリア〟として創つくられた段だん階かいで、もうあとは基き本ほん的にそのまま腕と足さえ伸のびていけばほとんど大人と変わらぬような──つまり五、六歳程てい度どの──外見だったし、それは後々〝アストリア〟から〝オルフィナ〟に自身を創り直したときも同様だった。

　だから余よ計けいに、こんな一から育つ子どもたちの様子は新しん鮮せんで、それを自分が創れたことが不思議でたまらない。

　繰くり返される日々はすべて驚おどろきと喜びの連続で。倖しあわせ過ぎて満たされる想おもいに、溢あふれる感かん謝しやを向ける先もなく、せめてと、いまこの時に感謝する。

　惜おしむらくは、胸の光たちの笑顔や姿を直ちよく接せつに見られないことくらいだ。……それが意外と大きなことかもしれないとオルフィナが思うようになったのは、実はリディスが産まれてからだった。それは人間らしくなったことで、得たもののひとつ。オルフィナは吐と息いきを零こぼす。




　あの子たちは今、向こうでどんな暮らしを送っているのだろう。




　　　　２




　……カシャァン──

　何かが激はげしくぶつかる音が聞こえた。そうして、何か叫さけび声のようなもの。

「？」

　石いし造づくりの廊ろう下かを歩きながら、大地神のアルマは首を傾かしげた。

　アルマたち三つ子の姉弟きようだいが普ふ段だんの生活を送っているのは、大だい神しん殿でんと呼よばれる場所だ。

　ディルヴァロッヅの中でも最も栄さかえる首都の中央に在ありながら、豊ゆたかな緑に囲まれてそれは建つ。シスルーン世界でリディスたちが暮らす王おう城じようなどより、遥はるかに大きな建物。

　その造りや内ない装そうもディルヴァロッヅに数多あまたある神殿の中でもひときわ豪ごう奢しゃなものだ。

　全体的に白を基き調ちようにつくられているのは神殿の宿命みたいなものだった。

　白は、神の清せい廉れん潔けつ白ぱくたる象しよう徴ちようとなる色だから──というのは後付けの理由で、もともとは特定の色を贔屓ひいきにするのは角が立つから、自然と色の無い色として神々が白を選んでいたことに因よる。ディルヴァロッヅの代表的な神であるシャルやケットやアルマが身に着けるものに白が多いのにも、実はそんな理由があった。

　そんな大神殿の造りは、決して脆もろいものではない。だというのに、響ひびいてくる轟ごう音おんと怒ど声せいに、建物全体が揺ゆれているような感覚があった。

（地揺れじゃないんだけど……錯さつ覚かくかな？）

　廊下に飾かざっている花か瓶びんがかたかた音を立てて揺れているのまで錯覚だとしたら、自分の頭が心配になるが。

　しばらく続く賑にぎやかなそれを気にせず進むと、アルマがちょうど目指していた先に、その震源はあるようだった。自分たちの私室の大おお扉とびらの前に立つと、そろそろ落ち着いてきた騒そう音おんの名残なごりが響いて聞こえた。

　扉を開こうと手をかけたのと同時に、内側から勢いきおいよく扉が開いた。

　アルマは慌あわてて扉をよけたが、代わりに走り出て来た相手とぶつかって、戸と惑まどう。

「ケ……？」

「──どいてっ！」

　押おしのけられる。

　そのままばたばた走っていく背せを呆ぼう然ぜんと見送り、我われに返って室内に目をやった。

　水みず浸びたしの惨さん状じよう。

　何があったのかは分からないが、何が起こったのかはそれで察することが出来た。どう見てもケットのヒステリーの跡あとだ。

　ケットは海神の力ゆえなのか、暴ぼう走そうして大量の水を呼んでしまうことがあるのだ。

　ケット自身は司つかさどる水に接して落ち着けるのかもしれないが──周囲にしてみると傍はた迷めい惑わくもいいところの悪あく癖へきだ。とは言え、もう長いこと、こんな暴走はなかったのだけれど。

　久ひさ々びさに我を失うほどの何かがあったのだろうか？……と疑ぎ問もんが浮うかぶ。

　先ほどの様子では落ち着いていたようにも見えなかったし、なにより──すれ違ちがったケットの表ひよう情じようが、脳のう裏りに張はり付いている。

　涙に濡れた瞳と、嚙んだ唇。

（ケットが泣き虫だったのなんて昔のことだと思ってたのに……）

　嘆たん息そく気味に足を踏ふみ出す。室内の厚あつい敷しき布ぬのを踏めば、ぱしゃりと水音が鳴った。

　いつもは豪ごう奢しやに整えられているその室内が、いまは見るも無残に荒あれていた。投げたのか流したのか、壁かべ際ぎわでは細工の良い皿だの壺つぼだのが割われて破は片へんがあちこちに散っている。

　室内にはふたり分の影かげがあった。並ならんでたたずむその片かた方ほうと目が合う。

「シャル……」

　どうしたの？　と訊きく前に、なんとも言えない顔をしたその相手は、ちらりと傍かたわらの大きな影──クロノス──に目をやって、アルマの脇わきをすり抜ぬけた。

「ケット……見てくる」

　それだけ告げて去っていく。シャルの背中をまた暫しばらく見やってから、アルマは残ったもうひとつの影に近ちか寄よる。

　まだ日ひ暮ぐれ前なのにやけに薄うす暗ぐらさを感じるのはなぜかと思ったら、カーテンが半分引かれているためだった。地にばらばらに落ちた燭しよく台だいの数を見れば、少し前までは十分に明るかったのだろうと想そう像ぞう出来た。

　もっとも、いま薄暗さを感じてしまうのは、光量だけの問題ではなさそうだった。

　敷布から天てん井じように至いたるまでびしょ濡ぬれになってぼたぼた水を滴したたらせるその部屋で、アルマはとりあえず半分ほど閉しめられていたカーテンを──これも掌てのひらで絞しぼれるくらいに水浸しだ──開けて、室内へ明かりを入れた。

　それで惨状はよりあからさまに晒さらされた。

　アルマは溜ため息いきをつく。

「ケットのヒステリー、だよね。……何があったの？」

　無言のままでいるドラゴンの顔を見上げて問いかけた。

　クロノスは胡う乱ろんな眼まな差ざしを、呆然と扉の方に向けたまま、頭をゆっくりと振ふって。

「知らなかったんだ……ケット。

　──王子様とお姫ひめ様さまは、倖しあわせに暮らせないんだってこと……」

　それだけを、言った。
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　私室の床ゆかの中央に広げた画が紙し代わりの大きな木の皮に、シャルはぐるりと丸を描かく。

　その横で同じように膝ひざをついて屈かがんだケットは、色具と幅はばの広い筆とで赤や青の色をのせていく。

「こーんなふうにしてさ……で、こういう感じにしたらいいわよね」

「こっちは、もっと小さい方がいいかなあ？」

「そっか、大きさも揃そろえないとね。じゃあこれはこう……」

「……あ、じゃあね……」

　そこらの絨じゆう毯たんよりも大きいその木もく皮ひの上に、シャルとケットは協合して次々下手な──もとい個こ性せい的な図画を展てん開かいしていく。

　窓まど辺べに立ってそれを眺ながめながら、クロノスは手て遊すさびに翼つばさを静かに広げたり閉とじたりして、室内を明るく照らす燭台の火を揺ゆらしてみていた。

「……ねえ、そういえばアルマはどうしたのかな？」

　ふらりと部屋を出て行ってからもう随分時間が経たっている気がしてクロノスが訊たずねると、がりがりと木の皮に黒を乗せているシャルが、気のない様子で答える。

「アルマなら、今ちょっと忙いそがしくしているのよ」

「そう。シャルの尻しり拭ぬぐいでね、夜月──」

「っケット！」

　何事か言いかけたケットの口を、シャルが塞ふさぐ。

「？　なに」

「なんでもないわよ、ね」

「そ。なんでもないよ」

　不ふ審しんに思って「でも」と詰つめ寄よろうとすると、「そんなことよりさ」とシャルが近寄ってきて腕うでを引く。

「──見てよこれ、どう？」

「どうって……」

　言われて、大きな落らく描がきを見る。

　失敗の上に躊躇ためらいなく訂てい正せいを加えて幾いく重えにも塗ぬり重ねられたように見える、なんとも個性的なそれは──とどのつまり、ぐちゃぐちゃで。

　クロノスには何がなんだか分からない。ふたりの会話は耳に入っていたので、それが世界の構こう築ちく案あんというか、設せつ計けい図ずのようなものだということは理り解かいしていたが……。

「…………いいんじゃないかな」

　精せい一いつ杯ぱいの感想も、シャルにはおざなりな返事に聞こえたようで、むっとした顔になる。

「どうでもいいなら、どうでもいいって言いなさいよっ」

「そんなんじゃないよ──」ただ落描きにしか見えないだけで、などとは当然言えずに「──おれは所しよ詮せん一いつ介かいのドラゴンだから、君らが神として思し索さくするような部分には、ちょっと思い至いたれないんだ」

　理解出来ない理由を、別のところに移うつして誤ご魔ま化かす。

　あら、と眉まゆを上げるシャルの後ろで、「じゃあさ」と相変わらず落描きを落描きたらしめていたケットが振ふり返る。

「説明してあげるわ。こっちに寄って」




　燭しよく台だいの火を半分くらい減へらして、開け放していたカーテンも半分ほど引いた。

　室内に、昼下がりの明るさと、揺れる炎の明かりしか届とどかない薄うす暗ぐらい空間が混こん在ざいする。

　ケットは自身の癖くせの強い黒くろ髪かみを一ひと房ふさ取り上げて、先をはさみで短く切り取ると図画の上にはらりと撒まいた。続いてシャルも、そのまっすぐな黒髪で同じことをする。

　これで準じゆん備びは完かん了りようだ。

「いい？　せえの──っ」

　ケットとシャルとで木皮の端はしをつかんで、大きなクロースのようにはためかせる。

　ばさりっと勢いきおいよく広がる、世界のレプリカ。

　木皮の上に墨すみと水に溶といた色粉で広げた世界は、それだけ室内に展開された。

　びっくり箱のようにすべてを吐はき出した画紙がわりの木皮は、描きこまれる以前のようにして、乾かわいた薄い茶ちや褐かつ色しよくの木目をまたまっさらに見せていた。

　室内がまるでひとつの世界のようになり、組み立てた世界のミニチュアが稼動し始める。

　浮うかび上がる数多あまたの星々がゆったりと廻まわり出し、主役のふたつの星が、対ついになってきらきら光る。

　その出来を見て、ケットはシャルと顔を合わせて笑う。

　ふわりと浮かぶ黄金色の球体が目の前を行き過すぎるのを見て、クロノスが大きな緑りよく眼がんをさらに大きくして、へえ、と零こぼす。

「こんなふうになってたんだ、さっきの落らく描が……ええと、世界図？」

「本音が出たわね」

　じっとりと指し摘てきするシャルの視し線せんにクロノスがもごもごと言い訳わけのようなことを零す。

　ケットはそんなふたりの様子を、あははと笑ってから、クロノスにフォローをあげる。

「立体──どころか時間軸じくまでを全部平面に押し込こむから、確たしかに一見ぐちゃぐちゃなのよね。構想段だん階かいだから、そんなに丁てい寧ねいに創つくってもいないし」

　まあね、とシャルも肩かたをすくめて認みとめてみせた。

　あからさまにほっとした顔で、クロノスが改めて室内に視線を巡めぐらせる。

　本物の陽ひが射さす窓の近くを廻まわっていた白銀の球体が、ちょうどクロノスの前を過ぎる。くるるる、と回って過ぎるそれを目で追うクロノスに、陽の当たらないカーテンの影かげに立ったシャルが言う。

「こっちの黄き金んの星が私の世界で、そっちの白銀の星がケットの世界よ」

「……ふたりでひとつの世界を創るの？」

　変わったことをするんだねとのクロノスの問いに、ケットは少し考えてから首を振った。

「ちょっと違ちがうわ。同じ空間にそれぞれ世界を創って、行き来を可か能のうにしてみようって話なのよね」

「そう。ひとつをふたりで、じゃなくて、ふたつがひとつになるの」

　ケットは頷うなずき、「面おも白しろそうでしょう？」とクロノスに笑いかける。それから少し不満を零した。

「だからね、大きさとか生せい態たい系けいとかをある程てい度ど統とう一いつしないと意味がないんだけれど……ちょっと、シャルと意見が合わないの」

「だって、ケットの考えるのって地味なんだもの。折せつ角かくだから大だい胆たんに行きたいじゃない？」

　部屋に展てん開かいされたレプリカにシャルは意思を伝えて自分の望むように展開を指向する。

「──こんなふうにさ」

　言って経けい過かを早回しにして進めてみせる。

　指先で、ついっと示しめされたそれだけで、室内の小さな世界はめまぐるしい速度で進みはじめる。

　黄金色の星はぐんぐん膨ふくらみ、その中で幾いくつもの獣けものが台たい頭とうし、勢せい力りよく争いを経へて、六つ足の獣と赤い翼つばさの飛ひ翔しよう生物が星の主勢力となって、やがて動どう乱らんに落ち着きをみせるまでが数分で完了した。そして他のすべての星と比くらべようもなく大きくなったその黄金の星は、白銀の星さえ虐しいたげるように世界を席せつ巻けんしてくるりくるりと廻まわり出す──
















　満足そうなシャルの笑え顔がお。それにケットは待ったをかけた。

「ちょっと待ってよっ。シャル、これじゃあ一いつ緒しよに創る意味がないってば」

　急速に移り行く日々をぴたりと止めて、戻もどって、と告げる。レプリカたちは今度は初めの段階へと自分の形を巻まき戻す。

「ねえ、だからこんなふうに大型獣じゆうとかがいっぱいいたのじゃこちらの世界が壊こわれちゃうってば。派は手で派は手でしいのはひとりのときだけにして、今回はもっとおとなしく合わせてよ」

　元の状態へと戻っていく、つくりものの世界を見やりながら、ケットは嘆たん息そく混まじりに言う。

　いくらレプリカの段階でも、こんなふうに勝手をされるのは不ふ愉ゆ快かいだった。

　ケットもシャルも、こうして自ら世界を創るのはこれが初めてというわけではないのに、こんなことの繰くり返しで、なかなか意見がまとまらないのだ。

　互たがいが普ふ段だんどんな世界を創っているのかなどは知っても別に意味がないから──どこに存そん在ざいして、どんな発展をしようと、別の誰かの創った世界など、基き本ほん的に見ることも触ふれることもないから、本人以外には関係のないことなのだ──いままでに確かく認にんし合ったことなど一度もなかったけれど、まさかこんなに考えに齟そ齬ごが出てくるとは、まったく予想外だった。

「だってそっちに合わせるとあんまりつまらないんだもの……神々がいて精せい霊れいがいて、人間が世界の中心にいます、って。今いま更さら流は行やらないわ」

　その言葉にケットは呆あきれてしまう。

「人間は神々の祖そが己おのれを模もして創ったものなのよ、流行り廃すたりとかじゃないでしょうに」

　膨れた黄金の星をきゅるきゅると縮ちぢめながら、自らの白銀の星を手元に招まねき寄よせる。

「……わたしはやっぱり人間が好き。あの世界みたいになるといいな」

　この白銀の輝かがやきの中にあるのは、人の満ちた国がいい。

　想像の中でひろがる物語に自然と微笑ほほえんで、招いた星をそっと抱だいた。

「ややこしいつくりになんてならなくていいんだから。王様のいる国があって──」
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　シャルがそこまで話したところで、アルマは眉まゆをひそめて訊きいてきた。

「──それが何で、ケットのヒステリーになるの？」

　自失気味のクロノスからは何も事じ情じようは聞けなかったのか、アルマはわざわざシャルを探して説明を求めてきたのだ。あのドラゴンの女め々めしさはこんなときまで健けん在ざいらしい。

　こっちだってケットにあしらわれて沈しずんでいるというのに。

　それでもアルマだけが何も知らないままなのは可哀かわい想そうだから、仕方なくシャルははじめから説明してあげていたところだった。問い掛かけに、ああ、とシャルは手を振ふった。

　アルマがシャルとケットの間のなにか──たとえば世界観の齟齬だとか──が原げん因いんで喧けん嘩かになったと思い込んでいることを察して、言う。

「違うわ。ケットがああなったのは私のせいじゃないの。……って、クロノスのせいとも違うんだけれど……。だからね、そのあとケットが続けて言ったのよ、理想の世界っていうの？　あっちの──リディスたちのいる『夢ゆめの国』っぽい世界のことを、まあいろいろ夢見がちに。で、その途と中ちゆうで──




『そうしてね、王様と王おう后ひ様のあいだに産まれた王子様とお姫ひめ様は、小さな頃ころから仲良く育って。そうして大きくなったら結けつ婚こんするの』




　──ってさ」

「……何か変かな？」

　アルマの戸と惑まどった問い掛けに、シャルも俯うつむいたまま同意する。

「私もそう思った。でもクロノスがあんまり変な顔してたから、訊いたの。『どうかした？』って。そうしたらクロノスが……ケットに言ったの。それは無理だよって」

「？」

「分からないでしょ？　私とケットもそう。で、訊いたわ、なんでって。……クロノスってば、なんて言ったと思う？」

「……なんて言ったの？」

　ここでなぞなぞをするつもりはないから、シャルはすぐに答を告げた。




「〝──人間は血が近ちか過すぎると、結婚できないんだよ〟」




「……え」

　シャルは肩かたをすくめる。アルマの困こん惑わくは、そのまま先ほどまでの自分のものだ。

　自分と──誰よりケットの。

　揶や揄ゆするように笑おうとして、失敗する。顔を歪ゆがめてぽそっと吐はき出した。

「ケット……ずっとリディを好きなのに」

　シャルの言葉に──アルマも思い当たってはいたのだろう、それに対してはさして狼ろう狽ばいすることもなく──もっと肝かん心じんな疑ぎ問もんを漏もらす。

「……どうするの……ケット」

　リディスは自分たちの弟で。つまりはとても血の近い相手だから──

「諦あきらめろ、ってことでしょ。だって無理なんだもの」

「そんな……」

　呆ぼう然ぜんとしてしまったアルマに、シャルも遣やる瀬せなく吐く。

「そんな、は私の台詞せりふよ。ちゃんと知ってたら良かったのに……！」

「…………」

　堪たまらなくなって、シャルは乱らん暴ぼうに頭を搔かいた。綺き麗れいに流れていた黒くろ髪かみがくしゃくしゃになるのも、気にはならなかった。

「ケットは……？」

　アルマは、ケットの姿すがたがないのに今いま更さら気付いたかのようなことを言う。

　これもシャルには答えるのにいささか抵てい抗こうのある問いだった。

　ふいっ、と顔を逸そらして、答えた。

「……『夢の国』に、行ってる」

「──え？」

「……あの子、ひとりで行けたのよ。きっとアルマだってひとりで行けるわよ？　私もね。そんなの試ためそうと思ったこともないから……これまで、全然気付かなかった」

　いつも三人でだけ行っていると思っていたし、それが条じよう件けんなのだとまで思っていたのに。歯は嚙がみするようなシャルに、アルマも驚おどろきを隠かくせない様子で目を白黒させる。

　それから、ふと言ってきた。

「……リディにばらしちゃうのかな？」

　リディスが弟だということは、本来ならばシャルたちが知るはずのないことだ。両親のこともそうで、知らないまま育っていくはずだった。

　けれどもシャルたちは誰に教えられなくとも見つけてしまった。

　おもちゃみたいな小さな世界と。そこで暮くらす眩まぶしいほどの一いつ対ついの存そん在ざいと。

　そうして、産まれてきたその子どもたちと。

　たぶんクロノスは、シャルたちが勝手なことをして世界の安定を崩くずすような真ま似ねをしないよう釘くぎをさす意味も込こめて、そのことを打ち明けてくれたのだ。




『──これは君らが知らないはずのことだから、これからも知らない振ふりをして。誰にも言わないでね──もちろん、アストリアたちの世界に於おいてもだよ？　ただでさえ君らは特とつ権けんを濫らん用ようしている状じよう態たいなんだから……悪目立ちが過すぎるのは為ためにならないよ』




　下手をすれば制せい限げんが厳きびしくなって、二度と向こうに行くことさえ出来なくなるかもしれないのだからと、警けい告こくと脅おどしを半々くらいにして言われたものだ。

　自分たちにだって、褒ほめられることをしていないという自覚くらいはちゃんとあったから、すすんで破やぶるような真ま似ねはしないつもりでいたし、これまでのところ従じゆう順じゆんに守ってきたつもりだった。けれど今回は──

「……言っちゃうんじゃない。ケットってば、今たぶん頭の中ぐるぐるだもの」

　失しつ笑しよう気味に軽く吐いて、シャルは顔にかかった髪をよけて、自分の頰ほおを示しめす。

「見てよこれ、宥なだめようとしたらやられたんだから」

　頰に走った三本の爪つめあと。それにアルマも無む理り矢や理り笑う。

「シャルがケットにやられるなんて、珍めずらしいね」

「まったくよ」

　口だけで笑い合って、ふたりは努めて吐と息いきを隠した。

　ケットが可哀かわい想そうだった。
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　作法と歴史の授じゆ業ぎようの合間にリディスが一人で王おう城じようの廊ろう下かを歩いていると、不意に視し界かいに飛び込んできた何かがあった。

　勢いよく飛びつかれ、もろとも転んで床ゆかに頭を打ちつける。

「っ痛いた！　なっ……？」

　涙なみだ目めで後頭部を押おさえて何事かと見れば、視界に飛び込むのはくるくるはねた黒い髪。

「ケ、ケット……!?」

　不意に見せられたその表ひよう情じように、リディスはぎょっとなる。

「っ、リディ……!!」

　上に乗って見下ろすケットの瞳ひとみから堰せきを切ったように零こぼれた涙が、リディスの頰に、はたはたと落ちた。




　大人たちに見つかってごたつくのは厄やつ介かいだと思ったので、リディスはぼろぼろ泣くケットの手を引いて、いつも会う寝しん室しつとは違ちがう、近くの子ども部屋に移い動どうした。

　間もなく始まる歴史の授業は遅ち刻こくかさぼりか……幸いにも次の担たん当とうは気のいい年配の師しだから、あとで謝あやまれば宿題倍ばい増ぞう程てい度どで許ゆるしてもらえるだろうと決め付ける。

　いまはそれより、ケットが大事だ。

　夜とは言えまだ城しろの中も賑にぎやかだ。そんな──深夜以外の──時間に姿すがたを見たのは初めてのことだったので、リディスはその様子と合わせてひどく不安になった。

　宥なだめる声を掛かけるうちに落ち着いてきたのか、やがて、しゃくりあげながらやっと言葉を発してくれた。けれどもそれはなぜだかすまなさそうな顔での謝しや罪ざいで、

「リディ……ごめんね……っ」

　そこでまた、涙の堰せきが切れて息が震ふるえて──宥めるところからやり直す。




「っく、ひっ。ごめんね、リディ……」

「もう謝らないでいいから、落ち着いてわけを言ってよ。ぼくはそれだけじゃ、全然分からないってば、ね？」

「ん。……っう、うぇ……ふええぇぇぇん…………っ」

「ケ……ケット、泣かないでってば、ねえ……」

　結局。リディスが理由を聞けるようになったのは、長い時間が経たってからだった。




「──落ち着いた？」

　ハンカチでは足りなくて、部屋にあったタオルを貸かしてあげて。しばらくしてから、やっとケットは泣き止やんだ。タオルは絞しぼれそうなくらいにぐしょぐしょで、これならもうしばらく涙は涸かれて出てこないんじゃないかとさえリディスは思った。

「うん、もう平気……」

「いったい、どうしたの？」

「わたしが……わたしの……」

　言いよどんで、こくんと喉のどを鳴らした。

　そうして、覚かく悟ごを決めたようにして、ケットは一息に言う。

「あっ……あのね！……わたし……リディにひどいことしちゃったの。……してたの」

「……ぼくに？」

　心当たりがなくて、きょとんと見返す。

「何のこと？」

「そ…………」

　また、ケットは言いよどむ。いったい自分は何をされたのだろう。戸と惑まどうリディスからケットはついっと目を逸そらして、リディスの後ろ──窓まどの方に目をやった。つられて振ふり返ると、夜らしい色に更ふけた空に、もう星が幾いくつも散っている。

　不意に、ケットが立ち上がる。

「……あの子のところ、行こう」

「あの子のところって……『墓ぼ標ひよう』の樹きの場所？」

「そう」

　言って、リディスの右手を取った。リディスが答える間もなく、ずかずかと窓辺に寄よる。

　この部屋にはバルコニーがないことに気付くと、ケットは躊躇ためらいもなく三階の窓の桟さんに足をかけ──そのままリディスごと飛び降おりる。

「────っ!!」

　叫さけび声を上げるのを抑おさえるので精せい一いつ杯ぱいだった。

　普ふ段だんはあんなに人目に気を遣つかうくせに、こんな目立つことをして誰かに見つかるとかは考えていないんだろうか？

　──などとやけに冷静に頭の隅すみで思う間に、ぽうっといつもの『移動』の時のように、身体からだ中が白く光って、地面に激げき突とつする直前に、くらり、と身に馴な染じんだ揺ゆられる感覚。




　気が付けばいつもの場所だ。

　安あん堵どの息をつきつつ、習しゆう性せいのように遠くのお城を見る。

　するとその姿は深夜に見るいつもの様子とはまったく違って、夜になりたてのお城は建物中にきらきらと明かりが満ちて輝かがやいていた。

「──見てケット、お城がすごい綺き麗れいだよ」

　場合を忘わすれて、思わずはしゃいで振り向いた。

「…………あ、ごめん」

　伏ふし目めがちに俯うつむくケットの暗い顔に、はしゃいだ自分を申し訳なく感じる。

　ケットはこちらに背せを向けて歩き、いつものようにそっと『墓標』の大たい樹じゆに手を触ふれる。

　ぼうっ…と、ケットが触れている辺りが淡あわく光り出す。

「──そういえば、この子に名前を付けてなかったね……リディ、付けてあげてよ」

「え？　いま？」

「うん。……いや？」

「いやじゃないけど……なんでいきなり？　何か、話があったからこんなところまで来たんでしょ？」

　うん……と振り向かないまま頷うなずく。

　よほど言い辛づらいことらしいと、リディスはとりあえずケットの言葉に応おうじる。

「名前っていっても……生まれる前なのに、付けてていいの？」

「だって、もうここにいるじゃない。いつまでも『この子』『あの子』じゃ、可哀かわい想そうだわ」

　分かるような分からないようなことを言う。

「じゃあ……ケットはどんな名前がいいと思う？　ぼくだけじゃなく、一いつ緒しよに考えようよ」

「うん……」

　そうだね、と少し微笑ほほえんでこちらを見てくれたのに安堵して、リディスもその横に移い動どうした。木き肌はだに触れると、淡い金の光が、ふたりぶんの掌てのひらに反はん応のうしてか少し強くなる。

　とくん、とくん、と伝わる鼓こ動どうと、ほのかな熱。

　この子に、相応ふさわしい名前？

　考える前に、ひとつ閃ひらめいた。口を開く。




「──〝エリス・ウィレス〟？」




　発した呪じゆ文もんのような声が被かぶって、ふたりは顔を見合わせる。

「知っている言葉？」

「リディこそ……」

　目を丸くして戸惑って、同時にぷっと吹ふき出した。

「きっと、この子が伝えてきたのね」

「うん、ぼくも〝エリス・ウィレス〟がいいって、自然と思っていたもの。全然知らない言葉──名前なのに」

「じゃあ、〝エリス・ウィレス〟に決まりだわ」

　ケットは幹みきに頰ほおを寄せるようにして、「あなたは〝エリス・ウィレス〟ね」と囁ささやいた。

　触れた幹の部分が、嬉うれしそうに光をほんの少し強くする。

　そのままケットは目を伏ふせて──唇くちびるを、ごめん、とリディスに動かした。

「──え？」

　勘かん違ちがいかと聞きかえす。ケットは今度は「ごめん」と音にして言って、続ける。

「……リディ、わたし……あなたとの約束を守れない。守れないこと、知らないで約束してたの……ごめんね……」

「？　どういうこと？」

「……一緒に、おとうさんとおかあさんになろうねって言ったの、あれ……無理なんだって」

「…………え？」

　唐とう突とつのことに、茫ぼう然ぜんと聞き返す。ケットは俯いたままだ。

「ええ？　それ……つまり、約束やめようって言ってるの？」

「……ごめん」

「ケット、そんなの……そんなんじゃ分かんないよっ、なんでいきなり──」

　前まえ髪がみに隠かくれた瞳ひとみから、また涙なみだが溢あふれてケットの頰を濡ぬらし始める。あんなに泣いても、まだ泣けるなんて。涙は容易たやすく涸かれないものらしい。リディスも一緒に泣きたくなった。

「結けつ婚こんしようって……それが……ケット、ぼくのこと嫌きらいになったの？」

「そんなはずないじゃないっ……わたし、リディのこと大好きだもの……でも！」

　顔を上げる。歪ゆがんだ顔。ケットはリディスにしがみつく。

「わたしたち、姉弟きようだいだから……結婚できないんだって──っ」

　約束が叶かなう日を心待ちにしてきたリディスの胸むねに、ケットの言葉はぐさりと刺ささった。




　　　　３




　──大きくなったら結婚して、たくさんの子どもに囲まれて、ずっと仲良く暮くらそうね。




　そんな約束を交かわすようになったのはいつからだったか。

　もともと、ケットはすごく泣き虫で、シャルにちょっと苛いじめられたとか、そんなことですぐびいびい泣いた。そんなケットを、シャルもアルマもいつものことと放っておくから、ふたつも年下の幼おさないリディスが、そのたび慰なぐさめたものだった。

『ねえ、ケット泣かないで』

『だって、だってぇぇ……シャルが、……っ』

　言葉に出来ずにしゃくりあげるケットの頭を、リディスはよしよしと撫なぜてあげて。落ち着くまでいつも傍そばにいてあげた。リディスたちが会えるのはいつだって夜で、涙は月の明かりを反はん射しやして、星みたいにきらきら落ちて。それはとても物悲しい。

『リディはいつも優やさしいね』

『だってケットには笑っていて欲ほしいもの。ケットが泣いてると、ぼくも悲しい』

『……わたしのせいで、リディが悲しいの？』

『そうだよ。……って、なんでそれでまた泣くのさ』

　仕方ないなあと頰に手を伸のばして涙を拭ぬぐってあげれば、気まずそうな赤い顔。

『わたしの方がおおきいのに、小さいリディに慰められてばっかりなんて、恥はずかしい』

『だってぼくは男の子だもの。だからケットが泣かないように、ずっと守ってあげる』

『……ずっと？』

『うん』

『そっか……』

　えへへと嬉うれしそうに笑って、その笑え顔がおにリディスも安あん堵どして微笑ほほえむ。

　そんなことを、ケットが泣くたび繰り返した。




　そのうち、リディスはケットに言った。確たしか二年ほど前の、リディスが五歳さいの頃ころのこと。

『ねえケット、お妃きさきって分かる？　そう。お妃はぼくとずっと一いつ緒しよに暮らす人だよ。だから、ねえケット、ぼくのお妃になりなよ』

　ケットははじめ驚おどろいて、くすくす笑った。

『やだなリディ知らないの？　お妃っていうのは大切なひとりを選ぶものなのよ。好きな人ならみんなお妃ってわけにはいかないの』

　笑われて、リディスはむっとなった。いくらなんでも、それくらいは知っていた。

『そんなのちゃんと知っているよ。ぼくはケットがいちばん好きだから、ずっとケットに傍にいて欲しいし、傍にいてあげたいんだよ──だめ？』
















　びっくりしたような顔を、次し第だいに赤く染そめるケットに向かって、更さらに続けた。

『ぼくは大きくなったら王様になるから、たくさん子どもがいるんだ。そのお母さんがケットだったら嬉しい。ねえ、ぼくと結婚してよ。いや？』

『い……いやじゃないよ、リディのことは好きだもの。でも』

　躊躇ためらうケットの腕うでにまといついて、見上げてねだる。

『なら。ね、ぼくと結婚しよう』

　赤い顔を隠すように必死でそむけていたケットが、やがて、小さく頷く。

『──うん』




　　　　＋　＋　＋




　きらきら射さすのは真夏の太陽。

　空の青はすがすがしく濃こく、雲の白を引き立てる。

「いいお天気だね」

　はしゃいで駆かけるレノアのあとを、オルフィナたちは微笑んで付いてゆく。王おう宮きゆうから馬車で数時間。目の前に広がるのは──青い海。

　入り江えになっているためか波が弱く、水面の穏やかなそこは広々とした湖のようだった。

　立ち入りを管理された王おう領りよう地ちなので、もちろん人ひと気けなどはない。

「かあさま、ほらほら、海ーっ」

「ああ、もう仕方ないのね」

　わざわざ駆け戻もどって手を引くレノアに、苦く笑しようしながら従したがって、オルフィナも早足になる。傍かたわらを歩いていたディオンは、腕に抱だいたシスティーナに海を示しめして笑っている。振ふり返れば、リディスはまだ馬車のそばにいて、なにやら従じゆう者しやと話していた。

　波がないためか砂すな浜はまという感じの境さかいはあまりなくて、水際近くまで草が生えている部分も多い。辺りを覆おおう木々と合わせて、本当に森中の湖のような場所だ。

　用意されていた小型の白い遊ゆう覧らん船せん。オルフィナたち五人が乗り込こむのを確かく認にんすると、舵だ手しゆは間もなく船を岸から離はなして移い動どうを始めた。

「レノア、ほら、お魚が見えた」

　オルフィナが海を覗のぞいていえば、レノアが不満の声を上げる。

「見えないー」

「ああそうね。ごめん──ほら」

　抱き上げて船ふな縁べりから一緒になって覗かせた。

　魚の姿すがたは見えなかったが、それでもレノアは満足そうにきゃたきゃた笑う。

　──これは、行事の一いつ環かんだった。

　オルフィナたちは毎年夏の盛さかりの時期になると、日帰りでこの王おう領りよう地ちの海に家族で来る。名目は王子の休養と避ひ暑しよ──と日帰りで言うのもどうかと思うが──だった。

　他ほかにいくら仕事が溜たまっていようと用事が詰つまっていようとさぼることが許ゆるされないのが諸もろ々もろの行事というものだった。とはいえ押し付けられるルーティンに過すぎなくとも、変化は気分転てん換かんくらいにはなる。わけても、この休養行事は別べつ格かくだった。

　多くの人々の目もなければ堅かた苦くるしさもなく、下した準じゆん備びに時間をとられることもない。おまけに家族総そう出でで短い時間とはいえ寛くつろげる──そんな数少ない、有り難がたい機会なのだ。

　こんな行事ならいつでも大だい歓かん迎げいだとディオンは言う。オルフィナも同感だった。

「涼すずしい……」

　リディスが呟いて、それから、とことこと甲かん板ぱんを船首へと移動していく。はしゃぐレノアはオルフィナの手から降おり、そちらに着いていく。

「…………」

「…………」

　オルフィナはディオンとシスティーナの横で、ぼんやり遠くを見やる。青い空と白い雲。

　そこに、ディオンの声が掛かった。

「なあフィナ……なんか、近ちか頃ごろリディス変じゃないか？」

「うん。変だね」

　応こたえて、こちらに手を伸のばしてきたシスティーナに微笑ほほえみを返してディオンから末すえ娘むすめを受け取る。ディオンは空になった片かた手てをオルフィナの腰こしに回して、船ふな縁べりに凭もたれかかって言う。

「変だね、って……お前。理由知っているのか？」

「知らないけど？」

　ディオンに引かれる形で船縁とディオンに半々に凭れるようになると、オルフィナの位置が変わったためにシスティーナが眩まぶしそうに顔をしかめたので、自分の身体からだで日ひ陰かげになるようにして陽ひの直ちよく射しやを避さけさせた。

「……放っておいても平気だと思う、ってことなのか？」

「──え？」

　オルフィナは、きょとんとなって、今更ディオンの言いたいことに気付く。

「ああ、そうか。心配しているの……？」

　思いつかなかった、と零こぼせば、ディオンが呆あきれた顔で言う。

「思いつかなかったって……お前」

「うん……ごめん……」

　オルフィナがそう言えば、ディオンは不ふ審しんそうに訊きいてきた。

「リディスもだけど、フィナも変だよな。なんかあったのか？」

「…………」

　オルフィナは、空を見上げる。何度見ても変化の兆きざしはない。今も。

　しばしそのまま空を眺ながめて──言う。

「……いい天気だよね」

「？　まあな」

「こんな天気が、どれだけ続いている？」

　オルフィナの当てない問い掛かけに、眉まゆをひそめながらもディオンは答える。

「どれだけって……一週間くらいか？」

　うん、と頷うなずく。ディオンの気にかける様子もないところが、問題だった。

「そうだよディー、もうずっとこんな天気が一週間も続いているね。太陽が眩しくて空が青くて」

「……なにが言いたいんだ？」

「陽が沈まないなんて、今までにもあったことかな？　ぼくは知らないんだけど」

　オルフィナの指し摘てきにも、ディオンは違い和わ感を感じない様子で首を傾かしげる。

「そんなの、いつかあったかもしれないしこれからずっとこうかもしれない。それが、どうかしたって言うのか？」

　オルフィナは瞑めい目もくする。陽ひが眩しいような振ふりをして。

（なんて……なんてことなんだろう）

　かつて自分で創ったこの世界が、どれだけ稚ち拙せつかなんて、もう十分知ったつもりでいた。

　けれども──

（まさかこうまでひどいなんて……！）




　綻ほころびの気配に、中の人間は気付かない。こうして異い様ようを異様と感じることもなく。

　何も気付かないまま、やがて世界の終わりさえ迎むかえてしまうに違ちがいない。




　リディスの様子がおかしいのには気付いていた。心配することにまで思いが及およばなかったのは、理由の方に頭が行っていたためだ。

　リディスの様子が変わったのは、もしかすると、この異様さに捉とらわれてのことではないかとオルフィナは思っていたのだ。子どもたちならば、本来外に住まう自分の血も引いているのだからありえることだった。

　リディスにしても、なにか言いたげな顔でこちらを気にかけていることがあったから。

　それでもオルフィナは口に出して訊たずねるのが躊躇ためらわれて、何も言えずに結局、時間ばかりが経たってしまった。

　綻びの原げん因いんなど、さっぱり分からない。

　もともとぎりぎりで形を保たもっているような世界だ。もしかしたらもう壊こわれる限げん界かいが来たのかもしれないし、他に理由があるのかもしれない──思い当たることといえば、以前、ディルヴァロッヅの元海神ヴァナディースらしい気配を感じたことくらいだが。

　今思えば、半年ほど前から異い常じようの兆ちよう候こうはあった。地じ揺ゆれだ。ここ数か月などは日に数度あるのが当たり前だし──なのに、そのことを誰も特別気にしていない。

　実じつ際さい、オルフィナ自身も今回の太陽の問題がなければ、おそらく気にかけたりはしなかったろう。外に生まれた自分でさえこれだけ染そまっているのだから、もとより中の存そん在ざいである人々の反はん応のうなど推おして知るべしだ。

　不意に、頭上で跳はねるなにか。オルフィナは目を開ける。横のディオンも同じような反応を見せて、空いた手の平を空に向ける。

「あれ、急に降ふってきたな──」

　言われて、空を見る。ぱらぱら落ちてくる雨は、ただ青い空から。

　船ふな縁べりから身体からだを起こして、幌ほろの下に入る。舳へ先さきに行っていたリディスとレノアもとことこと戻もどってきた。

「残念だな……せっかくなのに」

　零こぼすリディスが空を見上げて、ディオンが同意する。

「かあさま、お天気雨、だよね？　晴れなのに雨なの」

　レノアの言葉にオルフィナは頷うなずいて、そうねと微笑ほほえみながら──なんだか不ふ穏おんな気分になった。そして予感は的中する。




　その日から。

　シスルーンでは今度はずっと幾いく日にちも、雨季でもないのに雨が降り続くようになる。

　──雨雲のない青い空から。




　　　　＋　＋　＋




「『──そうして、古いにしえの街とすべての隙すき間まは踊おどり子のものになったのでした。』おしまい」

　ぱたん、とオルフィナは子どもたちに読み聴きかせていた絵本を閉とじた。

「ぜぇんぶ、めでたしめでたしだったね」

「え？　猿さるが縫ぬった詩人の唇くちびるはどうなったの？」

　寝しん台だいに並ならんで寝ねそべるレノアとリディスが、同時に声を掛かけてきた。オルフィナは膝ひざの上で眠ねむるシスティーナを抱かかえ直しながら小首を傾げてリディスの問いに返事を返す。

「それはきっとすぐに解ほどいたのだと思うけれど。だって、そのままにしていたら不便でしょう？」

「ええ……？」

　物語にあれこれ指摘を入れて、満足するまで納なつ得とくしないのはリディスの癖くせのようなものだった。おそらくディオンに似にて根が生き真ま面じ目めなのだろう。

　不満そうに眉まゆをひそめるリディスに、オルフィナは苦く笑しようする。

「さ、もう眠る時間だから──」

「もうおしまい？」

　立ち上がって燭しよく台だいの火を消そうとするオルフィナへ、レノアが露ろ骨こつに残念そうな顔をして見せる。

「だって、夜よ更ふかしをすると明日の朝起きられなくなるでしょう？　それに、子どもは寝るのも仕事のうちなの」

「うー……だけど～」

　閉ざしたカーテンの隙間から射さす陽ひに目をやるレノアに、気持ちは分からないでもないと、オルフィナは胸きよう中ちゆうでだけ思う。

　昼間と変わらない明るさが外にあって、夜だからと言われても納得はいかないだろう。

　普ふ段だんは夜も全開にしておく子ども部屋のカーテンを閉しめきっているのも、近ちか頃ごろ寝付くのに時間がかかっている理由かもしれない。子どもたちはもともと部屋中のカーテンを開け放して眠る癖があって、大人が閉めようとすると開けておいてと主しゆ張ちようするのだ。

　さすがに、夜でも真昼の明るさが続くような中でそれでは眠れたものではないので、近頃は夜の時間には、しっかり閉ざして寝かせているのだけれど。

「じゃあもうひとつだけお話聴かせて。そしたらノアいい子でねんねするよ」

「約束ね？」

　オルフィナは燭台の火は消してしまって、他ほかに本がないので頭の中で物語を探さがす──と、レノアが言う。

「またこのあいだのがいいな。なんだっけ……？　んー……女め神がみさまと王子さまが一いつ緒しよに暮くらすお話？」

「え？」

　最近そんな話をしただろうか。

　オルフィナが首を傾かしげていると、リディスがレノアをつつく。

「レノア、それは──」

　思いついたように、レノアは「あ！」と笑う。

　そして言った。




「子どもたちが女神さまの身代わりになって、他の世界で暮らすようになるお話だよ」




「────」

　無む意い識しきに、オルフィナの顔は強こわ張ばった。

　そうして湧わき上がる強い何かを必死で抑おさえて、堪たえた。




　　　　＋　＋　＋




「──母上！」

　リディスが背はい後ごから呼よび掛けると、オルフィナはぴたりと足を止めた。

「リディス……まだ起きていたの」

　少しだけ驚おどろいた顔になって振ふり向く。

　レノアに他た愛あいない物語──リクエストとは違ちがうものになった──を聴かせ、寝かしつけたあと退たい室しつしたオルフィナをリディスはすぐに追ってきたのだ。

　オルフィナはレノアの横でずっと目を閉じて黙だまっていたリディスも、疾とうに眠ったものと思っていたのだろう。本当は、リディスは考えごとに必死だっただけなのだけれど。

　レノアがうっかり漏もらした、シャルに聴かされたあの物語のことを耳にしたオルフィナの反はん応のうがひどく気にかかって、考えていたのはひとつのことだった。

　──もしかして、母は知っているのかもしれない。

　それを訊きくべきか訊かざるべきかをずっと考えていたのだ。

　結局、こうして訊きに追って来た。

　近頃の王おう城じようでは昼と夜を区別するために、夜になると窓という窓にカーテンを下ろすようになった。外は真昼の明るさなのに薄うす暗ぐらい廊ろう下かの途と中ちゆうで立ち止まって、リディスは緊きん張ちよう気味に口を開く。

「あの……お伺うかがいしたいことがあるんです。ぼくの……ぼくたちのこと……」

「…………」

　オルフィナは何も言わない。ただ黙ってこちらを見ているだけだ。リディスは続ける。

「母上は……知っているんですか？」

　オルフィナは──頷うなずいた。困こん惑わく気味に。

「たぶん……知っているよ。やっぱり、リディスも気付いていたの……？」

　あっさりと肯こう定ていされたことに、少し拍ひよう子し抜ぬけする。

「気付いたっていうか……教えてもらいました。ケ──」

　ケットの名前を出しかけて、慌あわてて喉のどを締しめた。それはケットの忠ちゆう告こくだったからだ。




『リディ、約束して。わたしたちのことは絶ぜつ対たい誰にも──特に父様母様には──伝えないでね。リディやノアにはつい知らせてしまって、それでも平気だったけれど……今後、他の誰かに知られることでどうなるかは全然分からないの。影えい響きようが絶対なんにもないなんて自信はないから。

　どうしてもっていうのなら、わたしたちがいることだけは、ばらしてもいいけれど──とにかく名前だけは隠かくしておいて。名前は力がありすぎるから。お願いだから、それだけは、絶対に守ってね』




　理由もよく分からない制せい限げんを課かされることには不安もあったが、『夢ゆめの国』との行き来ができなくなるかもしれないのだと言われてしまっては──守らないわけにはいかない。

「ケ──その……ええと、女の子に」

　女の子？　とオルフィナは首を傾げる。リディスはとにかく話を進めた。

「じゃあ、教えてっ。アストリア様の──ぼくの、本当の母上のこと──！」

　その言葉に、しかし返ってきたのは明らかな不ふ審しんの表ひよう情じよう。

「──え？」

　不審と──動どう揺ようだ。

「リディス……なんで……どこでそんな…名前……」

　動揺するのも、無理はないと思う。リディスは申し訳わけなく思う。

　せっかく両親がひた隠していたことを、暴あばいてしまうのだから。

「自分がアストリア様という女ひ性との子だってことは、ぼく知っているんです。……だから、隠さないで教えて下さい」




　あの女め神がみの物語が、自分たちの親の話だということは、もうケットに聞いていた。

　当の女神の名はアストリア。

　あの『墓ぼ標ひよう』の樹きの下にいるのが、リディスと三つ子の母だったのだ。




　思えば妹ふたり──レノアとシスティーナ──は、揃そろってオルフィナのきれいな赤せき眼がんを継ついでいるのに、リディスだけは金髪碧へき眼がんで瞳ひとみも父譲ゆずりだった。

　きっと──こちら側ではぼくだけが、〝アストリア様〟の子どもなのだ。

〝アストリア様〟のしたこと──ケットたちと分けられてしまったことだとか──を、初めは腹立たしくも感じたけれど……もう亡なくなっていない〝アストリア様〟を今更恨うらんでもどうにもならないし、相手が神様だから、人間でしかない父のディオンにはどうにも出来ないことだったのだろうと思う。

　だから、それは仕方のないことだったのだ──と、最近ずっと考えているうちに、そう思えるようになってしまった。

　ただそれらの一連を、このオルフィナが知っているのかどうかが、ずっと気にかかっていたのだ。だがそれも、さっきのレノアの勘かん違ちがいのおかげで偶ぐう然ぜん知れた。あの動揺は、何も知らない人間の反はん応のうじゃない。この義母も知っているのだ。

　すべてというわけではなくとも、父とアストリアの物語を。

　それもきっとリディスよりずっと詳くわしく。だから聞かせて欲ほしいと思った。

　ケットとの関係さえこれまで知らずにいて、そのせいで願った夢さえ打ち砕くだかれた。自分には、知る権けん利りくらいあるはずだ。




　けれども、そんなリディスの思いすべてをオルフィナはひっくり返す。

　かみ合わない会話に、まったく不審そうなよく分からない顔をして。




「リディス……何を言っているの？　〝アストリア〟は……〝私〟のことだよ──」




　　　　＋　＋　＋




　深い深い海の底に、静せい謐ひつな印象で広がっている大きな建物。

　珊さん瑚ごや艶つややかな光こう沢たくのある貝で造つくられた、リディスが見たら『お伽とぎの国みたい』と喜びそうな──海の神しん殿でん。その一室で、ケットは膝ひざを抱かかえてぼんやり過すごす。

　このディルヴァロッヅの、海の神殿はとても静かだ。

　海底といっても、そう物悲しい場所ではない。海草は鮮やかで星砂はきらきら光り、魚や精せい霊れいや水すい翼よく鳥どりなどの多くの生き物も賑にぎやかに出入りするようなところだし、光こう源げんも、貝や石、光虫などさまざまだから、薄うす暗ぐらいということはなく、むしろ素そ材ざいの豊ゆたかさと水中という環かん境きようのおかげで、地上の神殿などより、全体がきらきらしているくらいだった。それでも、いまは主あるじのケットが沈しずんで閉とじこもりきりだから、やはりそこは見た目の華はなやかさと裏うら腹はらに──どこか物悲しさが潜ひそんでいた。

「…………」

　嘆たん息そくしても、何なんにも変わらないのに、と首を振ふる。ここは建物に入っても水の中だから、ケットの髪は頭の動きにのんびり続いて、ゆらゆら揺ゆれてたなびいた。

　珊瑚や貝や宝ほう石せきで煌きらびやかに整えられた玉ぎよく座ざも、いまは眩まぶしすぎて座すわりたくなくて。

　ケットは玉座の裏に回って、もう何日も、こうして膝を抱えて過ごしていた。

（リディ……どうしてるんだろう……）

　せめてシスルーンに行ってリディスに会えたら、まだ少しは元気になれるのに。

　ここ数日はなんだか様子がおかしくて、シスルーンを手た繰ぐることが出来ずにいるのだ。

　だから余よ計けいに落ち込こんで。

　他に考えることも考えたいこともなく、ずっとリディスのことばかり考えていた。

　そうして自然と繰り返し思い出してしまうのは、

　──ふたりで子どもを創つくった、あの日のこと。
















「うっわぁ……やっぱり高いね……」

　シスルーンの『墓ぼ標ひよう』の樹きの天てつ辺ぺんで、リディスとケットは並ならんで遠くを見み渡わたしていた。

　王おう城じようの屋上から遥はるか先にそびえて見えていた、周囲の木々と一線を画すこの大たい樹じゆに「行ってみたい」と言い出したのはリディスで、下まで来たら今度は天辺に登りたがったのもも、やっぱりリディスだった。

「リディ、ちゃんと足元見て立ってよ。落っこちたら大変だよ」

「大だい丈じよう夫ぶだよ。落ちても、ケットがいるもの」

　にこにこ笑いながらそんなことを言う。

　海神として、無心に信しん頼らいされることには慣なれているはずなのに、なんだかひどく嬉うれしくなって、リディスが足を滑すべらせても平気なように繫つないだ手をぎゅっと強くして気き構がまえた。

　そんなケットの様子には気付かぬ様子で、リディスは相変わらず頭をあちこちめぐらせながら危あやうげに足を運んで、ケットをはらはらさせる。

「向こうに見える王城より、やっぱりこの樹のほうが全然高いんだね。お城しろは高台にあるのに、ここからだと向こうの方が少しだけど下に見える」

　言って、今度は空いている方の手を上空に伸のばす。

「なにしてるの？」

「こんなに高いんだから、雲とか星に届とどかないかなと思って」

　それを聞いて、ケットはさすがにくすくす笑い出した。

「なにがおかしいの？」

「リディがあんまり可愛かわいいからよ」

　そう言うと、さすがにむっとした顔になって言い返してきた。

「ぼくは男の子なんだから、可愛いなんて言われても嬉しくなんてないよ」

「ごめん」笑いながら謝あやまるとますます憮ぶ然ぜんとした顔で顔を背そむけられた。と。

「あ、ケット見て見て」

「え？」

　示しめされた方を向くと、それはずっと下方。王城と、この『墓標』の中間辺りに位置した場所に──

「月だよ」

　頭のずっと上に昇のぼっている月が、木々の隙すき間まに覗のぞいた小さな水面にも、ちょうど映うつって揺れていた。

「池……泉いずみかな？」

　ケットが呟つぶやく横で、リディスがはしゃぐ。

「こんなに木ばっかりのところで、あんなに上手に木が避よけてここから月が映って見えるなんて、すごい偶ぐう然ぜんだよね。裏庭に幾いくつか泉があるのは知っているけど、上からだとどれだか分かんないな……」

「なんなら、降おりてみる？」

「んー……いまは、いいや。せっかくだから、今度一いつ緒しよに下から行こうか？」

「結局行くの？」

　変なのって思った。

　人間は寿じゆ命みようが短いんだから、出来るときにしたいことは全部しちゃえばいいのにって。でも、それを言ったらリディスはなんだかおかしそうに笑ってこう言った。

「楽しいことをすぐに全部やっちゃうのもいいけどさ、楽しいことを楽しみにするのも、違ちがうふうに楽しいんだよ」

　ケットが首を傾かしげていたら、リディスはまた可愛いことを言ってきた。

「そうだなあ、たとえばだけど……ケーキの上にのった苺いちごとか、ケットはいつ食べる？」

「？　端はしから食べて。そこに差し掛かかったらよ」

「……斬ざん新しんだね……」と普ふ通つうのことなのにひどく目を丸くして、「ぼくは、はじめに食べちゃうより、最後に一口で食べるよ。そのためにとっておくの。……もっと欲ほしいって言えば苺くらいはいくらでも出てくるけど、そんなことしても楽しくないから。その一いつ個こを大事に食べる」

　ね？　と言われて──それでたとえ話は終わったらしい。

「ええ？　リディいまのお話どこが〝たとえば〟なの？」

「だから、いつでも食べれる苺だって、そうやってあとのお楽しみにするでしょうって話だよ？」

　ケットは堪たまらなくなってあははと声に出して笑ってしまって、せっかく直っていたリディスの機き嫌げんをまた損そこねてしまったのだった。

「いいわ、今度一緒に行こう──」

　と、そこで不意に小さな雲が月を覆おおって、辺りが暗くなる。泉の月も一緒に消えた。

　消えてしまった。

「────」

　ケットは不ふ意いに焦しよう燥そうにかられて、リディスに囁ささやいた。

「……ねえリディ……約束、叶かなえようか？」

「え？……いま？」

「うん」

「でも……」

「結けつ婚こんはまだ無理だけど、子どもはいつでも創つくれるよ。ね、創ろう？」

　唐突なケットの申し出に、リディスは首を傾げながらも、あっさりと頷うなずく。

「いいよ」

　それから、あ、と言う。

「──でも、ぼくたち子ども同士なのに、もう子どもを創れるのかな？」

「わたしは神様だよ」

　ケットは、えへん、と胸むねを張はる。

「子どもの創り方くらい、知ってるよ、リディこそ……」言って、ケットはリディスに訊たずねてみた。「……どうするのか知っている？」

「ぼくはちゃんと知っているよ」

　リディスの方も胸を張って言う。その言葉にケットは安心して頷いた。

　自分は神様流のやり方は幾いくつも知っているけれど、人間がどうするのかはよく知らなかったから、リディスが知っているというのなら安心だ。それに従したがおうと思った。

「なら、大だい丈じよう夫ぶかな」

　もっとも、今の自分たちの幼い身体からだでは人間の子どもは創れないから、どのみち創るのは神様の子どもで、結局方法なんてどんなものでもいいのだけれど。

　神様が子どもを創るのに、方法なんて選ばないから。『こうして創ろう』と決めたら、それが正せい解かいなのだ。

　ふふ、と微わ笑らう。

「わたしたち、おとうさんとおかあさんになるんだよ」

「……結婚してないのに、いいのかな？」

　リディスが思いついたように言う。

「いつかするんだから、大丈夫でしょ。──どうせ子どもが完成するまでには、長い時間がかかるんだから、早めくらいがちょうどいいよ」

「そうかな」とリディスはよく分からない顔をしつつも頷いて、じゃあ、と繫つないだ手を一度離はなす。その拍ひよう子しにリディスが足を滑すべらせたりしないかと、ケットは内心ではらはらした。そんなケットをよそに、リディスはとりたてて危あぶなげな様子もなくこちらに向き直って、ケットの両りよう肩かたに手を添そえた。

　そのかしこまった様子がなんだかおかしくて、ふたりでくすくすと笑い合う。

「目を閉とじて」

　リディスの言葉に、ケットはきょとんとする。

「？　どうして？」

「だって……そういうものなんだよ」

　間ま違ちがってないよと言いたげに、リディスが説明してくれた。

　それはケットが初めて聞く方法で、ケットは年下のリディスを見直して「そういうものなの？」と感心の声を上げた。

　するとリディスは自信ありげに頷いて、

「間違いないよ。父上と母上もよくそうしているもの」

　と言った。ケットはその仕組みを頭の中できちんと整理すると自分たち用に組み替かえる。その準じゆん備びを終えると、確かく認にんするように頷いた。

「──じゃあ、そのやり方で創ろう」

「うん」

　リディスは頷いて、もう一度はじめの台詞せりふを口にする。




「──目を閉じて」




　視し界かいからリディスを消してしまうのは不安で、その服の端はしをしっかりと摑つかんでから、

「……はい」とケットは、素す直なおにそれに従った。

　瞼まぶたの先に影かげを感じて、唇くちびるに、そっとリディスのそれが重ねられた──







（それだけ。──それだけで〝エリス・ウィレス〟は生まれた）

　ケットは、膝ひざに顔を埋うずめたままで、頭あたまを振ふった。

（違う……）

　まだ生まれたわけではない。創っただけ。これから時間をかけて、ゆっくりふたりで見守って、やがて本当に〝生まれ〟る頃には、リディスもケットも大人になっていて、約束を全部叶えるために結婚して、ふたりで倖せに暮くらす、それだけのつもりだったのに。

　リディスは人間だから、ケットが瞬またたきする間に寿じゆ命みようを迎むかえてしまうのなんて分かってて、それくらいは我が慢まんしてみせるつもりだったのに──

（あんなに楽しみにしていた約束が、丸ごと駄だ目めになるなんて思わなかったよ……！）

　たったひとつの救いは、子どものことだった。

〝エリス・ウィレス〟。あの子はもう創つくってしまった。それだけは仕方のないことだから、きっと許ゆるされる──誰に、というわけではないけれど。

（〝エリス・ウィレス〟……あの子だけが、もうわたしとリディの、約束の名残なごり）

　せめてそれだけは、大切に守っていこう──と、

　ぐいっ！

「やっ!?」

　いきなり、漂ただよっていた無む防ぼう備びな髪を引っ張ぱられて、ケットは悲鳴を上げる。

「な──なにするのよ！　誰も邪じや魔ましないでって言ったで──」

　抗こう議ぎをしようと顔を上げると、そこに立っていたのは普段はここには来ないシャルだった。

『あんたねぇ！　いつまでこんなとこで名実共に沈しずんでんのよ！』

　シャルの声は、水の中ですこしくぐもって聞こえた。

　なんとなく気まずくて、目を逸らして言い返す。

「いいじゃない……わたしがわたしの住すみ処かでなにしてようと……シャルには関係ないし……」

『ああそう!?　じゃあ私とアルマで向こうに行くけど、あんたは置いてきぼりね？』

「──!?」

　ケットは、慌あわてて顔を上げて、気付く。

　見えなくなっていたシスルーンに行く道が、いつの間にか頭に戻もどっている。

　思わず顔を綻ほころばせるケットに、シャルは呆あきれたみたいな溜ため息いきをついて、言った。

『一いつ緒しよにリディたちのところ、行くんでしょ？』

　ケットはここが水中で良かったと思いながら涙を浮かべて、頷うなずく。

「──うん」







　第三章　あの日の夢に重かさねて。







　　　　記き憶おく────アストリア




　闇やみ。

　昏くらがりに小さな光こう明みようが射さす。

　久ひさしく──歳さい月げつを失っては間もないけれども久しく思える程てい度どには──すべてを失っていた何かは、それに爪つま弾びかれたように存そん在ざいを新たにして取り戻す。

　それが大地になった。

　めまぐるしく変化をした。

　何ど処こからか溢あふれてきた水をその身に湛たたえ、草木は萌もえて。

　世界に生命が溢れて。次し第だいに人の時代になる。

　数多あまたの小国が生まれ滅ほろびやがて、ひとつの国になる。

（シスルーン……）

　また時が幾許いくばくか過すぎ──オルフィナは高みから世界を見ていた。

　虚こ空くうの中にぽつんと浮うく、さして工く夫ふうもないような小さな世界。

　ごつごつといびつな大地は荒あら削けずりで、平らな面に精せい一いつ杯ぱいの命をのせて。

　大陸の中央を少し外れた辺りに、自然と目がいく。そこには卵たまごを吞のんだ短い蛇へびのような形の海がある。

　空には数多の星がちりばめられて、月と太陽が交こう互ごに巡めぐる。

　それだけ。世界の安定と発はつ展てんを司つかさどる何者もなく、ただそこにあるだけの──世界。

　オルフィナは、顔を歪ゆがめて少し嘲わ笑らう。

（なんて──）

　なんて浅はかなつくりだろう。

　これはいつかの再さい現げんだから、意い志しで留とどめることも出来ずに──身体からだはそのまま下へと落ちて行く。ゆっくりと、近づく大地の夜の緑。




　まっすぐにまっすぐに、かつての自分が惹ひかれるように降ふり落ちるのは、

　世界の中で、最も眩まばゆく輝かがやいている──王おう宮きゆうの一角。

　豪ごう奢しやに構かまえられ、幾いくつもそびえる大きなお城しろたち。

　そのひとつにある小さなバルコニー。そこへ、やがて静かに降おり着いた。

　なぜそこを選んだのかは分からない。偶ぐう然ぜんなのか、必然なのか。そんなことを考える頭もなしに、ここでなら、きっと安らげるはずだと根こん拠きよもなく安あん堵どした。

　そして新しい身体の疲ひ労ろうのまま、何も考えずにその場で意い識しきを放った。




　少しして。揺ゆり起こされる気配に目を開けた。

　まっさらな頭に、過か去こはなかった。




　──そして女め神がみは王子と出で逢あう。
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（止やまない……）

　上から下へ。変化なくただまっすぐに降る雨をぼんやり見み詰つめて、オルフィナは耳を澄すませた。

　静かな雨は自身の音さえ覆おおうように、静かに静かに水を落とす。

　バルコニーの手すりから下方に繁しげる木々を見下ろせば、枝えだ葉はを叩たたく雨音以外に立つ音はない。

　風がないのだ。

　シスルーンでは季節の変わり目には風が吹ふく。今であったら夏から秋へ、季節を運ぶ綾あや風かぜがそろそろ吹いてもいいはずだった。

「…………」

　言葉もなくて、オルフィナはまた視し線せんを上げる。夜よ更ふけだ。

　陽ひはまた朝と夜を交こう互ごに知らせるようになった。──但ただし不ふ規き則そくに。

　だから今日はずっと月だけが浮うかんで、太陽の昇のぼらない夜のような一日だった。

　月と星が瞬またたいていながら、依い然ぜんとして雨は降り続いて。風はどこにもなくて。

（もうこのまま──）

　世界は静かに変化をなくすのだろうか。季節の移うつろいも何もかもを止めて、

「……終わって、しまうのかな……」

　あてもなく呟つぶやいて、は…と息を吐はく。夏の盛さかりだというのに濡ぬれた身体のためにかやけに寒くて、口元に手をやった。たぶん今自分の顔は青白い。

　それは決して寒さのせいではなかったが。

　視線を少し上げて前方に移す。夜の雨は闇に溶けて、遠くまでは見み渡わたせない。

　──シスルーンと呼よばれる国を抱だいたこの小さな世界は、幼おさないアストリアの願いと夢ゆめとで創つくられて。形になっただけでも奇き跡せきだった。土台のない建物が容易たやすく崩ほう壊かいするように、稚ち拙せつなこの世界が容易く壊こわれてしまうのは……

「仕方のないこと……か」

　また溜ため息いきを繰くり返すのも馬ば鹿からしくて、前まえ髪がみから滴したたる雫しずくに目線を移す。

　夏の雨は優やさしいと言ったのは誰だったか──

　と。

　物音がして、オルフィナは少し笑って振ふり向いた。

　相手が誰で、どんな顔をしているのかは見る前に分かっていた。

「──ディー」

　開け放していたバルコニーに続く大おお窓まどの枠わくに手をかけ、呆あきれた顔で立っていたのは予想通りの彼の姿すがた。




「だからさ、何となく濡れたい気分だったんだって」

「…………」

「こう、雨続きで外に出てないなあ、とか思ったら身体が勝手にさ、ね？　だから──」

　背はい後ごでむっつりと押おし黙だまったまま、オルフィナの髪をタオルで乱らん暴ぼうに拭ぬぐっているディオンにオルフィナは必死で言い訳わけをする。

　あのあと、バルコニーでずぶ濡れになって惚ほうけていたオルフィナはディオンにすぐさま湯ゆ殿どのに追いやられ──身体からだを温め戻もどってきたらこの風ふ情ぜいだ。

　褒ほめられたことをしていたとは思わないが、無言の圧あつ力りよくに居いた堪たまれなくなる。

「ね……そんなに怒おこらないでよ」

　鏡台の鏡越ごしにディオンを窺うかがうのをやめて、振り向いて言う。

　ディオンは自然止まった手を引いて、やっと苦く笑しようを見せた。

「怒っているわけじゃないんだけどな」

　ほら前向いて、と顔を戻され、鏡越しに視線を合わせて続ける。

「……まあ呆れてはいるけれど」

　ちくりとやられて、オルフィナは気まずげに目を逸そらす。

　それにふっと笑い声が聞こえて視線を戻すと、湿しめり気は取れたのかタオルから櫛くしに手持ちの品を換かえて、オルフィナの艶つややかな黒髪に意識を向けたままディオンが言う。

「──俺は、さ。フィナが元は神様だとか、そういう俺には分からない部分をいろいろ持っているのは理り解かいしているつもりで……それでも傍そばにいたくて今を選んだわけだから、言いたくないことは無理には訊きかないし、これまでもそうしてきたつもりなんだ」

　いきなり何を言い出すのかが分からなくて、オルフィナは首を傾かしげる。と、櫛が遊ぶと動作したことを叱しかられた。おとなしく頭を戻して、続きを待つ。

「でも……だからってなにもかも気付かない振りはさすがに無理だよ」

「ディー……なにを」

　戸と惑まどうオルフィナに、ディオンは鏡越しに少しの苦笑を見せる。

　梳すき終えた櫛を置いて、後ろからオルフィナに腕うでを回した。掌てのひらで顔を覆おおわれ、鏡越しにさえディオンの姿が見えなくなる。

「近ちか頃ごろお前がおかしいのは仕方ないと思って我が慢まんしていたけれど……そのうえリディスまで揃そろっておかしくなっているのは、いったいどういうわけだ？」

　オルフィナは、ぎくりと身体を強こわ張ばらせた。背後から、そっと溜息の音。

「やっぱり、なにか知ってるんだな。俺だけ置いてきぼりだ」

　ふてくされたような声に、目を覆われた理由が分かって、つい少し笑う。

　拗すねた顔を見せたくないだなんて子どもみたいだ。

「……隠かくしていたわけじゃないんだ。ただ……言い辛づらかっただけで……」

「言い辛い？」

　そうだよ、と微わ笑らう。それから──覚かく悟ごを決めたように、告げた。




「リディスに、全部知られたよ」




「──え？」

　戸惑うディオンの声。オルフィナは続ける。

「知られたというか──知っていた、が正解かな。ぼくらの過か去こを、女め神がみと王子様のお話として知っていたんだ」

　ディオンはオルフィナの目元を覆っていた手を外して、驚おどろいた顔でこちらを覗のぞき込こむ。

「知っ……!?　いや、そもそも誰がそんなことリディスに教えられたって言うんだよ」

　公言して回ったことなどない。自分たちの胸むねのうちにだけ秘ひめている過去だから、ディオンの疑ぎ問もんはもっともだ。同じ疑問を持ったオルフィナは頷うなずいて返した。そうして、自分が思い当たったことを告げる。

「ひとりだけいるよ。ぼくらのことを知っている人」

「……？　あ！　カムタ……か？」

　オルフィナは頷いた。

　かつて自分がアストリアだった頃ころに生まれた時からずっと傍にいた片かた割われの天馬ペガサス。そんな彼は今では人の姿すがたをして王おう宮きゆうで暮くらしているのだ。

　自分たちの秘ひ密みつの過去も、彼ならば物語にして紡つむげるだろう。

　ただ……とオルフィナは首を傾げる。

「リディスが『女の子に聞いた』って言ってたのが気にかかるんだよね……友達の誰かからの又また聞ぎきってことなのかなと思ったけれど、あの無口な彼がそうあちこちで子ども相手にお伽とぎ話ばなしをするかなあ……ぼくらのことを話したっていうのは、他ほかに物語なんて知らないせいにしてもさ？」

「でも、他にいないだろう？　フィナが神様だとか、そんな突とつ飛ぴな事実を知っている人間なんて。この世界には」

「うーん……まあ、そうなんだけど」

　いまひとつ納得がいかずにいると、ディオンが首を傾げて言う。

「にしても、ならリディスの様子はなんなんだ？　なんて言うか……反はん応のうが中ちゆう途と半はん端ぱすぎないか？　もっとこう……驚くとか怒るとか笑うとかしてもいい気がするんだが……」

　笑うはないんじゃない？　とオルフィナは前置いて、

「物語の中の王子様──ディーに対しては特に思うところはないみたいだよ。女神の方こそリディスには許ゆるせなかったみたい。……で、三日前の夜、アストリアがぼくだと知って──」

　オルフィナは自然と声を失なしていく。

　思い出すのは、あの晩ばんのこと。




『──アストリア、様……？　母上が……ですか？』

『そうだよ』

『女神様で、人間になった……？』

『そうだよ』

『王子様と世界を天てん秤びんにかけて、王子様を選んだ？』

『……そうだよ』

『王子様と世界と自分のために、子どもを使った？』

『──そう……だよ』




　そんな、短い遣やり取りだけがあった。それがすべてで……その後リディスは、そのまま目も合わせずに部屋へと戻って行ってしまって、その翌日からもう三日、まともに口をきいていなかった。リディスがオルフィナを露ろ骨こつに避さけたりしているのではない分、傍はた目めには少し様子がおかしい程てい度どに映っているだろうが。

「女神様に対する不満を、ぼくに向けていいのかどうか悩なやんでいる感じ……なんだろうな」

　笑えないまま苦く笑しようする。

「フィナ……」

「やだな心配しないで。大だい丈じよう夫ぶだから」

　そう言うと、柔やわらかい苦笑の気配。後ろから回された腕うでの力が強くなる。

　オルフィナが虚きよ勢せいを見せているに過すぎないことなんて、ディオンには丸分かりらしい。

「……甘あまやかさないでよ」

　苦笑混まじりにそう言うと、ディオンの腕をするりと抜ぬけて鏡台の前から立ち上がる。

　鏡の前で二重に見られていたのでは、さすがにいろいろと言い辛づらい。

　傍かたわらの窓まど辺べに数歩寄よると、自然とディオンに背せを向けるかたちになれた。

「責せめられることなんてはじめから分かってた。それでもディーの傍にいたくて、それを自分で選んだんだから。だから、平気──」

　言葉の途と中ちゆうで、不意にディオンに手を捕とられた。

　オルフィナは慌あわてて顔を逸そらそうとするが、結局振ふり向かされてしまう。隠していた表ひよう情じようがあらわになる。吐と息いき混じりの、ディオンの指し摘てき。

「噓うそつき」

　泣きそうな顔を見られて、唇くちびるが震ふるえた。

「噓、じゃ……ないよ。そりゃ、いまはちょっと痛いたいけれど。でも我が慢まん出来る。これは約束された痛みだったんだから、ちゃんと受けなきゃ駄だ目めなんだから」

　そういう意味で『平気』なんだよ、と微わ笑らう。実じつ際さい、リディスのことはもう少し時間が経たつのを待つくらいしか、いまは出来ない。どうせこの後、ディオンはオルフィナを庇かばうことを言う。だから反はん論ろんをさせないつもりで、続けて別のことを言った。

「だから……うん。ぼくがここしばらく気にしているのは、もっと別のこと」

「別？」

「うん……」

　言ってしまってから、どうしようと思う。

　何の不ふ審しんも抱いだかず過ごしているディオンに、世界の終わりが近づいているかも、だなんて──まさか言えない。

　その時。

「あ……」

「と」

　ぐらり、と地じ揺ゆれ。考えにふけっていたオルフィナはふらついて、ディオンに支ささえられた。なんとなく、視し線せんは自然と窓の外に向かった。

　かたかたかた……家具の鳴る音を耳にしながら、オルフィナは強く手を握にぎり締しめる。

（そんな簡かん単たんに、世界のすべてを閉とじなくてもいいじゃないか──！）

「どうした？」

　ディオンに訊たずねられ、オルフィナは、はっと顔を上げた。取り繕つくろうように微わ笑らう。

「……最近、地揺れが多いなと思って」

「フィナ。言いたくないなら、せめてそう言ってくれ。俺はそれでも納なつ得とくするから」

　吐息混じりの苦笑に、ぐっとつまる。見通されている。目を逸そらしながら、ごめん……と呟つぶやいた。そうして、その強い優やさしさを見習えたらと思った。自分はディオンのように、気がかりごと全部を包んでなお笑うなんて、とても出来ない。

　だからいま、世界のことだって。ひたすら気にかけるばっかりで……

（何も知らない顔をして笑って暮くらせるほど、ぼくは強くも弱くもない──）

　そこまで考えて、ふと気付く。思わず瞳ひとみを大きくした。

　出来ることだって、ひとつくらいはあった。オルフィナはディオンに言う。

「──ねえディー……ぼく、暫しばらくお休みを貰もらっていいかな？」

「え？」

　オルフィナの唐とう突とつな言葉に、ディオンは首を傾かしげる。

「確たしかめたいことがあるんだ──確かめられるか分からないけれど」

　困こん惑わく気味のディオンの腕の中で、その背に腕を回して抱だきついた。

「言えないこと……の中で、ちょっとだけ、心配なことがあるんだ」

「心配なこと？」

　オルフィナは頷うなずいた。これ以上は言えない。言わなくてもいいことだから。

　顔を上げれば、不安そうな顔。誰より見み慣なれたその姿すがたを自分の瞳に映うつして、微笑ほほえむ。

「ディー……大丈夫だから」

　微笑う。笑える。大丈夫。

　金の髪かみ、青い瞳。優しい笑顔とたくましい腕。まっすぐで、時とき折おり子どもっぽい、

　──いちばん好きなひと。

「出来ることをするだけ。心配しないで」

　きっと、なんとかしてみせるから。




　雨は止やまない。風は吹ふかない。それを誰も疑うたがわない。

　でも。

　自分はそれを分かってる。
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　糸雨がはらはら降り籠こめる夜に、何処いずこともなく虫の声。

　シスルーンの王おう宮きゆう裏うら手ての『世界の果て』の傍かたわらにそびえる大たい樹じゆ──『墓ぼ標ひよう』の樹上で、ケットとリディスは大きな枝えだに腰こし掛かけて身を寄よせ合ったまま、ぽつりぽつりと言葉を交かわし合う。シャルたちの前では胸の内にしまっている、内ない緒しよの話だ。

　ケットとリディスが特別仲良くしていることは、シャルやアルマにはとっくにばれてしまっているようだけれど──まさかふたりが子どもを創つくっていることだとかは知られていないはずだから、悲しい顔や辛つらい顔はふたりきりのときだけにして、皆の前ではリディスもケットも、もう努めて平気な振ふりをしているのだ。

　だからか余よ計けいに、ふたりの時にはこうして、少し重い空気をひきずった。

「──勘かん違ちがいをしていたの？」

「そうだよ。本当の母上がこの樹の下に埋うまってると思っていたのに……母上が、アストリア様で、ケットたちにとっても母上だなんて、思うはずないじゃないか」

「でもわたし、この前は普ふ通つうに、今いるふたりを指して『父様』『母様』って言っていたわよ？」

「〝ぼくの両親〟って意味での『父様』『母様』だと思ってたんだ」

　リディスの吐と息いきにケットは、ああ、と頷いた。

「……そっか、ごめん」

「別に、ケットが謝あやまることじゃないよ」

　繫つないだままふたりの間に置かれた手は、雨のおかげでひんやりと冷たい。それで余計に、触ふれている相手の熱がじんわりと伝わってきて。それがなんだか切なかった。

「…………」

「…………」

　耳じ朶だを打つ静かな雨音。

　頭上に広がる幾いく重えもの枝えだ葉はのおかげで、ふたりのもとにまで雨が届とどいてくる様子はない。

　リディスは、また呟くように口を開いた。

「信じられないことがいっぱいで、頭がくらくらするよ……」

　ケットのことや、これからのこと。両親の過か去こと、とりわけ女め神がみだった母のこと。そしてこの子──と空いた手で樹木の枝を撫なぜてみる──〝エリス・ウィレス〟のことも。

　このあと、ちゃんと樹きから生まれたら、オルフィナたちにも会わせてみたいと思っていたのに。……姉弟きようだいで子どもを創ったのだと知った今となっては、まさか報ほう告こくなんて出来なくなってしまった。そこで、ふと疑ぎ問もんが浮うかぶ。

「ねえケットたちは神様で、ぼくがその弟なら、……ぼくも本当は神様なの？」

　リディスの問いに、ケットは首を振った。

「違うわ──母様は元女神だから。

　わたしたちを産んだときに、神様の力は全部わたしたちが継ついじゃったのね。だからリディを産んだときには、もう母様は普ふ通つうの人間で。だからリディも普通の人間」

「へえ……そうなんだ」

　何となく自分の身体からだを見下ろして、変な感じ、と思う。

　夜の静けさの中に、また言葉は沈しずんで落ちていく。




「……ねえリディ、わたしたちにとってはリディたちのこの世界が『夢ゆめの国』だけれど、リディたちはわたしの住むディルヴァロッヅを同じように夢の国と呼よぶじゃない……？」

　吐息混まじりの囁ささやき。

　リディスは遠くに見ていた真夜中のお城しろの影かげから、ケットに視し線せんを戻もどす。

「どっちが本当だろう？……ううん、たぶんどっちも本当よね。

　……でも、常つねにどちらかが夢だなんて……それならわたしたちが揃そろって目覚めて暮くらすためには、一体どこにいればいいんだろう……っ」

　ケットが唇くちびるを嚙かむ。リディスは繫いでいない側の手で、その唇に触ふれた。

　唇を嚙む癖くせは唇の形を崩くずすから、特に女の子はしてはいけないと妹のレノアが言われていたことを思い出す。静かに触れるだけで、自然とその強こわ張ばりは解とけていった。

　こちらを見返すケットの潤うるんだ瞳ひとみにそっと笑ってリディスはそのまま告げる。

「……夢なら夢でずっと醒さめなければ？　ぼくはそれでもいいよ。ケットとぼくも、こうしてずっとふたりで寄り添そってさ」

「こうして、わたしとリディとがずっとふたりで？」ケットは、くすりと微わ笑らって、

「そんな世界なら……うん。夢でもいいね」

　また短い沈ちん黙もくがあって、ケットが目を逸そらすようにして項うな垂だれる。

「……ごめんねリディ。……わたしが、子ども創ろうなんて言わなければよかった。そうしたら、姉弟で仲良しで、それだけだったら、こんなに苦しくなかったのに」

「さきに結けつ婚こんしようねって言ったのは、ぼくだよ」

　ケットは否ひ定ていするように首を振ふった。

　リディのせいじゃないものと言って、また言葉を重ねる。

「……本当はね。今でも時々すごく不安になるの。わたしたちがリディの世界に来るのはいけないことだし、本当なら叶かなわないことなのよ？　それが普ふ段だんはあんまり当たり前で、どうしても忘わすれそうになるけれど……たまに、気付いちゃうの。夢から醒めて、リディに二度と会えない日が来たら？　って」

　リディスは驚おどろいて目を丸くする。

「会えない、って……どうしてそんなこと……!?」

　これまで幾いく度ども積んだ逢おう瀬せが、いまさら途と切ぎれる理由がどこにあるというのだろう。

「──世界ってね、本当に『夢』みたいなものなのよ。リディが眠ねむって見る夢はどんなふう？　やっぱり自分が全然知らない世界を見たりもするよね。わたしたちがシスルーンに来るのは、それを辿たどってくるようなものなの。だから……」

　言いながら、ケットは浅く息を震ふるえさせて、きつく目を閉とじる。

「もしかしたら、目が醒めたらもうわたしの何ど処こにもなかったりするの。思い出せなくて、忘れて、知らなかったことになって、おしまい。そんなことが、本当にあるの」

　リディスは、呆ぼう然ぜんとケットを見る。ただ遠い場所にあるのだと思っていたディルヴァロッヅが……届とどかないほど遠くに思えて、眩暈めまいがした。

　それでは本当に──〝夢〟の国だ。

「……世界が違ちがうって、そういうことなの。楽しい夢も哀かなしい夢も、目が醒めたら泡あわみたいに溶とけて消えて……だから。うん……だから子どもが欲ほしいと思ったのかもしれない。──リディとわたしが、確たしかに一いつ緒しよに過すごした証あかしに」




　　　　＋　＋　＋




　ディルヴァロッヅの青い空から、シャルは、とんっと地上に降おり立った。




　辿り着いたその目的地は、辺りを深い森に囲まれた、大して特とく徴ちようもないような神しん殿でんだった。

　大地の神殿──現げん在ざいでこそ大地神アールマティのものだが、そもそもは先代であるアストリアを囚とらえるがために造つくられた場所だ──は、入口となる大おお扉とびらを開ければ、がらんどうの一室だけがある建物で、とても三大神の一ひと柱はしらを担になう大地神のための神殿とは思えない簡かん素そさだった。

　時折思い出したように、足元に水が浅く満ちるのを除のぞけば、壁かべくらいしか目に止まるものもない。そんな、シャルにとっては退たい屈くつ極きわまりない場所。

　それでも、誰かさんにとっては本当に大切な聖せい域いきらしい。




　ぎぃ……と重たい鉄てつ扉とびらを開くと、真ま闇やみに満ちたその部屋に光が射さした。

　中を覗のぞけば、大きいはずのその影かげが、広い空間にぽつんと見えた。

（また、ここにいた）

　夜目がきくぶん、却かえって光の変化に疎うといのかもしれない。クロノスはシャルが現あらわれたことにも気付かない様子で、相変わらずどこかを見たまま佇たたずんでいるだけだ。

「…………」

　声を掛かけるのが少しだけ躊躇ためらわれる。切実な立ち姿すがた。

　遠望するような眼まな差ざしは、きっといつかの日を見てる。

　短くはない時間をここでアストリアと共に過ごした記き憶おくは、きっとずっと失なくさない。これからだって変わらずずっと、懐かい古こに浸ひたって、そのいつかを大切にするのだろう。

　澄すんだまっすぐなその緑りよく眼がんは、暗がりの中で光を返してとても綺き麗れいで。シャルは思わず見み惚とれそうになる。そして、思う。

　──その視線の先にいるのがアストリアでなかったら、そんな色は見せないくせに。

　そう気付くと、途と端たんに邪じや魔まをしたくなった。

　シャルは口を開いて、はじめに留とどめた言葉を口にする。

「──また、ここにいたの？」

　呆あきれたように言ってやった声に、返ってくるのは、なんとも緩ゆるんだクロノスの笑え顔がお。




「──アナンシャル」




　呼よびかけられて、シャルはむっとして返す。

「そんな名前で呼ばないでよ」

「だって、これは君の正式な……」

「そんなことじゃないの！　どうしてもそう呼ぶのなら、私もあなたをヴァットヴィレールって呼ぶわよ」

　空神としての正式名で呼ばれたことに気を悪くして言ってやれば、情なさけないほどうろたえる。言葉にならない言い訳わけをもごもご言うのに、可お笑かしくなった。

「噓うそよ。なんて間ま抜ぬけな顔してるの」

　シャルは苦く笑しようして、それからまた意地悪になると分かっていて続ける。

「……母様と同じ顔で母様に貰もらった誓せい名なを蔑ないがしろにされるのは、そんなに辛い？」

「ア…じゃない……シャル」

　暗い顔をされて、目を逸そらした。

　普ふ段だんは愛あい称しようで呼んでくれるクロノスが、不意にシャルたちを正式名で呼び出すのは、押おし並なべてここに籠こもった後だった。大切な想おもい出と、深く刻きざまれた慕ぼ情じようにかられて、かしずく立場を重んじた行動を取りたくなるらしい。結局理由はアストリアだ。

（クロノスの母様贔屓びいきは、今に始まったことじゃないって分かっているけれど）

　いい迷めい惑わくだ、とシャルは思う。そんな気まぐれで扱あつかいをころころ転変させられるのもそうだが、それに振ふり回される自分も気に食わなかった。苦笑して告げる。

「意地悪言ったわ。でも……クロノスも意地悪だからよ。私がクロノスを好きなこと、知っているくせに──」

　知っていて、こんなに分かりやすい比ひ較かくをくれるのだから。

　こちらの言葉を丸のまま理り解かいしているだろうに、わざわざ要いらない返事をくれる。

「そんなに好かれるのはありがたいよ。おれは君らが望めば生しよう涯がいを、ずっと君らのために使うつもりでいるから」

　そういう意味ではないことを知っていて、これだ。溜ため息いきが漏もれる。複ふく数すう形けいになっていることがまた絶ぜつ望ぼう的で泣けた。もっとも、だからと身を引くつもりもなくて、シャルは近ちか寄よってその太い首に腕うでを回してしがみつく。ごつごつした顔の輪りん郭かく。そのくぼみに頰ほおを寄せる。

「意地悪を続けないでよ。そういう〝好き〟じゃないのは分かっているくせに」

　頰ほお擦ずりをすれば、その馴な染じんだ感かん触しよくに自然と笑顔になれた。

「──この陽ひ射ざしに暖あたためられた日向ひなたの岩みたいな鱗うろこの肌はだが好き。空を飛ぶときに力強く羽ばたく翼つばさが好き。母様を未いまだに忘わすれられずにいる未練たらしいところも好きだし、私たちを大切にしてくれるところも好き。結けつ構こう短気なくせに私たちには我が慢まん強く付き合ってくれるところも、何より優やさしいところが好き。もう一々挙げきれないくらい全部大好きなのよ。

　ねえお願い。母様の次でいいから、それくらいにはクロノスも私を好きになって」

「そんなの……おれはシャルのことなら疾とうに好きだよ」

　偽いつわりのない言葉と分かっていても、騙だまされたりはしなかった。

「母様の次に、でしょう？　それはいいわ。赦ゆるしてあげる。でもアルマやケットよりも私を好き？」

「それは……」

「ほら、そんなのは嫌いやなの。一番でないのは許ゆるせるけれど四番目と変わらない二番目は嫌なの」

「シャル……」

「困こまった顔をしないでよ……困った顔だって好きだけど、困らせたいわけじゃないんだから。今すぐでなくてもいいから。でもいつか──いつかならいいでしょう？」

　シャルの精せい一いつ杯ぱいの妥だ協きようにも、クロノスは噓うそさえついてくれない。

「おれには、君らを比くらべるなんて──」

「どうしても？　絶対にいくら待っても私だけを見てくれないの……？」

　粘ねばろうとして、やりきれなさに顔が歪ゆがんだ。

「シャル!?　泣かないで……」

　思わず俯うつむくと、クロノスは慌あわてて手を伸のべてくる。それがあまりに苛いら立だたしくて。

　シャルは腕を振り上げる。

　パァン！

「泣いてなんかないわよ！　この──馬ば鹿かっ」

　そう怒ど鳴なって、シャルはばたばたと扉とびらを抜けた。




　神しん殿でんを出て早足で進みながら、シャルは唇くちびるを嚙かむ。

（最っ悪……）

　堅かたい鱗を弾はじいたせいで逆ぎやくに痛いたくなった自分の掌てのひらを見て思い返す。ひっぱたいてやったクロノスの、呆ぼう然ぜんとしたあの顔。シャルが泣いたことよりも──アストリアと同じ顔を泣かせたショックが、ありありと見えた。

　こんな時でさえ、あの無む駄だにでっかい頭にはアストリアしか詰つまっていない。

　母譲ゆずりの黒く艶つややかな長い髪かみを意い識しきして、嘆たん息そくする。

（いっそ瞳ひとみも父様譲りの空色でなく母様と同じ血色だったら、〝アストリア〟の代わりくらいには、なれたのかしらね……）

　そんなことを考える。苛立ちから、ばさりと髪をかき上げる。

「…………」

　嘆息して空を見上げれば、目に映うつるのは浮うかぶ白い雲と──自分の瞳と同じ大好きな色。この髪と瞳をくれたふたりに無む性しように会いたくて、『夢ゆめの国』を思う。

　そうして苦笑する。黒い髪だって青い瞳だって本当は、譲れない自じ慢まんのものなのだ。
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「──あれ？」

　不意に、アルマが声を上げた。

「どうかしたの？　アル──あ」

「とと……」

　リディスが聞き返す途と中ちゆうで、答えの代わりがあった。地じ揺ゆれだ。

　ここは普ふ段だんの子ども部屋とは違ちがう、シスルーンの王おう城じようの監かん視し塔とうの小部屋だった。

　少しほこりっぽい匂においのするこの部屋は、それでも掃そう除じがされていない様子ではないから、これは人に使われていない歳さい月げつの匂いなのだろう。

　夜になってすぐの頃ころに三人揃そろって現あらわれたシャルたちと、せっかくだからお城しろの探たん検けんのようなことをしてみたのだ。見つからないようにこそこそ移い動どうするのは、いけないことをしているみたいですごく楽しかった。そうしてこの城でいちばん高くに位置する場所に辿り着いて、誰にも使われていないようなこの小部屋を探検の終着地にしたのだった。

　明かりは外からさす星のものと、持ち込こんだひとつの燭しよく台だいからだけなので薄うす暗ぐらい。

　四方に四角い窓まどのある部屋で、薄うす汚よごれた四角いカーペットの上に胡坐あぐらをかいてシスティーナを構かまうのがアルマで、ケットとリディスは窓の近くで並ならんで腰こし掛かけていた。

　その反対の窓辺に立って外を見ていたシャルとレノアだけが、地揺れにバランスを崩くずしてたたらを踏ふむ。揺れが治まると、シャルがこちらを向いて首を傾かしげる。

「珍めずらしいわね、この世界で地揺れなんて」

「そう？　最近多いよ。毎日必ずあるもの」

　リディスの答えに、シャルが眉まゆをひそめた。

「……毎日？」

「うん。ここのところもうずっとだよ。だいたい一日に二回とか──」

　と、説明しているリディスのもとに声がかかる。

「おにいちゃん……ノアねむい……」

　ごしごしと目をこすりながら、レノアがリディスの服の裾すそを引いてきた。まだいつもの就しゆう寝しんまでには随ずい分ぶん間があるのに──と思って気付く。数日前から、昼ひる寝ねの時にあまり寝付けないで、その反動のように就寝時間が早まっていた気がする。

　たぶん、いつもの寝かしつけ役のオルフィナが仕事でいないせいなのだろう。ただでさえ近頃は時計の時間と空の様子がちぐはぐで、大人たちさえ時計なしでは生活の流れに困ってしまうとこぼしているのだ。

　今日の空は、少し早まった感じはするものの、比ひ較かく的時間に沿そった色をしているけれど。

「じゃあここで寝ていいよ。ちゃんとぼくが部屋に抱だっこで運んであげるから」

　言って、リディスは、ぽんっと自分の足を示しめした。

「ん～……。うん」

　せっかくシャルたちが遊びに来ているのに眠ねむってしまうのは勿もつ体たいないというような躊躇ためらいがあったようだが──結局睡すい魔まに負けて、リディスの膝ひざに横になった。

　間もなく、すやすやと寝息。

「可愛かわいいね」

　ケットが横から覗のぞき込んでくすくすと微わ笑らう。肩かたを越こえるくらいに伸のばされたレノアの金の髪かみに手を伸ばして、首を傾げる。

「雨の日なのに、いつもどおりなのね？　わたしの髪は湿しつ気けが多いとすごく遊んじゃうのに」

「レノアの髪は、もともとまっすぐなんだよ。父上──ほどじゃないけど母上くらいには。いつも巻まいてあるのは、レノアの衣い装しよう係の趣しゆ味み。金の巻き毛が憧あこがれだったんだ！　って言っていてレノアをお人形さんみたいにするんだ、その人。服ふく装そうもその趣味の延えん長ちようで……いつもピンクとリボンは外さない格かつ好こうになってるでしょう。似に合あうからいいけれど……レノアはちょっと辟へき易えきすることもあるみたいだよ」

「へえ……あ、そういえば、寝間着も必ずピンクとリボンよね」

「筋すじ金がね入りなんだよ」

　頷うなずくと、くすくす笑った。それから、ケットは自分の髪に手を伸ばす。

「でも、そっか……じゃあ、わたしだけがくせっ毛なんだ」

「ふわふわだよね」

　思わず言えば、ケットは微び妙みような顔を見せた。

「いやだな……いつもシャルにからかわれるの。くるくる頭って」

　吐と息いき混まじりのその呟つぶやきに、リディスは不思議に思って言った。

「そうなの？　なんでだろうね。可愛かわいいのに」

　ケットの頰ほおが夜目に分かるくらいに染そまる。

「……ありがと」

　微笑ほほえんでリディスが繫つないだ指先を握にぎると、ケットも笑って。

　そっと肩を寄よせ合った。




　少し離はなれたところで、アルマがシスティーナをからかっていた。

　アルマはシスティーナの頰をつまんで伸ばしたりして、嫌いやそうに歪ゆがんだ眉をつついて笑ったりしたかと思えば頭を撫ぜて。

　満足げに笑うシスティーナに「僕はお前に首ったけだよ」と真顔で言ってのけた。

　そんなアルマの言葉を聞きとめて、窓辺からシャルが突つっ込む。

「あんたね……それ、冗じよう談だんだけにしといてよ？」

「大だい丈じよう夫ぶ。妹として溺でき愛あいしてるだけだよ」

「…………それもどうかしらね？」

　と、余よ所そ見みをしていたのが気に食わなかったのか、システィーナが涎よだれまみれの手をアルマの頰にぺちんと投げる。はたかれて、アルマの顔に濡ぬれたあとが残る。

　それを見ていたリディスたちは、思わず揃って吹き出した。

　アルマは「こら」とシスティーナの頰をまたつまんで伸ばす。




　そのうち、外を眺めていたシャルが溜ため息いきをついて腰掛けていた窓まど辺べから離れた。

「……いちゃつくばかが二組もいるせいで、私、あぶれちゃってるじゃない」

　言いながら、リディスたちのもとにやって来て、屈み込む。

「ノアは寝ちゃってるし……」

　言ってリディスの膝を枕まくらにしているレノアにそっと触ふれる。「うにぅ……」と唇くちびるを動かすレノアにシャルは微笑んで、「可愛いらしい寝ね顔がおしちゃって」と笑う。

　外は雨だというのに開けた窓から身を乗り出していたらしく、シャルの髪は濡れている。それを見て、リディスはふと思いつく。

「──そうだシャルって空の神様だよね。ならさ、この雨少し止やませてよ。近ちか頃ごろずっと雨続きで、ちっとも外で遊べないんだ」

　レノアから顔を上げたシャルは、肩をすくめて、さらりと返す。

「無理よ、ここは私の世界じゃないもの」

「そうなの？……神様だから、前に見せてくれたみたいに風を起こしたり、雨を降ふらせたり止ませたりが、いつでも出来るのかと思ってた」

「神様って言ったって、管かん轄かつ外がいの世界でまでは、さすがに万ばん能のうじゃないわよ。ポーカーにチェスの駒こまは使えないでしょ？　この世界で私たちに出来ることなんて、せいぜい空を飛んだりするくらいね。それも、母様が遠くにいるの限げん定ていで」

「……そばにいると駄だ目めなの？」

「父様母様は太陽みたいなものだもの──近すぎると眩まぶしすぎて目を開けられないのと一いつ緒しよ。……特に母様の傍では、力を使えても気をつけないと」

　私たちがシスルーンに入り浸びたっていることがディルヴァロッヅ側に知れるとおしまいだものね、と零こぼす。リディスは意味が分からなくて聞き返す。

「おしまいって？」

「私たちが、シスルーンに来れなくなるの」

　その一言に、ぎょっとなる。

「なんで!?」

「そういう仕組みなのよ。私たちは世界に逆さからえないから」

「で、でも、シャルたちは、世界でいちばん強くてえらいんじゃないの？　駄目って言われても気にしなければ……」

　悪いことを勧すすめるのね、とシャルは苦く笑しようして、

「世界でいちばん、って言っても、『世界』には敵かなわないもの。

　たとえば、国でいちばん偉えらい王様が国民みんなが苦しむようなお触ふれを出そうとしても、周りが止めて発はつ布ぷは差し止められるでしょう？　王様も『国』という組そ織しきには従したがわなくちゃならないのと一緒で──私たちも、『世界』には逆らえないように出来ているの」

　分かるようで分からないようで……何となくは分かったような気もした。

「その……世界の決まりは誰が指し示じするの？」

「──たくさんの、神々」

　リディスは吐と息いきを漏もらしてしまった。

「難むずかしいね……」

「簡かん単たんだから、よけいにね」

　苦笑されて、頷うなずいた。

　仕組みは単たん純じゆんで。だからこそ、夢ゆめを守り続けるのは難しくて。

「私たちは世界の決定には逆らえなくて、だからリディたちとのことがばれたら、ディルヴァロッヅはただでさえ、九年前──に立ち直る以前の──再来を恐おそれているから。見つかったらもう駄目だわ。きっと、」

　目を閉とじて眉まゆをひそめて。そのもしもの結果を、宣せん告こくのように告げる。




「私たちはお互たがいに、『夢の国』を失なくして。

　それで、全部がおしまい」




　シャルが告げたその一言の意味を、リディスは想そう像ぞうしてしまってぞっとなる。

　思わず力の入った手の先にいるケットも、同じように力を強くしていた。

　ここにいるみんなが、いちばん恐れていることはそれなのだ。

　この──手のぬくもりや。こうしてみんなで笑いあう暖あたたかい空気も。夜になるたび胸むねに溢あふれるわくわくした期待も、楽しい時間も。不思議な世界も。なにもかもすべてが、一気に醒さめてしまうだなんて。想おもい出以外に『夢の国』はなかったことになって──全部が、──終わりだなんて。




　顔を青くしたリディスに、フォローでもするように、アルマが告げてくる。

「でもまあ、今のままを貫つらぬけば大だい丈じよう夫ぶだよ。僕らは向こうに影えい響きようがあるほどのことをしていないから。クロノス……世話役を通じて、きっと神々だって気付いているはずなのに──目を瞑つむってくれているじゃない？　だからさ、こうしてこっそり会って問題を起こさないでいる分には、これからだって。だから、そんなに心配しないでもさ」

「うん──」

　頷きかけて、はたと気付く。




　──〝エリス・ウィレス〟のことは大丈夫だろうか。




　　　　＋　＋　＋




　重じゆう鈍どんに運ぶ雨雲のかたまり以外は移うつろわない空を見て、オルフィナは溜ため息いきを吐ついた。

　止やまない雨のために浮うかぶ雨雲の合間には、まっさらな青空。

　そして──眩まぶしく輝かがやく太陽と、際きわやかな白い月つき影かげ。

　月と太陽が同時に昇のぼるなんて、今まで聞いたこともない。

　大地に向けて星たちだけが廻まわるこの世界では、その両者は交こう互ごにだけ昇るものであったはずなのに──日に日に、世界は様相をおかしくしていくばかりだった。

　その太陽と月も、気まぐれに空に出入りをして、時計なしでは暮くらせなくなっている。

「…………」

　オルフィナは見上げた視し線せんを気持ちと共に沈しずめて下ろし──眼がん前ぜんに立つ大きな樹きを見る。

　その一本の大たい樹じゆは、もう見ることがないだろうと思っていたものだ。

　王おう宮きゆう裏うら手てに広がる、庭とは呼よべない森の中を深く進んだ──その最果て。そこにそびえたこの大樹は、ほんの十一年前に自分が芽を出させたものだ。

　こちらの世界でもうずっと人間としてこの身体からだで生きることを決めたとき、決別のように大陸に沈めて放置していた〝アストリア〟の軀からだを、ここできちんと処分したのだ。

　すぐ横に『世界の果て』と呼ばれる奈な落らくがあるのだからそこに放り捨すててしまってもよかったが、さすがにそこまでするのも躊躇ためらわれた。

　大切に創つくられた過か去こと、必死で生きた過去が詰つまっていると思ってしまったからだ。

　だからと引き続き土の中に転がしておくには、少しばかり不安があった。

　一いち応おう空からになっていても力ある大地神の軀は、そのままの状じよう態たいで置いておくには、脆もろいシスルーン世界にとって、少しばかり重過すぎるようだったから。

　念のため、神しん剣けんを媒ばい介かいにその洩もれ出る力を分散させる手法を取っておくことにしたのだ。




　世界の淵ふちに〝アストリア〟の軀を置いて、その胸に神剣を突つき立てた。

　自分と同じ形をしたものにするには、少しばかり気分のよくない行こう為いではあったが──血も流れないその軀は、そのまま地に沈んでいって、軀から延のびた神剣の柄つかまでが土に埋うもれて見えなくなったところで、やっとオルフィナは知らず止めていた呼こ吸きゆうを再さい開かいした。

　すぐに、そこから小さな緑が顔を出した。それは木の芽だった。余よ剰じように溢れる力は、こうして、少しずつ大地に還かん元げんされていくだろうと、安あん堵どの息をつく。

　これで、──〝アストリア〟だけでなく、世界自身であるアストリアの先代大地神ロキツルオルや、その他の未知なる──力が少しくらいこのシスルーンを攪かく乱らんしようとも、ある程てい度どは抑おさえることが出来るようになったはずだ。
















　ひとまず〝アストリア〟の軀から力を撒まくため、するする伸のびていく芽を少し眺ながめてから、オルフィナはこの場を立ち去った。

　そうしてそれきりこの場所を意い識しきするのをやめて、今までをすごしてきたのだ。




　だからこうして余剰な力の影響で成長した、あの日の芽の姿すがたを見るのは今日が初めてだった。

　立りつ派ぱ過ぎる大樹に育ったその樹は、大人で一ひと抱かかえどころではない。その壁かべのような木の幹みきをぐるりと回れば、反対側には、大陸に乗りきらなかった様子の幹と根が、それでもなお留とどまることなく伸びている。こうしている今も、成長は続いていることだろう。

　根が絡からむように伸びている底の見えない切り立った崖がい下かを、何となく覗のぞき見る。

『世界の果て』と呼ばれることもあるこの場所は、実は比ひ喩ゆでもなんでもなく──まったく真実、〝世界の果て〟だった。

　ここから先に世界はない。

　崖がけのふちに立って見下ろした先は、白けた靄もやがかかって見えなくなるまで底が深い。

　果てなくそびえたその絶ぜつ壁ぺきは、風もないのに啼ないていた。

（飛び降おりたら、どこまで落ちていくだろう……）

　この世界には、虚こ空くうに浮かべたこの小さな大地しか存そん在ざいしない。

　この崖は、深いなんてものではないのだ。底など存在しないのだから。

　たとえ落ちたところでその先にはなにもないのだ。つまるところ、足を踏ふみ外せば落ち続けるのか、靄に溶とけて消えるのか──試ためしてみる気はなかったが。

（世界の果て……か）

　オルフィナは苦く笑しようして、ふたたび意識を大たい樹じゆに戻もどす。

（やっとここまで来た……）

　辿り着くのに随ずい分ぶん時間がかかったことを思って、そっと息を漏もらす。

　この樹はかつての自分──アストリアの『墓ぼ標ひよう』と言えた。

　ディルヴァロッヅの先々代大地神であるロキツルオルの骸むくろに抱だかれて眠ねむる、先代大地神アストリアの軀を思ってなんともいえない気持ちで軽く頭を振ふった。

　ロキツルオルの骸はシスルーンという世界の大地そのものではあるけれど、核かく──人でいう心しん臓ぞうのようなもの──自体は、ここにある。思考と記き憶おくも、ここに眠るはずだった。

　オルフィナは、それを求めてここへ来たのだ。

（それにしても──）

『墓標』の大樹を見上げて、呆あきれまじりの溜ため息いきを漏らす。

（アストリアの軀の影えい響きようだけで、こんなに大きな樹きが育つとは思わなかったな……）

　オルフィナはそんなことを思いながら、目を閉とじて、そっ…と樹に触ふれる。




　世界のことは、世界に。

　かつて自分であったものと、もうひとりの世界の主あるじへ。




　──いま、世界がどうなっているのか。

　どうなってしまうのか。なにが出来るのか何も出来ないのか。

　それを知るために、オルフィナは静かに大樹に問いを寄よせる。

　だが。

「──!?」

　その異い様ような手ごたえに、オルフィナは目を見開いた。

（違ちがう……っ!?）

　想定外の不ふ純じゆんな何かに触れて、オルフィナは慌あわてて手を引こうとして──摑つかまれたように動かない指先にぞっとなる。

　手元の幹が、ざわり…ざわりと蠢うごめくように披ひらきはじめ、次し第だいにその内部を曝さらしていく。

　幹の中に闇やみが見え出す。樹の内部は、虚うろになっていたらしかった。

　伝わってくる違い和わ感──頭の芯しんを直じかに撫なぜられているような──に強い眩暈めまいがする。

「…………っ」

　呼こ吸きゆうが引き攣つる。背せを向けて逃にげ出したかった。やがて、虚の内部が露あらわになる。

　自然、虚の方へと視線が移り──何かと目が合った。

「────！」

　オルフィナは、悲鳴を吞のんだ。







　第四章　夢の終わりに。







　　　　記憶──ロキツルオル




　自分だけが、異い端たんだと感じてしまっていた。




　空は海を映うつして、海は空を映して。

　多分。

　分かり合うということを言うのなら、空と海のそれは至し上じようだったのではないかと思う。

　そんなつまらない物思いにとらわれても、本来ならば些さ細さいな物思いで済すんだはずだった。

　その頃ころに、ひとりの精せい霊れいに出で遭あわなければ。




　其それはほんとうに小さな存在だった。

　神々に影響を与あたえることもないような、かそけきもの。それでも、海神を心底慕したって。

　けれども海神は空神と向かい合うばかりで、平等な慈じ悲ひ以外を他ほかのすべてに与えたりはしなかった。無む論ろんのこと神であれば、それは詮せん無ないことでもあったろう。

　だが──私は。つまらないことにとらわれていた私は。

　その時、そのちいさな相手に同調して我われと其とを果は敢かなんだ。




　すべてに平等な愛あい情じようは、結局無関心と同じことだ。

　其が哀あわれだと思った。




　直ひた向むきなその精霊に悟さとられることもないまま、ただ其に心奪うばわれる日々が続いて。

　私はただ、密ひそかに傾かしいでいった。

　やがて──隠かくし切れないほどの歪ゆがみが世界に迫せまっていることを知ってしまった。

　私はそれをいちばんに察知した。

　私の招まねいたものであるのだから、それは当然のことだった。

　けれども。

　私はそれを海神空神に伝えることなど出来なかった。

　妬ねたみも嫉そねみも羨せん望ぼうも、露あらわにするには力と矜きよう持じが有り過すぎて。

　そんな無ぶ様ざまをさらすくらいなら、世界ごと終わりたかった。




　思い余あまって、私は其──精霊に声を掛かけた。

　私と共に生きないかと。

　もちろん『精霊』が『神』の意思に大きく背そむくはずもない。

　其はただ静かに頷うなずいた。

　頷いたのだ。

　分かっていた。其が私に逆さからえないことなど。それでも、何かが許ゆるせなかった。

　我わが儘ままといえばまさに頷くしかない勝手。絶ぜつ対たい主しゆが命令を下しておきながら──背はい反はんして自らの願望に忠ちゆう実じつであって欲ほしかった、などとは。




　私は失望してしまったのだ。己おのれとその力に。

　こんなものは要いらないと思った。




　間もなく来きたるざわつきの足音。自ら招いたそれを肯こう定ていしたいと思ってしまった。

　すべてが、いっそ壊こわれればいいと。

　そうして私はいつものように夢ゆめを見た。

　……新しい世界を創つくることもせずにただ眠ねむったのはいったいどれくらいぶりのことであったろう。神として生まれた以上、死に絶たえる日は来ない。それでも終わりたかった。




　虚きよ無むを夢の中で創った。

　そうして出来た『何もない』空間。そこへ自らを投げ置いた。

　必然、消しよう滅めつは免まぬかれ得ない。それを望んだ。それこそが望みだった。




　昏くらい暗い夜より深い闇やみの中で。

　その後のディルヴァロッヅという世界を想おもって。そっと涙なみだを流したことは、

　意い識しきを永と久わに失なくすまで、ずっと心に残って在あった──




　それは、時を超こえたいつか、

　──シスルーンと呼よばれる世界の、世界の柱にふたたびなるその日まで。

　ずっと。ずっとのことだった。




　　　　１




「──世界が……終わる？」

「そうよ」

　シャルの言葉にリディスは首を傾げる。

「……なんで？」

「リディが自分で言ったんじゃないか、『シスルーンでは最近太陽が昇のぼりっぱなしだったりする』って」

　横から、アルマが言う。そんなことを言われたって分からないのに。

　なんとなく窓まどを見れば、大きな硝子ガラスは室内の明かりを反して、鏡のように室内の風景を映うつしている。リディスは「ちょっと待ってよ……？」と頭の中を整理する。




　ケットたちがシスルーンのリディスのもとへまた現あらわれたのはついさきほどのこと。

　会うなり──いきなりシャルに問い詰つめられたのだ。

「なんで昼なのに夜なのよ!?」

　だから素す直なおに教えてあげた。近ちか頃ごろシスルーンでは空の巡めぐりがおかしいことを。

　陽ひが沈しずんでいる時間はどんどん減へって、夜が珍めずらしくなってきていることを伝えて、「だからいまはお昼の時間なのに外は夜になっているでしょう」とそんなことを説明した。

　そうしたら──シャルに言われてしまったのだ。




『──この世界が終わるかも』




　そしてリディスの冒ぼう頭とうの言葉に戻もどる。

　反復しても、けっきょく首を傾かしげるしか出来なかった。

「……やっぱり分からないんだけど……」

　リディスの疑ぎ問もんをさえぎって、シャルは「あっ」と声を上げた。

「──ひょっとしてこの前、一週間くらい私たちがこちらに来られなかったのもそのせいね？　お日様が出ずっぱりだったから、来られなかったのね？」

「たぶん……」

　そういえばそんなこともあった。リディスが頷うなずくと、シャルが苛いら立だたしげに歯は嚙がみする。

「こんなことなら、もっと早く訊きいとくんだった……！」

「でもなんで……いくら脆もろいつくりだっていっても、最低でも百年やそこらはもつと思ってたのに」

「本当よ……どうして……こんな」

　すっかりリディスを置いていくシャルとアルマに、リディスは必死で食いついた。

「──ねえっ、何でいきなり世界が終わるとかそんな話になるの？　ぼくにも分かるように言ってくれないと全然分かんないってば！」

　気付いたように、シャルがリディスを見て──嘆たん息そくした。分からず屋に丁てい寧ねいに解かい説せつするような感じで、告げる。

「お日様は世界の標しるべよ。シスルーンでは他ほかに司つかさどるものもいないから、この世界では、最も確たしかな番人ね。──だから私たちだって、お日様のもとには出てこないでしょう？　それは太陽がきちんと世界を見守っているからよ。……どうしたって私たちは異い物ぶつだからね。それが昇のぼりっぱなしだなんて……」

「何か駄だ目めなの？」

　番人──というのもよく分からなかったが、力あるものに見守られていて、その時間が長いのならそれはよいことのように聞こえる。ただ──陽が出ている時間はケットたちに会えないということらしいから、それはリディスにしてみれば少しつまらないなと感じるけれども。

「だーかーらっ！　番人が看かん視しし続けなければならないほど、このシスルーンの世界が不安定になっているっていうことなんだってば、その意味が分からない!?」

「……？」

　世界だのと言われている時点で、そもそもリディスにはよく分からない。

　それでも、何を言いたいのかは分かってきた。

　とにかく世界がおかしいらしい。

「？　でもさ」

　──どうして、そんなことになっているの？

　訊きかけて、はっとする。振ふり向く。今日はまだ一言も口を開いていないまま黙だまって俯うつむくケットを見て──確かく信しんした。してしまう。

（ぼくらの子ども……〝エリス・ウィレス〟のせいなんだ──）

　視線に気付いてかケットが目を上げた。視線がかち合う。

「…………」

「…………」

　黙っておこうと思ったのだ。〝エリス・ウィレス〟を創つくってしまったことは、出来ればこのままシャルたちにも。いまのところは問題なんてないのだからと。

　そう二人で決めた矢先に、まさか──とっくに問題になっていただなんて。

「リディ？　どうかしたの？」

　呆ぼう然ぜんと見み詰つめ合うリディスとケットに不ふ審しんそうな顔で、シャルが首を傾げてくる。

「…………」

　なんと言えばいいだろう。

　リディスは申し訳わけないような、どうしようもないもどかしさで、泣きそうな顔になってシャルを振り仰あおぎ、幾いく度どか音もなく唇くちびるを開かい閉へいした。

（どうしよう……ぼくのせいだ……ぼくが）

　──ぼくのしたことが、この夢ゆめを壊こわそうとしているんだ。

　言葉にすることは躊躇ためらわれた。きつく瞑めい目もくして泣くのを我が慢まんする。

　言えなかった。言えるはずがなくて。そうしたら他には、

　言葉なんてなにもない。




　　　　＋　＋　＋




　夢を見ていた。長い夢を。

　気付けば泣いている。それでも夢は続く。

　いや──夢ではない。

　これはかつての記憶だと、オルフィナは泣きながら気付く。

（ロキツルオル──）

　アストリアの先代の大地神。シスルーンの礎いしずえの。

（彼の記き憶おくが……まだこんなに切実に残っていたなんて）

　その存そん在ざいは自らと同じものだ。

　父でもなく母でもなく──それでも最も自分と近しい相手。

　子どもたちに跡あと目めを譲ゆずる遥はるか以前、

　父は空神だったアルヴァルディ。母は海神だったヴァナディース。

　そして生まれたアストリアは──遺い失しつした大地神ロキツルオルの後こう継けいだった。




　アストリアとして。オルフィナとして。彼の記憶が胸むねに刺ささって痛いたくて堪たまらない。

　ロキツルオルなくしてアストリアはないのと同じように──オルフィナなくして現げん在ざいのロキツルオルはなかったから。だから泣いた。泣かずにいられない。

　世界を捨すてた彼の所業も、幼おさない望みに彼を巻まき込こんだ自分の所業も──結局どこまでも頑がん是ぜ無ない我わが儘ままだった。本当に、それだけだった。なのに、




　すべてを手放して、ただ終わりたかった彼を、わざわざ引き摺ずり戻したのは自分だ。




　せっかくディルヴァロッヅを離はなれて、静かに無む限げんを生きていたのに。アストリアの願いに寄よせられて、ロキツルオルはふたたび役目を得てこのシスルーンの大地になった。

　切ないロキツルオルの我儘を、アストリアだった自分の都合で奪うばってしまった。

　申し訳なさばかりが先に立った。詫わびても詫びきれない。




　記憶の渦うずは、まだ続く。

　シスルーンの礎いしずえとなったロキツルオル。

　涙なみだを流して眠ねむりながら。まだ遠い日々を見る。

　世界は、小さな宝ほう石せきのようだ。




　やがてシスルーンという国が生まれて日々がさらに流れると、

　記憶は、アストリアのものへと移うつりゆく。




　遠い記憶は終わって、意い識しきは──想おもい出へと進む。

　新しい身体からだになって初めて聞いた音は、優やさしい誰かの声だった。




『──ねえ。大だい丈じよう夫ぶ？』




　大切な、始まり。







（ディー……）

　ふつり、とオルフィナは目を開く。

「……夢……？」

　何の気なしに頰ほおに手をやれば──幾いく筋すじも水が這はったような跡あと。

（泣いて……たの、か）

　弱く吐と息いきを吐はいて、オルフィナは膝ひざを抱かかえたまま、また目を閉とじる。

　──自分はロキツルオルの記憶に触ふれていたのだ、と思い出す。

　浅くなる呼こ吸きゆうを、意識して深く静かにする。腕うでに抱だいた剣けんを抱きしめる。

（剣──）

　いつの間にか抱いていたことに違い和わ感さえ感じない。いつだって、必要になれば手元に現あらわれてくれるその大切な剣を見る。懐なつかしい、痛いほどに懐かしいその神剣を。

　夜が来るたびこれを手にして、必死で自分の心を守っていた日々を思い出す。

　精せい緻ちな細工の施ほどこされた繊せん細さいな美しさを持つ長剣。

　鞘さやから抜ぬけば光を零こぼす鋭えい利りな直線は、まるで硝子ガラスのように澄すみきっていた。その繊細な造つくりとは裏うら腹はらに、ひとたび振ふるえば見た目からは想像も出来ないほどの強きよう靱じんな力を発はつ揮きする。

　この神剣は、かつてアストリアの軀からだに突つき立て墓ぼ標ひようの一部にと沈しずめたものだ。

　記憶と共に現れ出たその神剣を、オルフィナは薄うす暗ぐらい中でじっと見み詰つめる。




　先ほど意識をなくした時に得た、夢ゆめと記憶で分かったことがあった。

　世界が不安定になっているのは、礎となるロキツルオルの核かくとアストリアの軀が併あわせて眠るこの場所に、更さらなる何かが紛まぎれていたからだ。

（何か……）

　あれはこの世界で生まれたものだ。それだけは、相対して分かった。

　けれどもなぜか、オルフィナの母──元海神ヴァナディースらしい気配があったのは、いったいどういうわけだろう。それをきちんと確かく認にんすることも出来ないうちに、さきほどのオルフィナは気を失ってしまったのだが。

（そうだった……さっきは……）

　……さっき？

「──っ!?」

　ばっ、と凭もたれていた背せを起こす。

　何をこんなところでのほほんと浸ひたっているのか──！　と、

　ゴヅッ！

「～～～～っ」

　立ち上がろうとして、狭せまい空間の天てん井じようで勢いきおいよく頭を打った。

　くらくらする頭を押おさえて改めて周囲を見れば、

（ここは……樹きの、虚うろ？）

　オルフィナは驚おどろきを顔に出す。

　不ふ審しんに思いながらも、虚から──今度は打たないように気をつけて──頭を出す。

　やはりそこは『墓標』の中だった。

　辺りは静かな真昼の雨あめ模も様よう。

（なんでこんなところに……）

　入った記き憶おくがないのにと思いつつ、虚の端はしに足をかけ──そこで目を丸くした。

　目に映うつった、地に落ちているものたちを見て、俯うつむいて、気付く。

「…………」

　とりあえず、辺りを再さい度ど見回して人気がないのを確認してから、点々と落ちているそれらを拾い集めて。身に着けた。

　いちばん大きなものは、結局見つからなかった。夏の季節で良かったと思う。汗あせを吸すわせるための生き成なりのシュミーズまでを身に着けたら、とりあえず人に会っても体てい裁さいは整う──と思う。思いたい。出来ればこんな格かつ好こうでは、誰にも会いたくないが。

（いったいなんで……）

　いくら夏でも、寝ねながら服を脱ぬぐ癖くせも趣しゆ味みもない。

　ましてや──足元の靴くつだけはそのまま履はいてこそいたが──全ぜん裸らになるなど有り得まい。

　先ほどの、意識を奪うばわれる前のことを思い出す。

　覗のぞいたこの虚に潜ひそんでいた何か。

　あの時は目が合ったと感じたが、それは少し違ちがう気もした。

　虚に満ちていた眩まばゆい黄金の光の中に、まるで夜のように暗い、ふたつ並ならんだ穴あなのような闇やみがあって──それが眼まな差ざしに見えたのだ。

　それに相対して。

　直後、触ふれた『墓標』に気を抜ぬかれるように、意い識しきを失った。

（……その……何かの仕し業わざか？）

　服を脱がせた挙あげ句くに、こんなところに押おし込めてくれたのは。

　オルフィナは吐と息いきをつく。

　ともかく今は、消えてしまったあの何かをふたたび探さがさなくては。

「…………」

　足を運びかけて、ふと『墓標』を振り返る。

　ぽかりと口を開けたような虚の出来てしまった樹に触ふれて、思う。

（約束しよう──ロキツルオル）

　この世界という仕組みに巻まき込んでしまったのは自分だから。

　大地の礎いしずえとして、元大地神ロキツルオルが、せめて安らかに日々を過すごせるように。




　──どうしてかこの世界に生まれ出てきたあの何かを──自分が倒たおそう。




　そうして、また穏おだやかな日々を取り戻もどすのだ。

　オルフィナは誓ちかいのつもりで剣けんを掲かかげた。

　大地の底から、ふたたびこの手に戻った神剣。これはオルフィナがアストリアとしての力を取り戻すことにも、有ゆう効こうなはずだった。

　人間の身でも、自分に出来ることはあるのだ。

　誓せい約やくの証あかしに、この場に内ない腑ふのひとつも置けたらよかったが──あいにくと、この身でそれをやっては致ち命めい傷しようだ。

　かわりに、言葉にする。




「ロキツルオル……ここからは私が守るから」

　だからどうか。もう少しを堪たえて。

「──永えい遠えんは、まだ。ずっと未来へ」




　もうしばらく、優やさしい夢ゆめを見て生きられるこの舞ぶ台たいを守ることを誓うから。

　雨音が土にうたう。止やまない雨の中をオルフィナは歩き出した。




　そうしていつしか空は晴れ渡わたる。




　　　　＋　＋　＋




『墓ぼ標ひよう』の虚うろを前にして、ケットはぺたんと地にへたりこんだ。

「うそ……」

　虚は虚だった。ただ虚こ空くうが覗いて暗闇以外ない。

「なんで……いないの？」

　動どう揺ようするケットの横で、リディスは自分もその虚を呆ぼう然ぜんと見やる。

　覗き込こむ必要もないほど大きなそれは、リディスの背せ丈たけほどはあって、ケットとふたりで入ることも出来そうなほど広かった。

「……もしかして、『生まれちゃった』……のかな？」

　なんとなく言ってみた言葉に、ケットは強く頭かぶりを振ふった。

「そんなはずっ……ないもの。……なん……なんでっ、どうして……!?」

　ふらっと立ち上がって虚によると、その中に身体からだを突つっ込んで覗く。

「……なんにもない……」

　ケットの声が少し反はん響きようしたような音で漏もれる。

　リディスは空を見上げた。近ちか頃ごろの空のちぐはぐな廻めぐりのおかげで、すっかり払ふつ暁ぎようの兆きざしに敏さとくなっているから、既すでに夜明けが近いことにはすぐに気付けた。つまり、ケットがディルヴァロッヅへまた戻ってしまうのも間もなくだ。

　リディスはケットの背せに躊躇ためらいがちに言う。

「ねえ……やっぱりぼくらだけじゃどうにもならないことだし……シャルたちにも頼たよった方がいいんじゃないかなあ」

　世界の安定を乱みだしているものの正体が自分たちの子どもらしいと知って──リディスはシャルやアルマにもそのことを告げようとしたのだ。けれども、それを留とめたのはケットだった。

「だってっ」

　と虚から頭を出して涙なみだ目めで振り返る。

「なんて言うのよ……わたしとリディのせいで夢が終わっちゃうなんて……シャルたちに言える!?」

「そうだけど……」

　言い辛いのは事実で、リディスは項うな垂だれる。

「でも──ぼくがケットやみんなを好きなように、ケットだってレノアやシスティーナを好きでしょう？　それはシャルとアルマだっておんなじなんだし。……いきなり終わって、その時やっと知られるよりは、あらかじめきちんと伝えておいてさ、出来ることがあれば全部試ためした方がいいんじゃないかな。だってケットたちは神様なんでしょう？」

　きっとリディスには出来ないことがたくさん出来て、その中に何かいい手があるかもしれない。

「それは……そうかもしれないけど……」

「だから、さ。ちゃんと言おうよ。ぼくも謝あやまるし……どうしても駄だ目めならお別れも言わなきゃなんでしょう？」

「っ！　なんで、そんなこと平気で言うのよ……っ」

「……ごめん」

　言うべきことが浮うかばなくて、思いついたことを端はしから言っていた。

　リディスはひとつ気に掛かっていたことがあって、ケットに口を開く。

「でもさ……」

「？」

「きのうくらいから雨も止やんだし地じ揺ゆれもないし……太陽と月も普ふ通つうに廻ってきている気がするんだけど……〝エリス・ウィレス〟は今回のことに関係なかったとか。でなければ樹きから外に出たことで、もう平気になったんじゃないかな？……なんて」

　自分でも楽観的なことを言っている自覚はあって、自然と声は尻しりすぼみになった。

　案の定、ケットは首を振って返す。

「今回の件けんの原げん因いんはもう〝エリス・ウィレス〟で確かく定ていなのよ。気付いてみればわたしには心当たりがたくさんあったもの。……仮かりにそうでなくても、この世界が不安定になってしまっている問題自体は変わらないし」

「あ、そうか」

「大体、こうして〝エリス・ウィレス〟を樹のなかに閉とじ込めていたのは、分別なく力を振り撒まいてしまうからよ。……育つ前に外に出たなんて、悪化こそすれよい方には向かいっこないのに……」

　焦じれたように、爪つめを嚙かむ。

「そんなに危あぶないの？」

　とリディスは首を傾かしげる。難むずかしいことばかりだ。そもそも、

「ねえ、ケット……今いま更さらこんなこと言うのもあれなんだけどさ……」

「……なに？」

「夢が終わるって、なに？……あと、世界がおかしいって、結局どういう意味なの？」

「…………」

　リディスの言葉に、目をまん丸にしたケットに何となく申し訳わけない感じがして、目を逸らした。実は何も分かってなかったなんて、呆あきれられてしまっただろうか。

「ちょ……ちょっと待ってよ、リディ……もしかしてあなた、実は全然まったくなんにも分かってないの!?」

「え？　だから、夢ゆめが終わりそうで、世界がおかしい……んだよね？　それは神様のケットたちが困こまるくらいのことで……」

「どうしてわたしたちが困っているのか、分かってる？」

　問い詰つめられて、リディスはしばし考える振ふりをして──結局白はく状じようする。

「だから、それは…………なんでなのかなあって……」

「～～～～」

　へなへなと、ケットが地にくずれ伏ふせる。

「ケット……？」

「信じらんない……リディ、あなたどうしてそんな、なんっにも分からない状じよう態たいで落ち込んだりわたしを励はげましたり出来るの……？」

　脱だつ力りよくしきった様子のケットの傍に屈み込む。そうして、本当のところを告げた。

「実はいろいろ言われていたけど、よく分からないままなんだよね。ケットたちが説明してくれないからって言うんじゃなくて……これまでだって、ディルヴァロッヅなんていう世界に触ふれたり、空を飛んだりしてさ、信じられないことがいっぱいあって……それが本当なんだって思い込むにはやっぱり時間がかかったから……」

　ケットが、リディスの顔をどこかぽかんとした顔で見み詰つめた。リディスは何となく苦く笑しようして続ける。

「だから、今回もさ。もう会えないんだ──とか言われても、何か信じられないっていうか……現げん実じつ味みがない感じ。ぼくおかしいこと言ってるよね、ごめん」

　ケットは、ううん、と首を振った。

「なんとなく、分かるな。そうよね、なんだかんだ言っても……眠ねむったら、またいつでも会えそうな気がするのよね。だって物心なんてつく前から、ずっと繰くり返してきたのよ？　今更、もうだめになるだなんて想そう像ぞうもつかないから……無む理り矢や理り想像して、わざと怖こわくなってるような気がするもの」

　まさか伝わると思っていなかったことに同意がもらえて、リディスはほっと息をつく。

「ケットたちが大事なのは本当だよ。いなくなっても構かまわないなんて思ってない」

「うん。分かってる。……本当に大事なものなんて、失なくしてみなきゃ気付けないのよね。だって、あるのが当たり前なんだもの。〝なくなったら〟なんて考えられないくらいだからこそ……それは本当に大切なんだよね」

「ぼくが薄はく情じようなだけかと思って、実はちょっと心配だった」

「リディは優やさしすぎるくらいなの。わたし、それならちゃんと知ってたよ」

　ほっとして、くすりと笑い合った。

「あ……」

　東の空に、陽ひの光が射さし始めて、ケットはそちらに気を取られる。

「──もしもぼくたちの世界が終わっても、ケットたちはディルヴァロッヅに戻もどって暮くらせるんだよね？　おかしいのはシスルーンの世界だけだから」

「……そりゃ、そうだけど……嫌いやなこと言わないでよ。別れ別れになっちゃうのに……」

　リディスの言葉にまた怒おこったような顔が返されても、リディスは安あん堵どの息を吐く。

「ケットたちが死なないだけでも、いいことだよね？」

「え？……ああ、えっとね……それは違ちがうよ。シスルーンの世界が終わるときに、リディたちは死なないもの」

　もう王おう城じようへ戻るためにだろう。ケットはリディスの両の手を取った。

「え？　じゃあどうなるの？」

　世界が終わったら、そこに暮らす自分たちも終わる──つまりは死ぬ──のだと漠ばく然ぜんと思っていたのに。

　繫つないだ指先が白く光り出す──。

　ケットは曖あい昧まいな微び苦く笑しようを見せて、不思議なことを言った。

「──みんな、永えい遠えんになるの」




　　　　＋　＋　＋




　ひらり、と見み慣なれた光こう沢たくのある白い布ぬの地じが木々の間を泳ぐ。

（見つからないはずだ……）

　オルフィナは、うんざりと思う。

　随ずい分ぶん歩き回った気がしたが、すぐに見つかる程てい度どに離はなれたところに『墓ぼ標ひよう』が見えることから、実じつ際さいは同じような場所を行ったり来たりしていたのだと分かる。

　自分が身に着けていたはずのドレスは、脱ぬがされてから一体どんな紆う余よ曲きよく折せつを経へたのか、ひどくぼろぼろになっていた。布地は上じよう質しつで刺し繡しゆうは金糸で丁てい寧ねいに施ほどこされたそれが、いまとなっては見る影かげもない。仕立ててくれた衣い装しよう係がこの有様をみたら蒼そう白はくになることだろう。

　半日以上探さがし回ってやっと見つけた、ドレスと何か。

　ぞろ長いドレスのなれの果てを不ぶ格かつ好こうにぶら下げているその相手は、奇き妙みような光だった。

　まだ距きよ離りがあってよく見えないが──まるで人の形に見える。

　木々の合間を移うつっていって、姿すがたが隠かくれてしまったそれのもとに足を運びながら、オルフィナは唇くちびるを引き結んで、頭上の太陽を意い識しきする。

　あれから一ひと晩ばんが明けて。久ひさしぶりに、朝の時間に〝朝〟が来た。

「…………」

　ロキツルオルは必死で耐たえている。

　オルフィナの誓ちかいを信じて、世界を何とか平へい常じようの廻めぐりに戻そうと頑がん張ばっているのだ。

（ぼくだって──）

　応こたえてみせる。

　ロキツルオルと、世界と、ディオンと、子どもたちと、誰より自分のために。

（あれを倒たおして、帰る）

　優やさしい日常へ。

　と。

　背はい後ごからくすくすと音が聴きこえて、オルフィナは振ふり返る。

　下草の鳴る囁ささやき。

　ほっ……と息を吐つく。

（なんだ──……）

　視し線せんを前に戻して、違い和わ感。

　ふらふらと飛んでいた何かの姿がない。

（逃にげられた──!?）

　オルフィナは駆かけ出した、やっと見つけた何かを追って。

　ざざっざささっ

　自らが駆ける足音が耳に届とどく。木立の中をまっすぐ進むのに、木の根にたたらを踏ふみかけること数度。そのぐずつきに舌した打うちしたくなった。あいにくと舌打ちの仕方なんて知らないまま、ここまで育ってしまったが。

「…………っ」

　先ほどまで何かがいた辺りに辿り着く。が、やはりどこにもその気配は見当たらない。

　木立の狭はざ間まの草の上で、息を上げたオルフィナは立ち止まる。

　左に右に、じっくりと周囲へ視線をやっても、件くだんの気配などかけらもない。

（……消えた？）

　無む意い識しきに神しん剣けんを抜ぬき持っていた腕うでを下ろして、息を吐はく、

「──っ!?」

　唐とう突とつに。

　頰ほおを、背後から撫ぜられた。

　皮ひ膚ふすべてが瞬しゆん時じに粟あわ立だって──身体からだごと、神剣を一いつ閃せんさせる。

　きらきらと光を零こぼす刃やいばの軌き跡せき。

　ガギャィンッ！

　振るった神剣は何かに当たり、鈍にぶい悲鳴を立てた。




　　　　＋　＋　＋




「あれ？」

　リディスとケットの身体からだから溢あふれた白い光が、そのまま昇のぼって抜けていく。

　ここは王おう城じよう──ではない。相変わらず、『墓標』の前だ。

「……どうしたの？」

　リディスは訊たずねる。てっきり城しろへ戻もどるのだと思っていたのだが。

　不ふ審しんな顔をしているのは、ケットも同じだった。

「……れれ？」

　きょとんとした顔をして、「おかしいな？」と呟つぶやく。

　すると今度は、ケットの身体だけが淡あわい白光に包まれ始めた。

「──って？」

　リディスはぎょっとなる。

「ああっごめんリディ──なんか変だけど──時間切れだわ。悪いけど自力で帰──……」

　ふっ、と言葉の途と中ちゆうで姿が消失する。

　虚こ空くうにぽつんと残された、繫つないでいた両手を呆ぼう然ぜんとしてそのまま降おろす。

　東の空に明るい色──夜明けだ。

「……冗じよう談だんでしょう？」

　こんな深い森の中に置いてきぼりだなんて。

　リディスは遠くの城じよう影えいに目をやった。王城はやや高台に位置しているのでここからでもよく見えるけれど──それでも、馬車で半日程度はかかる距きよ離りがあるのに。

「…………」

　仕方なく、リディスは歩き出す。戻る頃ころにはお城は大おお騒さわぎになっているかもしれない。

（なんて言い訳わけしようかな……）

　肩かたを落としてそんなことを思いつつ足を運んで、嘆たん息そくを零す。

　頭に浮うかぶのは〝エリス・ウィレス〟のことばかりだった。どこへ行ってしまったんだろう。どうしてあの子がシスルーンを駄だ目めにするんだろう。どうして──

　その時、視界の隅すみに映うつった何かに、ふと気付く。

　少し離はなれた空の先、その暁あかつき色いろの中に、やけに大きな黄金の星が見えた気がした。

（流れ星……？）

　そちらを仰あおいで──もうその姿すがたは見えなかったけれど──リディスは、はっとなって即座に駆け出した。姿なんて知らないけれどあれはたぶん間ま違ちがいない──。

〝エリス・ウィレス〟──!?




　　　　＋　＋　＋




　弾はじいたはずの何かは硬こう質しつな音を立ててそのまま消えた。

「……!?」

　すぐ背はい後ごにふたたび気配。

「っ！」

　慌あわてて振ふり向けば気配ごと霧む散さんして、近場の地に溜たまった雨をぱしゃぱしゃ鳴らしてみたりする。そのうち、またどこからともなくのろりと死角に現あらわれて、その繰くり返し。

「──いい、加か減げんに──っ」

　オルフィナは声を荒あらげかけて、やめる。意味がない。

（何をしたいんだ……？）

　攻こう撃げきしてくるわけでもなければ、どこかへ行ってしまうわけでもない。

（まるで遊ばれてるみたいな……て言うか、そのものじゃないか）

　海神の気配はあるが、ヴァナディースの差し金とはどうも違う感じがする。

　いったいどういうものなのか。目的も理由も何も分からずに、オルフィナは漏もらす。

「なんなんだ……」

　その時。

　ざさっ。

　木立の方から響ひびく足音。

　オルフィナは一挙動でそちらに踏ふみ込こんだ。

　疾はしる剣で一息に薙なぎ──かけたその剣を、相手に触ふれる直前ぴたりと止める。

　目を丸くして固まる相手に、同じくらいきょとんとなって、言った。

「──リディス？」




　　　　２




　なにがどうしてこうなったのか……リディスは目を丸くしたまま考える。

〝エリス・ウィレス〟らしきものを見かけてやってきたその先には、なぜかルフィニア侯こう爵しやくの仕事で出張しているはずのオルフィナがいて。その手には見たこともない綺き麗れいな細工物の長剣を持って、物ぶつ騒そうにも抜ぬき身で振り回していた。

　驚おどろいたのは、その格かつ好こうについても同様だった。いくら人ひと気けもないような森の中とは言えこんな屋外で裸はだか同然のシュミーズ姿というのはどういうことだろう。腕うでは丸出しだし、下手をしなくても膝ひざが見えるほど短い裾すそはもう、はしたないとかいう次元ですらない。

　互たがいに呆然とすることしばし。静止した剣を突つきつけられたまま佇たたずむリディスに、オルフィナは訝いぶかしげな視し線せんで言う。

「……リディス、なんでこんなところに……」

「そ……それはぼくの台詞せりふですよ！　いったい──」

　やっと我われに返って問い返す途と中ちゆうで、突とつ然ぜんオルフィナの顔が一変した。

　鋭するどい眼まな差ざしで視線をやや前方に向ける。つられてリディスが振り向いても、そこには森の枝えだ葉はだけしかなかったが。

「──それどころじゃないな……いい、リディス。どっか安全なところにいなさ……って、どこだろう？……まあとにかく──母様は忙いそがしいから、その辺に……も安全じゃないのか。～～あああ、もうどうしたら……!!」

　混こん乱らん気味に頭を抱かかえて唸うなるオルフィナに、リディスは割わり込む。

「待っ……待ってください。母上、なにを……」

「とにかく──いいわ、一いつ緒しよに来なさい！」

「だから母上、ちょっと待……うわわっ」

　言ってリディスの片かた手てを取って駆かけ出すオルフィナに引きずられて、リディスはそれを踏ん張ばって引き止める。

「母上待ってってば!!」

「っちょっ!?　なんで引き止めるの！」

「なんで、はこっちの台詞ですってば！　さっきから何してるのか訊いてるんですよ!!　エリ──あの子相手にっ？」

「……あの、子？」

　オルフィナは足こそ完全には止めなかったものの、かなり減げん速そくをしてリディスに怪け訝げんな顔を向けた。

「知っているの？　あれがなんなのか？」

「……」

　告げるべきか悩なやんで、リディスは無言になって引かれるままに走り続ける。

（言っちゃって……いいのかな……）

　先ほどケットに「伝えるべきだ」と言っておきながら、いざとなると自分も躊ちゆう躇ちよする。黙だまっていても何とかなるかもしれないのに、わざわざばらさないでもいいのではないだろうか……そう考えて、嘆たん息そくする。

（手て遅おくれ──どんな状じよう態たいがそれなのかまだよく分かっていないけれど──になる前に、可か能のう性せいは全部試ためそうと思ったはずなのに）

　息が上がってきた。

「母上……ちょっと、待って……」

　呼よび止めて、今度こそ足を止めさせる。

　自分も立ち止まって、すぐ傍そばにある木につかまりながら、必死で息を整える。

「リディス……？　さっきから、いったいなんだっていうの？」

　焦じれたように急せかされて、リディスは一度つばをのんだ。

「実は──」

　その時、頭上から明るい光が射さした。

　まだ朝を過すぎたばかりの時じ刻こくには似につかわしくない、陽光とは違う強い黄き金ん色の──

「!?」

　リディスとオルフィナは、揃そろって顔を上げて、茫ぼう然ぜんとなった。

　そこにはリディスよりやや幼おさないくらいの外見をした──全身が黄金に輝かがやく──少女のような何かが浮ういていて、少しずつ、ゆっくりと降おりてきていた。やがて、リディスの頭上くらいの位置で、ふわりと止まって、それより下には降りてこない。




　これが〝エリス・ウィレス〟だ。

　リディスは不思議なほどの確かく信しんで認みとめる。初めて姿すがたを見られたそれだけで、顔が綻ほころぶ。

　彫ちよう刻こくのような無む表ひよう情じように動かない顔と、そのなかでもそこだけ欠けて暗い目の部分が、人間らしさというものを奪うばっていた。申し訳わけ程てい度どにその身に纏まとっているのは、不ぶ格かつ好こうにぶら下げただけの、ぼろぼろの布ぬのきれで──

（ん……？）

　よく見ると布地自体は上じよう質しつな光こう沢たくを返してみせた。

　それはどうやら──母のものと思おぼしき──ドレスのなれの果てらしい。

　それに気付いて、やっと母の格かつ好こうの顚末に僅わずかながら合点がいった。




「こんっ──の！」

　リディスが吞のん気きにその姿に気を取られていると、我に返ったオルフィナが、唐とう突とつに持っていたその長ちよう剣けんを〝エリス・ウィレス〟に向けて振ふり上げ、切りかかる。

　硝子ガラスのように繊せん細さいそうな刃やいばから、剣けん筋すじの軌き跡せきが虹にじ色いろになって閃ひらめく。

　それはオルフィナが剣を振り上げるたび陽ひの光を反かえし、次々輝かがやきを辺りに撒まいてみせた。大人の目線辺りの高さにつま先を置いた〝エリス・ウィレス〟は、その高度を維い持じしたままで、振り上げられる疾い剣筋のその一々を近くで避よけて、踊おどるようにくるくると回る。

　まるでよく出来た寸すん劇げきみたいなその光景にリディスはしばし見み呆ほうけて──はたとなる。

「は……母上、やめて下さい！」

　その腰こしの辺りにしがみついて制せい止しする。

「!?　ちょっ、離はなれてなさいってばリディス。危あぶないから」

　こちらを僅かに見やって、〝エリス・ウィレス〟に向けてのそれを続けながら、片かた手て間まに窘たしなめられる。柔やわらかく押おしのけられて、リディスは余よ計けいに手の力を強くする。

「母上っ、お願いだから待ってっ。話を聞いてよ……！」

「……？」

　そこで、やっとオルフィナはこちらをまともに向いて──手を止めても〝エリス・ウィレス〟が浮かんだまま、移い動どうも大きな反はん応のうも起こさないのを腹はら立だたしげに見止めてから、怪訝そうに言う。

「リディス……いったいどうしたの？　あの…黄金のに、なにか……」

　と、ふたりのすぐ傍かたわらへ、唐突に気配が移動する。

　草地に足をついて〝エリス・ウィレス〟がちょこんと立つ。

「──っの！」

　なんの躊躇ためらいもなく、オルフィナはそちらに剣を向けた。

　武ぶ器きも持たない〝エリス・ウィレス〟に剣なんかが当たったら、大おお怪け我がをして死んでしまうのではないか。

「!?　待……っ」

　咄とつ嗟さのことで、他ほかに思いつく手しゆ段だんもなく。リディスは子どもの頃ころから儀ぎ礼れい的な意味でずっと持たされている懐かい剣けんを生まれて初めて、使うために抜いた。

〝エリス・ウィレス〟を庇かばう位置に無む理り矢や理り入り込こんだリディスにぎょっとなって、オルフィナは剣速を、ぎッと絞しぼる。リディスは両手を重ねて柄つかを握にぎって、鞘さや当あてでぎりぎりオルフィナの剣を受けようとがんばる。が、それでもまだ止めきれずに、後方にいた〝エリス・ウィレス〟ごと後ろに転てん倒とうして、剣はそのままどこかへ弾はじかれた。

　すぐにまた、〝エリス・ウィレス〟は宙ちゆうへと逃にげる。

「リディス──さっきから全体何を考えてるんだよ!?　怪我してない……っ!?」

　オルフィナは、心配げな声を上げてリディスのもとに駆かけ寄よる。

　地面に思い切り打ち付けたお尻しりが痛いたかった……つまりそれだけで、大したことはない。

「平気……っ、です」

　情なさけないのでそれはぐっとこらえて、差し伸のべられた手につかまって立ち上がる。

「どうしてこんな真ま似ね──……」

　言いかけるオルフィナの顔が影かげになった。

　すぐ背はい後ごに、黄金の光。

　オルフィナには見えなくとも、その向かいにいたリディスには、浮うかぶ〝エリス・ウィレス〟の姿すがたが確かく認にんできた。相変わらずの無表情が、どこか不満げに見える──

「っ」

　ぎりっ、と奥歯の音を立てながら、オルフィナはリディスに差し伸べていない方の剣を持った右みぎ腕うでを、いったん身体からだの内側に引いた。

　続く一動作で、長剣を〝エリス・ウィレス〟の身に突つき立てようと──!?

「やめてってば!!」

　リディスは声を裏うら返がえして咄とつ嗟さに──長剣に抱だきついた。

　別におかしくなったわけではない。

　刃は物ものは本来引かなければ切れないことと、オルフィナの腕ならばこんな事じ態たいにも誤あやまることなく対たい応おうしてくれることを、ちゃんと知っていたからだ。だから怪我をしても少しの傷ですむと。

　冷静な判はん断だん、のつもりだった。

　抱かかえ込んだ右腕と肩かたに滑すべるような感覚と、奇き妙みような痛みが伝わって来るまでは。

（え──？）

　誤ご算さんは、その長剣にあった。

　硝子のような澄すんだ刃先といい精せい緻ちな細工といい、てっきり実戦向けではないと思っていたその長剣が、まさか、触れただけでも肉を切断するほど鋭利だなんて。

「リ!?　き、や……わあぁあぁぁぁああっ!?」

　蒼そう白はくになったオルフィナが悲鳴を上げてリディスから剣けんを取り上げる。

　──いきなり引くのではもちろんなくて、動転した様子とは裏うら腹はらにそっとリディスから剣を取り外す辺り、冷静なのかなんなのか。その行動だけを見ても、リディスの想そう像ぞうは少なくともオルフィナの部分に関しては忠ちゆう実じつだったといえる。

　座すわり込んだまま地についていたその手に力が入らなくて、ずるりと地に伏ふせった。

　自分の腕から流れ出る血の量に驚おどろいて、目を丸くする。

　右腕はただじんじんとして、痛いという感覚には遠い気がする。傍に膝ひざをついて屈かがみ込んだオルフィナの方が、よっぽど痛そうな顔をしていた。〝エリス・ウィレス〟のことなど失念したように、剣も放り出して、ただおろおろとリディスに声を掛かける。

「リディス……っ！　痛い？　大だい丈じよう夫ぶ？　ごめんなさい！　平気!?」

「大丈夫……だと思います。そんな──」

　心配しないで、と続けて、その泣きそうな顔になんとか笑ってみせる。

　今度は腹ふつ筋きんと左腕の力だけで身体を起こして、リディスはオルフィナに言う。

「──母上。お願いだからあの子を怪け我がさせないで……あの子は、ぼくの……」

　リディスは、そこで言いよどんで喉のどを鳴らした。

　叱しかられるだろうか。いたずらなんてものじゃなく、本当にいけないことをしてしまったようだから。そのことを知ったら……怒おこられるのも、呆あきれられるのも嫌いやだけれど、まだいい。失望されたり、蔑さげすまれるのだってまだ我が慢まんできる。でも──哀かなしまれたりしたら？

　それはすごく怖こわいことだ。

「……？」

「ぼくの……その、大切な相手なんです。〝エリス・ウィレス〟は……あの子は……」




　──ぼくとぼくの姉さまの子どもなんです。




　そう続けるはずの言葉は、不意の出来事にまた喉で止まった。

　リディスの視し線せんの先、こちらを覗のぞき込むオルフィナの向こう側に、人の形をしているなにかが立っている。この場にいるのは考えるまでもなく、〝エリス・ウィレス〟だ。けれども──少しかすむ目で、見る。

　気のせいだろうか。その手にあるのは──先ほど弾かれたリディスの懐剣。

　夜のような穴あなだった目の部分にも、いつの間にか黄金の光が満ちていた。相変わらず瞳ひとみと呼よべるものがないのはおんなじで、つくりものみたいな顔をしているから、なにを思っているのかははっきりとは読み取れない。

〝エリス・ウィレス〟は、その腕を高く上げると、そのままこちらに振ふり下ろす──

「エリ……やめ──！」

　ガィィンッ──とオルフィナが後ろを見もせずに、その刃やいばを己おのれの剣で受け止める。

　転がしていた長剣を、いつの間にふたたび手にしたのか、リディスはまったく気付かなかった。オルフィナは不ふ審しんげな顔で背はい後ごを振り仰あおいで、疑うたがわしげに言う。

「……いったい何なんだ、おまえ？……精せい霊れい……じゃないな。母上の手の者なのか？」

　リディスは慌あわてて──腕を使わず足の力で──立ち上がると、〝エリス・ウィレス〟に駆かけ寄よって怪我をしていないほうの左腕でその身体に触ふれた。

　──人より少し熱いような体温と、少し硬こう質しつな不思議な感かん触しよく。

　諭さとすように、声を掛かける。

「やめるんだってば、〝エリス・ウィレス〟っ。……ぼくが分かる？　いま君が攻こう撃げきしたのは、ぼくの母上だよ」

〝エリス・ウィレス〟は彫ちよう刻こくのように綺き麗れいなその顔を、ふいっとリディスに向けてくる。

　整っていても、表ひよう情じようがない顔は少し不安になる。

　のっぺりした眼まな差ざしにどきまぎしつつ、なお声を掛ける。

「やめてよ、ね？　ぼくらは君に、痛いたいことも怖いこともしないから」

　リディスの血で刃が赤い色をしたオルフィナの長剣と、ぎしぎしとつばぜり合いを続けていたその短い剣を、

〝エリス・ウィレス〟は静かに引いた。

　言葉は通じるみたいだ──とリディスはほっとする。

　と。

「リディス、どいてッ！」

　いきなり後ろからぐいっと腕を引かれて──痛いほうの右腕だった──どざっと地面に叩たたきつけられる。

「なっ、なにを、母上──!?」

　リディスは不満の声を上げようとその相手を見上げて──声を失った。

「……え……？」

　漏もらした呟つぶやきに応こたえるように、目の前で頽くずおれる身体からだ。

「…………んで」

　リディスは事じ態たいを吞のみ込むまでの短い時間、赤いきらめきに呆ぼう然ぜんと目を奪うばわれる。

　満足げなオルフィナの瞳ひとみと、

　その──血に濡ぬれた剣けんに。

「母上っ!?　なんで……っ!?」




　　　　＋　＋　＋




「ねー、とうさま。かあさまいつになったらおうちに帰ってくるの？」

　読み聞かせのために広げていた絵本から顔を上げて、ディオンは言う。

「ん？　もうすぐだよ」

「とうさま、きのうもそれゆった。ノア憶おぼえてるよ」

　むうと頰ほおを膨ふくらまして指し摘てきされて、ディオンは思い直す。

「そうだっけ？……ああ、そうだった……ごめんな」

「わかんないの？」

「うーん……」

　首を捻ひねって、閉とざしたカーテンの方を見る。外は明るい。

　真昼のような夜──ではない。きのうまでは珍めずらしくなかったそんな状じよう態たいも、いまは落ち着いている。だから外は昼で、時計を見ても、やっぱり昼の時じ刻こくだ。

　空がおかしかった時分に、夜になったら外が明るくともわざわざ部屋を暗くして蠟ろうを灯ともすという状態は、確たしかに少し無む駄だな気はしていたが、だからどうということもなかった。

　けれどもオルフィナは、それを修正するのだと言って、数日前に城しろを離はなれた。

　オルフィナが具体的に何をしたかったのかも、どうするのかもディオンには分からない。

　そもそもどこへ行ったのかさえさっぱりだから、レノアに訊たずねられても答えられない。

「でも、本当にすぐなはずだからさ。……こんなに母様がいないとレノアは寂さびしいか？」

「……さみしい。それにね、かあさまにお背せ中なかとんとんしてもらわないと、ノアちゃんとねんねできないの」

「そっか」

「でも……とうさまもさみしいんだよね？」

「ええ？」

「お仕事が手につかないようですな、って執しつ事じのお髭ひげさんがゆってたもん」

「そんなこと聞いたのか？」

「うん。『妃きさきどのを見かけないしけんかですかな』って笑ってたから、けんかじゃなくてかあさまお仕事だよって教えてあげたの。そうしたら横にいたおじさんが『いまだにそばにいないと落ち着かないなんて、まったくよほどの愛あい妻さいか恐きよう妻さいか、ですなあ』だって」

「…………」

　頰を一ひと筋すじ汗あせが伝って、笑え顔がおがひきつる。

　そんなことを子どもが聞いているところで言うのはやめてくれないだろうか。

「──ま、まあ。すぐに元気で帰ってきて、いつも通りになるから。そうしたら、お仕事お疲つかれ様って言ってあげな」

「うん……ふぁぅ……」

　頷うなずいて、レノアは小さな口で、大きなあくびを漏らす。

「眠ねむたくなっちゃったか？　もういつものお昼ひる寝ねの時間過すぎているものな」

「ん……。ねえとうさま……ノアのお背中とんとんして？……」







　第五章　永と遠わの夢に別れを。
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　──空はどこから始まって、いったいどこまで青いのだろう。




　昔、そんなことを想った。

　きっとどこまでも続くのだろうと何となく納なつ得とくした。

　時間と同じように、きっといつまでだって終わらないものだと。




　終わらないことが、倖しあわせだと思った。

　夢は続く。どこまでも続く。夢を守るためにすべてがある。




　だから──シスルーンに終わりはない。




　アストリアがそうして創つくった。

　世界が終わるのではなくて世界が止まる。

　そうして永遠になる。




　蓋ふたをされた宝石箱は、きっといつまでだって輝かがやく世界を閉じ込める。

　シスルーンという小さな宝物だって、壊こわさぬようにしまわれる。

　同じことだった。




　それが最もよい方法だと疑うたがわなかった自分がいた。

　輝きを失って壊れてしまうまでを辿たどるだなんて苦しくて堪たまらなかった。

　過去の自分が望んでいた未来がここにある。




　それが本当の倖せだとは限かぎらないのだと、気付かなかった。

　終わらなければいいなんて詭き弁べんだった。

　未来のない日々なんて、結局滅めつ亡ぼうと同じことなのに。




　永遠の世く界にシスルーン。







　──ねえ、未来なんて怖こわいばっかりで。

　ディーがいてくれるからやっと大丈夫と思えるのに、そのディーさえいつ死ぬか分からないのが人間だなんて。ぼくはもうそれがひそかに怖くて堪らなくて実はずっと。やがてこの国でディオンの妃きさきになって新たな日々を暮くらし始めて、そうして幾いく年ねんかが過すぎてそれでもまだやっぱりいつか来る死し別べつより、いっそ世界の終わりの方が全然ましだと思って。あまりの倖せの中でその倖せにこそ余よ計けいおびえるようにして暮らすだなんて情けなさで必死で必ひつ須すの未来に目をそむけて今だけを見み詰つめて過ごしていたけれど、でも──

　いつしか子どもが産まれて。三つ子は遠くへ去ってしまって、ぼくが自分の意思で遠ざけて、それでも日々の感情と想いが豊ゆたかになってゆくのは感じられて成長ってこういうものなんだって驚おどろいて時にはひどくせつなくもなって。まもなくリディスたちが産まれて今度は人間の一から育っていくめまぐるしい変化を知って。不ふ思し議ぎで面白くて、子どもたちが増えるたびにいとしくて嬉うれしくてあたたかくて。いつだって傍そばにディーがいてくれるからいっそう、その変化を愛せて──そうして。ぼくはやっと、人間らしく、

　移り変わることを怖くないと思えるようになったところだったのに。




　──あんなに望んだ『永遠』の訪おとずれが、今はこんなに怖い。
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「なんで……こんなことになってるんだろう……」

　ぼやいて、リディスは空を見上げた。伸のびた枝えだ葉はの間から、遠くに青い空が見える。

　太陽は、もう南中を過ぎて傾かたむき始めている時じ刻こくだった。時計を見ても時刻は昼を多少過ぎた辺りだ。

　膝ひざを抱かかえて座りながら、だらりと地に置いている右手を見る。痺しびれているだけだった怪け我がの部分は、もう痛くて堪らなくなっていた。指先が触ふれる先の草は濡ぬれて冷たい。

　草地に腰を下ろしたズボンにも、とっくに水は染しみている。それでも雨続きでどこもぬかるんでいるなかで、草が多く繁しげっているこの場所は、比ひ較かく的ましなところに見えた。

「…………」

　左側を向いて寝ねそべっているオルフィナに目をやった。

「…………」

　うつ伏ぶせに倒たおしたその背には、ぞっとするような赤が広がっている。

　リディスを庇かばって出来た傷きずだ。

　申し訳なくて、また自分の膝に顔をうずめる。

「なんで……」

（──なんで？……〝エリス・ウィレス〟……）

　こちらの言ったことを理解して、そうして剣を収おさめてくれたのだと思った。それなのに──オルフィナが庇ってくれなかったら、この傷は自分のものだったのだ。

　瞼まぶたに焼きついて、目を逸そらしても塞ふさいでも頭に映うつる、傍かたわらの背中。

　一ひと筋すじ走った赤い直線と寒くなるその内側。赤く染まった服と対たい照しよう的にひどく白んだ肌はだ。

〝エリス・ウィレス〟はその一いち撃げきで満足したのか──そのままどこかへ行ってしまった。意い識しきをなくしたオルフィナを動かすことも、ここに放ほうったまま人を呼びに行くことも出来なくて、仕方ないのでこうしてじっと横に控ひかえている。

　することもないのが辛つらくて、人が死ぬほどの出血量がどれくらいだったかを思い出そうとしてみたが思い出せない。以前確かに叔お母ばに聞いた記き憶おくがあるのに。

「……ディー……」

「！　母う……」

　漏もれ聞こえた声にリディスは、はっとそちらを振り向いて、また、すぐに目をそむけた。

　どきどきと胸が鳴る。

「……母上？」

　目を伏せたまま、呼んでみる。

「ん……っつぅー……」

　身じろぎして、呻うめく気配。

　リディスはほっとして──いま見た涙を忘れることにする。それはなんとなく、見てはいけないものに思えたから。

「母上、平気……ですか？」

「え……リディス……？」

　オルフィナは不ふ審しんげに呟つぶやいて、それから思い出したように「ああ……そうか」と漏もらす。

「～～……痛……っ」

　ぐっと息を詰つめて、呻き呻きしつつ、オルフィナはゆっくりと身を起こす。

　起き上がったりしても大丈夫なんだろうか？……とリディスは心配になる。

「……大丈夫なんですか？」

　問いかけながら、リディスは躊躇ためらいがちにそちらを向いた。

　その目元にはもう涙のあとはなくて、リディスはほっとする。

「……リディス、怪我は？」

　途と切ぎれがちな呼吸でそんなことを言われて、肩かたをすくめてみせた。

「母上がかばってくれたおかげで、ぜんぜんまったくなんともないですよ？」

　わざわざ軽く言ったのに、目ざとく右腕うでを注ちゆう視ししてオルフィナは顔を青くする。

「なら……母様の付けた傷だけね？……痛い？　動く？」

　仕し方かたないので、素す直なおに応こたえる。

「痛いけれど動くし、大丈夫」

「ごめんなさい……」

　悲ひ壮そうな顔になるのに、リディスは戸と惑まどう。

「やだな、母上の方がひどい怪我しているじゃないか、ぼくのことより──」

　言いかけた途中の言葉が、思わず止まる。

「ごめんね。謝あやまるだけしか出来なくて申し訳わけないけれど……今は時間がないから……」

　言って立ち上がるオルフィナに、リディスは驚おどろきの声を上げた。

「は……母上……っ？　どこ行くの!?」

　まだ背中の傷は血も止まっていないのに。

　立ち上がったその背では早さつ速そく流血が増加していた。

　流れ出る赤を直ちよく視ししてくらくらする。

　下着同然のシュミーズ姿で、服の前は雨水と泥どろとに汚よごれて後ろは刃は物もので裂さかれた挙あげ句くに血みどろで。髪かみは乱れてばさばさで、腕には抜き身の長剣。そうして口にする言葉は、

「──あいつを倒たおす」

　──もうどこから判断しても、一国の王子妃には見えようもない。

「無む茶ちや言わないで下さい！」

　リディスは慌あわてて引き止める。このまま行かせてどこかで倒れられたのではたまらない。

　オルフィナは、切せつ羽ぱ詰つまった様子のまま振ふり返る。

「リディス……離はなして」

「嫌いやだ!!　お願いだからぼくの話を聞いてよ！　はじめから全ぜん然ぜん、言いたいことひとつ言えてない」

「……なに？」

「え？」

「言いたいこと。そういえば聞いていなかったよね。それだけ聞かせて」

「……長くなります。座って下さい」

　噓うそだった。本当はいっそ一言でも足りる。それでも、せめて血が止まるくらいまではオルフィナを休ませておきたくてそんなふうに言った。

　オルフィナはぐっと詰まって、返す。

「……リディス、時間がないの」

「どうしてなんですか？」

　オルフィナは少し躊躇って、こう言った。

「世界はね、創つくったとおりにだけ動いていくの。どんなに盤ばん上じようで異い変へんが起こってもその範はん疇ちゆうは絶対に出ない。それが世界なの。──だからこそ、このまま放っておけない……」

「……何を言ってるのか全然分からないんですけど？」

　だからっ、とオルフィナは顔を歪ゆがめて嘆たん息そく混じりに。




「──世界が終わってしまう前に、出来ることをしようというの」




　オルフィナの言葉に、リディスはきょとんとなった。

「……は？」
















　漏らして……何となく、別のところに納得する。

　すっかり忘れていたがこの母も、ケットたちと同じようにもともとは女神様なのだ。

　世界がどうとか、そんな話をいきなりするのも──そうと思えば道どう理りに適かなう。

　リディスは言った。

「ぼくもおんなじことを考えてます」

「え？」

　今度は、オルフィナが理解出来ない顔になる。

「ぼくがこんなところにいる理由とか、全部お話しします。だから……お願いです、少し座って落ち着いて下さい。……心配しなくても、そんな一日一夜の間には、世界は終わらないって、現役の神様が言ってましたよ」

「……ええ？」
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　眠ってしまったオルフィナの傍かたわらから、リディスはそっと立ち上がる。眠るつもりなどなくても、多た量りように失しつ血けつした身体の方は休息を強く要求したようだった。

　そのまま、リディスは薄うす闇やみの中を進む。

　腕が片方うまく使えないだけで、ただ歩くのまで変な感じだった。オルフィナの姿が見えないくらいまで進むと──囁ささやくような明るい呼びかけ。

「リディ、こんばんは」

「……またしばらく夜が来なかったら、どうしようかと思ってたよ」

　ぼやきには、舌したを出した笑えみが返された。

「母様、この辺に来ていたのね。知らなかった」

　だから力が抑おさえられて飛べなかったんだわとのケットの言葉に嘆たん息そくしてみせて、告げる。

「〝エリス・ウィレス〟も、見たよ」

　ケットは、うん、と真ま面じ目めな顔になって頷うなずいた。

「わたしも感じた。まだ生まれる前っていう段階だからちょっと分かり辛づらいけど……まったく探せないわけじゃないみたいだわ」

　ケットの言葉の意味は、何となくのまま理解する。

「……今は？」

「大体は見えてるわ──任まかせて」

　手を取られて、ふたりの指先から満ちる白い光。ふと以前オルフィナの傍では力を使えない──使ってはいけない？──と言っていたことを思い出す。

「──あ、ねえ母上がいるから無む理りじゃないの？　それに置きっぱなしじゃ心配だよ」

　思いついて言った言葉に、ケットは「平気よ」と言う。

「近くで抑えられていることが分かっていれば、いつもみたいにそれ用の力の使い方をするから。置いていっても、わたしはリディと違って母様をいつでも感じられるから、何かあったらすぐに戻るわ」

　母様ごとは移れないもの、と言って。

　そのままゆらりと視界が歪んで──あっという間にリディスは身体を運ばれた。




　シャルとケットとアルマの三つ子ともうずっと親したしくしていたことや、リディスたちがもう何度もオルフィナの故こ郷きようであるディルヴァロッヅへ遊びに行ったりしていたこと。

　リディスはこれまで秘密にしていたいろいろなことをさきほどオルフィナに伝えた──もちろん、ケットとの約束はちゃんと憶おぼえていたから、三人の名前は伏ふせたままでだ。

　おとなしく近ちか場ばの木に凭もたれて座って耳を傾かたむけていたオルフィナは、はじめは一々驚いたりの反応を大きくみせていたが、そのうち呆ぼう然ぜんと聞き入るだけになった。

『信じられない……知らなかった』

　吐と息いき混まじりに言うオルフィナに、リディスは微笑ほほえんでみせた。

　その嬉うれしそうな顔が嬉しかった。




「それで……全部伝えたの？」

「…………」

　ケットの言葉に、リディスは首を振ふった。

　話をしながら、ずっとどうしようかと思っていたことは、結局言えなかった。

　──〝エリス・ウィレス〟のこと。その存在についてはちゃんと伝えたけれど──自分の子どもだということは、結局秘密にしたままだ。リディスは首を傾げて言う。

「あの光の女の子は、海の姉さま──ケットのことだよ──が創った存在なんです、とだけは伝えたけれど。他は、言ってない。それでもなんだかやけに納得している感じだった気がするんだけど……？」

『そうか……あの海神の気配は……先代の母上でなく、現海神の影えい響きようだったのか……』

　そう独ひとりごつオルフィナに、頷いて済すませたことを思い返す。

「ケットに向かって言うべきだとか、なんだかんだ言っておいて……いざとなったらぼくも言えなかった」

　ケットは、うん、と目を伏せて言う。

「言わないでいいことなら、しまっておけばいいよね……」

　言い訳じゃないと、リディスはケットの手を強く握って、前を見た。

　ケットと移動してきた先は、先日も家族で来たばかりの──王おう領りよう地ちの海だった。

　もともと人気のないそこには、いまは無人の船だけが隅すみの方に繫つながれて浮いていた。

「……どこにいるの？　〝エリス・ウィレス〟は……」

「…………」

　無言のまま遠くを見やって、ケットは、すっ、と空いた手で一方を指差した。

　示された水面の辺りに、自分もつられるように視線を送る。

　少し前に見たときには気付かなかった──気付かないはずがないから、よそ見のあいだに現れたのか──黄金色が、あった。




　漂ただよう光はリディスたちのいる水みず際ぎわからそう遠くない場所で、水面に触ふれそうな位置をふわふわ漂っていた。いまはただの光の塊かたまりみたいな様子で、人の形はしていないので、ただぶら下がった元ドレスの布切れが、いっそう哀あわれに見えた。そういえば……と思う。

「……なんで母上から取っていったんだろう？」

「ドレスが着てみたかったんじゃない？」

　さらりと返されたケットの言葉に、リディスはなにを言うのかと横を見る。

　ケットは苦く笑しようする。

「女の子だったんでしょう？」

「見た目はそうだったけど……ええ？　そういう理由？」

「たぶんね。着てみたいっていうより、何か綺き麗れいだから欲しいなって思ったんじゃないかしら。……まだそんなにしっかりものを考えられるほど育っていないもの」

「……だから、ぼくの言うことも分からなかったの？」

「気にしすぎないでってば。リディにぶつかられたのが痛くて、怒おこってあたろうとしたら邪じや魔まされてリディにも攻撃して──それで母様が代わりに怪我をしたけれど──鬱うつ憤ぷんは晴れたからまあいいや──そういう感じなんだってば」

　苦笑して慰なぐさめてくるケットに、リディスは嘆息。

「本当に赤ん坊なんだね」

「赤ん坊未満よね。だから『墓ぼ標ひよう』にしまっていたんじゃない。……でも、生まれるずっと前に形をとってみせるなんて優ゆう秀しゆうよね。わたしも見せてもらいたいなあ」

「動く彫ちよう刻こくみたいに綺麗な顔だったよ。瞳がないのが、ちょっと怖かった気もするけれど……でも、あったかくて可愛かわいかった」

「瞳はまだ難むずかしいのかもね……でもおかしいの。怖いのにそれでも可愛いだなんて、反対のことじゃない？」

「そうだけどさ。本当にそう感じたんだよ」

「なのかな。わたしも早く見せてほしいな」

　くすくす笑って、漂う光に揃そろって目を向ける。

　と。




「で──どうしようか」




「!?」

　不ふ意いに背後から声を掛けられて、ふたりは飛とび跳はねる。

「まったく、とんでもないわよね」

　続いて、呆あきれたような声。

「ア……」

　アルマとシャルだった。

　リディスは困こん惑わくしてケットを見た。ケットは首を振る──話していない。

「言われなくても、こうなったらいくらなんでも気付くよ」

　呆れの入ったアルマの台詞せりふに、リディスとケットは揃って項うな垂だれる。

　言われてみれば、ふたりはケットと同じ、すごい力のある神様なのだから、確かに浅はかだったとリディスは思い知る。

「……黙っててごめんなさい」

「別に、こんなふうに問題にならなければ、わざわざ言うことでもないしね」

　気にしないで、と続けるアルマの言葉に、横よこ手てからシャルが同意して言う。

「それより考えるのは、これからどうするか、よ」

「？」

「どうするって？」

　ケットとリディスはきょとんと顔を合わせる。

「どうって……ちゃんと力を制せい御ぎよできる段階に育つまで、ちゃんと……また、『墓標』に閉じ込めておくつもりよ？」

「ばか」

　ケットの言葉にシャルがばっさりと言った。ケットがむっとなる。

「なんで、いきなりそんなこと言われなきゃなのよ」

「だからあんたの頭は外も中もくるくるだって言うのよ！　あんたたちの創ったあの光が外に出たのはいつのことよっ？」

「いつって……」

「光じゃなくて、〝エリス・ウィレス〟って名前があるんだよ」

　とリディスは口を挟はさんで、続ける。

「……母上が『墓標』から出したみたいなこと言っていたから……二、三日前じゃないかな？」

　でもそれがなんなのかと、ケットと揃ってシャルを窺うかがえば盛せい大だいな嘆息。

「お日様がおかしいのも地じ揺ゆれが頻ひん繁ぱんに起こるようになったっていうのもそれよりもっと前からだったでしょう？……『墓標』の中にいたって、とっくに無理なのよ」

「あ……」

　言われて気付いて、ケットとリディスは茫然とする。アルマが付け足すように言う。

「外に出るまで──僕ぼくらみたいにシスルーンでも影えい響きようを出さずに存在できるようになるまで──にまだまだ力は膨ふくれていくんだから。どのみち『墓標』じゃ抑えきれないんだよ」

　あの子はさ、と海辺を向く。

　こちらに興きよう味みもなさそうに、ふよんふよんと海面で波の隙すき間まを行き来する遊ゆう戯ぎに興きようじているらしい〝エリス・ウィレス〟を、自然と皆みなが見た。

「じゃ、じゃあどうするの……ここ、シスルーンをこのまま守るには……」

　おろおろと言うケットに、シャルは吐息をつく。

「決まっているじゃない、ケットの子どもってことはつまり神様の端はしくれなんでしょ？」

　皆の視線を感じてか、ゆっくりとこちらに近づいて来ようとしているらしい〝エリス・ウィレス〟。そちらの方に、シャルはすたすたと歩いて向かう。

　何となく、リディスたちもその後を追って〝エリス・ウィレス〟に寄った。

　水際の、波に濡れないところまで行くと、〝エリス・ウィレス〟は思ったより大きくて、ひとかかえほどはありそうだった。リディスたちからまだ距離を開けたところで留とどまって、それきり寄っては来ないで漂う〝エリス・ウィレス〟に、シャルは手を伸ばす。

　不意に、風が吹ふく。

「──シャル」

　窘たしなめるようなアルマの言葉に、「少し、だけよ……」と苦しそうな声で言う。

　それでリディスは、この風はシャルが起こしたものらしいと気付く。ディルヴァロッヅでは笑いながら竜たつ巻まきだって起こせるシャルが、こんなそよ風に汗あせだくになっているのは、へんな感じだった。

　その一筋の風に流されて、海上から子どもたちの手のとどくところまでやって来た光の〝エリス・ウィレス〟は、まるで周囲に合わせるように、するりと縦たて長ながく形を伸ばして人の姿すがたになった。リディスは二度目の、全身が金色に輝いた少女の姿。

「わあ」とケットが歓かん声せいを上げる。「はじめて見たわ。これが〝エリス・ウィレス〟のための形ね？」言って、その身体にそっと手を伸ばして、興味本位のようにぺたぺた触さわった。

　嬉しそうに屈かがんで微笑みかけているケットの横で、シャルがリディスから──先ほど使った名残なごりで、ベルトに差したままだった──懐かい剣けんを抜いた。

「え？　シャル？」

　何に使うのだろうと思って見ていると、ケットがシャルに振り返る。

「ねえシャル、こうして〝エリス・ウィレス〟を呼んでどうするの？」

「だから、決まっているでしょう。〝エリス・ウィレス〟のせいでおかしくなっているこのシスルーンの世界を守るための方法なんて」

「？」

　首を傾げるケットに、苦笑する感じで、シャルは自然に腕を伸のばした。

「──こうするの」
















〝エリス・ウィレス〟の身体──その胸に、短い剣けんを突き立てて、シャルは笑顔で言う。




「──殺しちゃえばいいのよ」




　　　　２




「っ……、ぁ……」

　神しん剣けんを支えのようにしながらオルフィナは、重い身体を引きずるようにして進む。

　背の傷がひどく痛んで、まともに歩くことさえ出来ずにいるのがもどかしかった。

　失血のせいなのか先ほどから眩暈めまいがひどくて、歩みはひどく阻そ害がいされた。

　何度も転てん倒とうを繰くり返しながら、意識を朦もう朧ろうとさせつつ目的の場所を目指して進む。

　そうしてやっと──その眼がん前ぜんに、そびえる大たい樹じゆ。




「ロキツルオル──」

　呟つぶやくように、樹きにすがって呼びかけた。

　せっかくの誓ちかいが駄だ目めになったことを、どう詫わびたらいいだろうと思っていた。

　この世界に生まれたあの何かが──自分の娘の子どもだなんて、まさか予想などしていなかったのだ。

（倒すことが出来なくなって、そうしたらぼくに出来ることなんて……）

　不意に、大きく揺ゆれ出す大地。それに泣きそうになった。世界が大地がロキツルオルが悲鳴を上げているみたいな揺れ方だった。それは勘かん違ちがいでもなんでもないのだ。

　この地揺れの原因が何かは分からないが──目が醒さめたら消えていたリディスのことを、オルフィナはなんとなく思う。

　リディスにはまたリディスの思惑おもわくがあって行動しているような感じがあったから、もしかすると何かをしているのかもしれない──あの、三つ子たちと共に。

（あの子たちがこちら──シスルーンの世界に来ている感じはするし……）

　視線はどうしてか空に向かう。

　同じ世界にいても、どこにいるのかをはっきりと知れるのは距きよ離りが大きく縮ちぢんでいるときだけだった。誓せい約やくに因よって本当に近くに寄ることは出来ないけれども──そのぎりぎりの境さかいを感じるのさえ、三つ子との関わりの楽しみ方のひとつだと思っていた。

　遠くの空を見やって、先ほどのリディスの言葉を思い返す。




『海の姉さま……の、創ったものを。ぼくは守りたいです──』




　リディスの言葉は、通してどこか躊躇ためらいがちだった。

　まだ何か言いたいことがあるのに言えずにいるような。秘ひめごとというのなら、オルフィナは人のことなど言えないから、突つき詰つめようとも思わなかったが。

　何事も、守りたい人間の中に抱かれるそれだけで、ちゃんと意味があるのだ。秘密はあばくものではないと、自身の擁よう護ごというだけでなく、思う。

　ふ…と苦くてたまらない吐息をつく。

「こんなふうに悪あつ化かさせるなんて……なにしているんだか……」

　オルフィナは、口だけを笑みの形にして、泣き顔で笑った。

　と。

　ガゴッ…バガッ、ン……ガラガラ──ッ

　嫌な感じの音に目線を降ろすと、『世界の果はて』が崩くずれて、奈な落らくに破は片へんを落としていた。

　このまま崩れ落ちるような世界ではないから──崩れ落ちる前に、世界はこの綺き麗れいな形を保たもつために終わるから──オルフィナは覚かく悟ごを決める。

　支えにしていた抜き身の神剣を、掲かかげる。




　自分に出来ることなんて、結局これくらいのことなのだ。




　　　　＋　＋　＋




「──殺しちゃえばいいのよ」




　そう言ってシャルが刃をつきたてると、〝エリス・ウィレス〟のその黄金の身体からは赤い血の代わりのように、黄金の光がどろりと流れ出す。

〝エリス・ウィレス〟は震ふるえて──笛の音のような高い悲鳴が風に乗って辺りに響ひびく。

　共鳴するように、大地が大きく揺れ出した。




　最近多かった、小さな地揺れとは比べ物にならない。

　立っていられなくなって、リディスはその場に尻しりもちをついた。

　雷かみなりのような音が遠くから聴きこえて、空を見上げた。

　空は青い。こんなときでも不ぶ気き味みなくらい青く澄すんでいる。

　のどかに浮かぶ白い雲が滑こつ稽けいに見えたのは初めてだった。

　また、ひび割れたような落らく雷らいのような遠い音。世界が欠けていく音ではないかと、リディスは根こん拠きよもなく思う。欠けるとしたら真っ先に思いつくのは『世界の果て』で。たとえ本当にそれが割れていたとしたって、──『世界の果て』はここからでは距きよ離りがありすぎるから──その音がここへ伝わってくるとも思えなかったが。

　頭の中は嫌な方にばかり働く。森に倒れたままの母上や、お城の人たちは大丈夫だろうか？　城影を見ようと顔を上げても、今いる場所からはちょうど死角になっているらしくて見当たらない。それが余よ計けいにリディスを不安にさせた。もう崩れ落ちた後なのではと、いくらなんでも行き過ぎな想像までしてしまう。

　シャルはそんな辺りの様子は気にもかけずに──見ると地揺れに対して平へい然ぜんと立っているのはケットとアルマも同様だった──〝エリス・ウィレス〟の様子に眉まゆをあげて、軽く驚いたような顔をする。

「あら、結けつ構こう頑がん丈じようじゃない？　ケットの子だから……っていうより使ってるのが普通の剣だからかしらね？」

　リディスから取った懐剣を見やって、まあいいわと呟つぶやくと、シャルはもう一度それを〝エリス・ウィレス〟に向けて──

「──っ!!」

　ガツッ！

　言葉にならない悲鳴のような怒ど声せいを発して、ケットがシャルに殴なぐりかかった。

　勢いきおい余あまったケットと、頰ほおを殴られたシャルがそのまま揃そろって地面へ転がるのを尻しり目めに、〝エリス・ウィレス〟は空へと溶とけるようにして逃げてしまった。

「……っのよ！……なにするのよっ!?」

　ひどい泣き顔でやっと聞き取れるくらいに叫さけびながら、さらに拳こぶしを振り上げるケットを、シャルは下から鬱うつ陶とうしそうに押しのけた。激げつ昂こうしているケットは、それだけで横にこてんと転がって、そのまま顔を覆おおって大声で泣き出した。

　大声で泣いているケットには聞こえないと分かっているような顔で、それでもシャルはケットにぼやく。

「……あんたのせいで逃げられたじゃない」




　そんな一部始終を、リディスはただ茫然と見ているしか出来なかった。出来ないでいる。

　目の前で起こっていること全部が、信じられなかった。




　　　　＋　＋　＋




　揺れ落ちていく世界にオルフィナはひとつだけ息を漏らす。

　溜ため息ではなく、覚悟の呼吸。

　もはやロキツルオルだけでは抑えきれない。

　このまま、世界は終わりに向かう。

　幼いアストリアが望んだように、世界は『永遠』に。




　アストリアの願ってやまなかった夢の世界。それはこの小さなシスルーンで完成して。

　ずっと変わらない輝きを宿やどして辛つらいことも哀かなしいこともなくて、世界の終わりを憂うれうこともなく、未来に怯おびえることもない。どこからも何からも侵おかされない。

　そんな完かん璧ぺきな夢のかたち。抜け落ちるのは、ただ時間という概がい念ねん。

　ずっと変わらない美しい『永遠』という瞬しゆん間かんを、世界は間もなく手に入れる──




（──させるかっ、そんなこと！）

　ざんッ！

　脇わき目めも振らない強い眼まな差ざしで、オルフィナは『墓標』の根に神剣を突き立てた。

　胸の内には、もはや揺るがない決意だけがあった。




　ずず……っ、と地から根が剣を伝ってオルフィナの腕へと延のびて、ゆっくりと絡からみつき始めた。

　柄つかを握り締しめた両手、その腕先から思い切り力が──身体中のあらゆるものが吸われていくような感覚が迫せまる。その眩暈のする勢いにオルフィナは歯を食い縛しばって、ぎりぎり意識を保って耐たえる。

　延びる樹じゆ木もくに巻き込まれ、まるで拘こう束そく具ぐを纏まとったようになっていく腕先。

「──腕の……一本や二本なんて、くれてやるから──」

　足だって、頭だって。いっそ、この身のすべてだっていい。それでロキツルオル──世界──の力になれて、そうして世界が鎮ちん静せいされるっていうのなら。

　元大地神アストリアの成れの果て──〝オルフィナ・フェイジョア・ルフィニア・シスルーン〟を、世界の一部として使えばいい。そして自分は──人間としては死んで──そのまま世界の一部になってしまっても構かまわないから。だから。どうかせめて。

「ディーや、子どもたちには……」

　呟つぶやく。絶えない涙に、息が詰まる。

「っ……もう少し……この夢を続けさせて……っ！」




　世界が時を止めて。

　みんながみんな、今の暮くらしの中に置かれて停止してしまったら。

　とても綺麗で、美しい終しゆう焉えんがそこに残りはしても──

　明日がなくて、昨日もなくて。

　日々の変化や成長に、よろこび笑うこともなくて。




「そんなの……っ」

　たぶん、きっと、絶対に。

「……人間は誰も望んでいない──！」

　泣きながら、叫さけぶ。




　守りたかった。

　育つ子どもたちの未来を。人々が疎うとんで望む繰り返される日々を。いつか来る、別れを死を恐おそれない強さを持った誰もを。今までだけでなく、これからのディーとの暮らしを。

　容易たやすく終わりが見えるほどに果は敢かない、このシスルーンという小さな世界の、




　──これから訪おとずれる明日を。




（守って…みせる──！）

　そして。神剣を通じて、自ら力を世界に注ついだ。

　傍かたわらのロキツルオルと、底に眠るアストリアの軀からだと、力が共きよう鳴めいして、

　広がっていく。




　……ぱしっ、ぱしぱし、ぱしぱしぱしぱし──っ




　何かが、はぜるような砕くだけるような音を立てて地を、根が走る。

　薙ながれるように疾しつ風ぷうが草間を縫ぬって舞まい、腫はれるように土が盛もる。

　足元から幾いく筋すじも芽めが伸び、木になり、分け出た枝がまるで手のように地を這はってどこまでも延びてゆく。地は大きなもぐらが這いずり回ったように荒れ、長い時間をかけて群ぐん生せいしたかのような木々の影はどこまでも続いて膨ふくれていく──

（……限げん界かい、かも……）

　オルフィナは、もう腕どころか肩や首のあたりまで根──というかそこからも芽が伸びて、もう新しい木の一部になりつつある──に絡からめ取られた中で、荒あらい息を必死で継つぐ。

　頭がぐらぐらしていて分からなくなってきているが、どうやら地揺れは治まっているようだった。

　このままオルフィナ自身をシスルーンの世界の中へ組み込めば、その僅わずかながらも注いだ力で──せめてあと数年くらいは──この世界は安定するようになるだろう。

　それくらいの時間があれば、あの──〝エリス・ウィレス〟とリディスが呼んでいた何者かについては、子どもたちが何とかするかもしれない。きっと何とかするはずだ。

　だって彼らはオルフィナの自じ慢まんの子どもたちなのだから。




　ほ……っ。

　安あん堵どの吐息を漏らして、オルフィナは目を閉じた。

　これでシスルーンは相変わらず、きらきらと変化する日々を映して続くだろう。

　──まるで、夢みたいに。

　朦もう朧ろうとした頭で思う傍かたわら、涙はまだ流れていた。嬉うれし涙かと思って、大切なわすれものに気付いてしまった。

　そうだった、大事なことだったのに。

　もう間に合わないそれが哀しくて自分はこんなに泣いているのだ。

　オルフィナのすべてを吸収するように絡みつくその根たちはどこまでも伸び続ける。一昼夜もしないうちにこの身体はのみこまれて、シスルーンの大地の一部になるはずだ。

　そんな中で、オルフィナは意識を失うまでそのひとつを悔くやみ続けた。




　ディーと子どもたちに、さよならを言いたかった。
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「信じられない信じられない信じられない!!　なんであんなことするのよ!?」

　頭を振って泣き喚わめくケットに、シャルは悪びれる様子もない。

「だって、他に手がないじゃない」

「そんなの！　だからってっ……！」

　言い合う二人の姿を、リディスは他人事のような気持ちでぼうっと眺ながめていた。

〝エリス・ウィレス〟が逃げるようにどこかへ行ってしまうと──茫ぼう然ぜんとするリディスの横で、泣き喚くケットと平へい然ぜんとしたシャルとの盛せい大だいな口喧げん嘩かがはじまった。それはつい先ほどまでのむちゃくちゃな展てん開かいよりは全然ずっと分かりやすくて。けれども、だからリディスは相変わらず、事態に置いていかれたままだった。

〝エリス・ウィレス〟が姿を消して随ずい分ぶん時間が経たったような気もした頃に、リディスはふと我に返って思いつき──シャルがケットに殴り倒されたときに手放し、地に落ちたままだった懐剣を拾ってみた。まっさらな、銀に輝く直線。〝エリス・ウィレス〟から流れ出た黄金色の液体のようなものは名残なごりさえなくて、その白々しさが却かえって怖かった。

　そういえば地揺れの方は、シャルとケットが言い合いを始める少し前に治まっていて、それもなんだか──〝エリス・ウィレス〟に何かあったのではないかと──不安だった。

「……なんで……あんなことしたんだろう」

　リディスはぽつりと呟く。当のシャルを見やっても、相変わらずケットと舌ぜつ戦せん──というよりは、ケットの文句をシャルが一方的に流しているだけに見えたが──に夢中でこちらの言葉には気付きもしない。二人の様子は、もうすっかりいつものそれに見えた。

　と。

「神っていうのはさ、人間みたいには死なないんだよね」

　背後から声。シャルの代わりにか、アルマが説明をくれた。

「死なない……？」

「うん。『神としての存在』を終えたとしても、世界の一部だとか、精せい霊れいだとかになって生き続ける。よほどのことがないと、人間みたいに土くれになって終わったりはしない」

「……一回死んでも、次があるってこと？……だから、シャルは〝エリス・ウィレス〟を殺そうとしたの？」

「たぶんね。確かに精霊にでもなれば、このままシスルーン側の世界にいたって影えい響きようが出るほど大きなものにはならないだろうし」

「……でもそれって、〝エリス・ウィレス〟としてはやっぱり違ちがうものになっちゃうってことだよね？」

　ケットが激げつ昂こうしているくらいだから、そういうことなのだろうと思って言った。

　そうでなくても、あんな場面を見せられては──まだ心しん臓ぞうがばくばく鳴っていて、見た光景に背中は寒くて──やっぱり全然冷れい静せいでなんていられないくらいだけれど。

「そんなには違わないけどね。リディの右手と左手程度の違ちがいだよ。あ、今は怪け我がしているからちょっと違うけど」

「？」

　先ほどのあまりの事態にか、痛みも何もかも飛んでしまっていた右腕の怪我を見下ろして、首を傾かしげてアルマを見た。

「つまり違うって言えば違うし、同じって言えば同じってこと。確かにいったん死なせて転てん化かさせるっていうのは力も状態も性格も記き憶おくも変化したりするけど……」

　アルマの説明の途と中ちゆうで、大きな金かな切きり声が混じる。

「だってしょうがないじゃないッ！」

　リディスとアルマは振り向いた。金切り声自体はずっと聞こえていたが──いま聞こえたそれはケットのものではなく、これまでいなすように流していたシャルのものだ。

　見るとなにを言われたのか、らしくもなく涙ぐんでいた。

「あの〝エリス・ウィレス〟をこの世界に置いておけないならディルヴァロッヅに連れて行くくらいしか手段なんてないけど……そんなの絶対いやだもの！　そんなことしたら、私たちのリディたちへの関わりがディルヴァロッヅにばれて、行き来を封ふうじられちゃうでしょう!?──私たちが母様のところに来られなくなったら──いったい誰だれが、あのばかじじいに新しい想い出をあげるのよ!?」

　その言葉は唐とう突とつだったらしく、ずっと泣きっぱなしだったケットさえ、きょとんとした顔で一いつ瞬しゆん泣き止やんだ。

「……ばかじじい？」リディスが訊きくと、「世話役のドラゴンのことかな」とアルマもきょとんとした顔でシャルを見やりながら応こたえた。シャルは堰せきが切れたように続ける。

「クロノスに母様のこと伝えると、どんな嬉うれしそうな顔するか知ってる!?　私はあの顔を見られるのなら、いつまでだって母様の次でいいんだから……っ、あの優やさしいばかじじいのためなら……っ。クロノスが喜んでくれるなら、私なんて道具でもいいのに。クロノスがアストリアを望むならこの顔でアストリアの振りだってするわよ！　それくらい私はクロノスが好きで、でもそれ以上にクロノスはアストリアが大切で──そんなクロノスをがっかりさせるのは、絶対にいやなの……っ」

　そこまで言うと顔を両手で覆って、座り込んで泣きだした。

「シ、シャル……？」

　ケットが、動どう揺ようした顔でおろおろと声を掛ける。

　リディスがシャルの泣いているところを見るのは初めてだったし、その反応を見るにケットとアルマもほとんど似にたようなものらしかった。

「ほ…本当は『アナンシャル』って呼ぶときの優しい顔がすごくすごく好きなの。大地の神しん殿でんに閉じこもっているときの眼差しがあんまりまっすぐで、そこから好きになったんだもの。最初からもう……アストリアを好きなクロノスが好きだったんだから、今更仕し方かたないじゃない……だけどそんなの悔くやしいから……絶対……言ってあげないの……っ」

「…………」

　シャルのすすり泣く声だけが辺りを支配しているような、そんな気分になった。

　居い心地ごこち悪くリディスたちが困こまっていると、アルマがシャルの傍らに膝ひざをついた。

「落ち着いて。僕だってそんなのごめんだし、それくらいはケットたちだって分かってることだよ。神々……あのうるさ型たちにばれるのは確かに避さけないとだけど──彼ら普ふ段だんは腰が重いくせに、そういうこっちの事情を顧かえりみないことだけは簡単に実行するしね──そうならないように、他の手を考えればいいんだよ」

　肩を撫なぜるようにされてそう言われると、シャルはしゃくりあげながらも頷いた。

「……うん……」




　　　　＋　＋　＋




　痛いことと苦しいことだけは分かる。

　どうしてなんで──こんなに苦しいんだろう。




〝エリス・ウィレス〟は泣けない身体で泣いて、血を流せない身体で既すでに塞ふさがった──けれども依い然ぜんとして深いままの──傷を抱かかえてもがく。存在が構こう成せいされて間もない〝エリス・ウィレス〟は言葉を知らない。感情も知らない。分かるのは、痛いと楽しい。──ついさっき、苦しいも知った。言葉を知らなくて喋しやべれない。喋るという概がい念ねんが未み知ちのもので分からない。だから啼ないた。呼吸も知らないのにそれは出来て、苦しいを表現できることが嬉しかった。そうして、嬉しいというのも何となく知った。

　呼吸も試ためせば出来そうな気がした。でもしたいと思わないのでやめておいた。

　啼いたら、生まれるために包んでくれていた何かも共鳴してくれた。

　それが世界だということを〝エリス・ウィレス〟はまだ知らない。

　自分が何かに影響を与えるというのはほっとする。自分が存在していることをちゃんと分かってもらえた証あかしだから。だから〝エリス・ウィレス〟は啼き続けた。ここにいることに気付いて、あのほっとする場所にまた誰かが戻してくれると信じていたから。




　あんなに居心地のいい場所が他にはないなんて知らなくて、外へ飛び出してしまったのがいけなかった。後こう悔かいなんて知らない〝エリス・ウィレス〟はもやもやする気持ちだけを抱えて苦しむ。

　飛び出して、楽しかったのなんてはじめのうちだけで、あとはもう彷徨さまよいながら帰る場所を探していただけだった。帰りたいのに帰る場所が見つからない。

　どこにあるの。

　懐なつかしい感じのする誰かや懐かしい感じのする場所をあちこち回っても、結局辿り着けなくて途と方ほうにくれて、そうしたら、とても痛いことをされて逃げた。

　啼き続けていたら、共鳴してくれていた何かの様子が不意に変わって──ひどく苦しくなった。

　痛いことを分かってくれていたはずの何かが、今度は〝エリス・ウィレス〟を苦しくするのだ。力を全部抑おさえ込んで吸い取っていくみたいに。

　なんで、どうして？

　啼けば啼くほど苦しくて、ほどなくして啼くことも出来なくなった。

　何とかその身を大地に落ち着けたら、もう動くことも適かなわないほど弱らされていたことが分かって、まったく何も出来なくなった。

　辛かろうじて意識だけがあっていろいろ胸に迫せまるから、それが却かえって困こん惑わくの元だった。




　その感覚が哀しいとか辛いとか知る余裕もなく、〝エリス・ウィレス〟はただ待つだけのものになった。ぼんやりと天を見上げて、訪おとずれる終わりはどんなに苦しいものだろうとどこかで怯おびえながら待っていた。この不完全な身体がこのまま朽くちるのを。

　閉じない瞳の内側で、いつまでも見えない涙を流しながら。




　　　　＋　＋　＋




「──って言っても、実は選せん択たく肢しなんてそんなにないのよね」

　アルマに宥なだめられたシャルはしばらくして泣き止むと、そんなことなどすっかりなかったようにして、腰に手を当てそう言った。

　シャルの暴ぼう走そうにもいいことがひとつくらいはあって、リディスたちが揃そろって冷静になれたことだった。リディスは訳が分からない限界をいい加か減げん飛び越えてしまったし、いちばん取り乱していたはずのケットでさえ、随ずい分ぶん落ち着いた顔になって『神様なのにあんまり取り乱すのは恥はずかしいよね』と言ってシャルを赤い顔で怒らせたりしていたほどだ。

　何となく苦笑混まじりになりながら、アルマが応じる。

「まあ、せいぜいふたつかみっつかな？……思いつくのはことごとく駄だ目めだけれど」

「またあの樹の中にしまうのは駄目なんだよね？」

　リディスが言うと、シャルが頷うなずいた。

「『墓ぼ標ひよう』にもう一度っていうのは、さっきも言ったけれど無理ね。かといって、他に場所って言っても……あれより力をしまうのに適てきした頑がん丈じようなもの、シスルーンにはないわよ。……旧大地神が二重になってさえ、力を漏もらしていた有様だったわけだし……これからもっと力をつけていくのよ？……やっぱりシスルーンに今のまま置いておくのは、もう無理じゃないの？」

「でもディルヴァロッヅに持っていくのも無理だよ。わたしたちがどう隠そうとしたって……神々はそれが分かるくらいにはわたしたちのすることを常に看かん視ししているはずだもの。大きな力の出入りがあったら、いくらなんでもばれると思うし」

　ケットの言葉に、シャルが天を仰あおぐようにして、投げやりに手を広げる。

「シスルーンから出すと私たちがお別れだから却きやつ下か。出さないとシスルーン自体がおしまい……選択肢なんてそもそもないじゃないの。ああ、もういっそケットが〝エリス・ウィレス〟が生まれるまでこっちで身み籠ごもってたら？　親の中に閉じられていれば、さすがに世界はもつでしょう？」

「無む茶ちや言わないでよ。十年近くもわたしがディルヴァロッヅを離はなれていたら、いったい誰があちらの海を統すべるのよ」

「私とアルマでフォローすれば平気かもよ？」

「っていうか、海神がずっと不在っていう時点で神々にシスルーンとの過か剰じような関わりを悟さとられちゃうんじゃないかな。で、断だん絶ぜつ命令。本ほん末まつ転てん倒とうだよ」

　アルマの言葉に、シャルがうんざりした顔になる。

「じゃあどうしろって言うのよ。──やっぱり殺しちゃう？」

「シャル！」

「だってっ……どう考えても、それがいちばん建設的じゃない。結局問題になっているのは〝エリス・ウィレス〟のシスルーンでは耐たえきれない力の部分なんだから。……死ぬったって消えるわけじゃないんだし、なにが駄目なのよ。神の端はしくれなんだから、このまま生まれる前に殺して精霊にでも何にでもしちゃってさ。それでこの世界に置いとけば問題解決。──どう？」

　明るく勧すすめるシャルに、ケットはじっとりした視線になってぼそりと呟く。

「シャルがさっき言ったこと、クロノスに言ってやる……」

「へ？」

「クロノスのためなら～ってやつよ。そんなかわいらしーい一面見せたら、クロノスだってちょっとは、なびくんじゃない？」

「っ!?」

　顔を真っ赤にしてシャルが怒ど鳴なる。

「ケットっ!?　あんたそればらしたりしたら絶ぜつ交こうだからね!?」

「こっちの台詞せりふよ！　せっかく創ったものを生まれる前に殺せだなんて信じらんない!!」

　また賑にぎやかな喧けん嘩かに発はつ展てんし出すのに、アルマが肩をすくめてリディスに困こまった顔を見せる。

　リディスは会話についていくのでいっぱいになりながら、聞いていたことを頭でまとめて、思いつきをひとつ訊ねてみる。

「……ねえ」

「え？」

　あわせて振り向いたシャルとケットに、ええとさ、と続ける。

「さっき、ケットの中にしまうって話があったじゃない？」

「？……ああ、シャルが言ったやつね？　でもあれは……」

　ケットは自分の世界で役目があることは分かっていたから、返事を待たずに頷いて、続きを言った。

「親の中っていうならさ……ぼくじゃ駄目なの？」

　三人が揃そろって目を丸くしてリディスを見た。やっぱり変なことを言ったろうか。

　この世界にあるものなら樹木でさえ──ただの樹ではなかったけれど──平気なら、人間の、自分の身体でも平気なのではないかと思ったのだけれど。

「無理かな？　その、やっぱり……」

　言いながら、脳のう裏りに浮かぶのは、大切な黄金色。

　動かない表情を少し怖こわいと思いながら、目を離せなかった。

　触れた少し熱い体温と、やや硬こう質しつの肌の感かん触しよく。

　初めて会った誰かなのに、初めてなんかじゃなくて、心にずっと住んでいたみたいに懐かしかった。

　自分の子どもだなんて言われても、自分もまだ七歳の子どもでしかないから全然実感なんてなくて、自分があの子の親だなんて、たとえ口にしても上うわ滑すべるような違い和わ感かんしかないけれど、でも。本当に大切な想いだけは、根こん拠きよもなく溢あふれてくるから。それは不ふ思し議ぎなほど確かだった。『死』ななければいいと殺すなんて以もつての外だし、好きなことを好きなだけさせてあげたいと思う。そのために『生まれ』られる日までを自分が護まもってあげたい。大切な存在と痛いほど感じるから。

　自分の賭かけられるものすべてを賭けてもいいから──せめて出来ることなら、

「護ってあげたいんだ──ぼくがちゃんと」

　意志を言葉にしたら、ひどく安心出来た。

　結局自分が通して望んでいたことはこれひとつだったのだ。惜おしむらくはこの身体が神様と違ってただの人間で、ケットたちとは比べ物にならないくらいに無力なことだ。

　けれども、出来ることと出来ないことの区別もつかなくて、こうして無茶かもしれないことを恥ずかしげもなく平気で言えるのくらいは──特とつ権けんと思ってみてもいいだろうか。

　リディスの言葉に微び妙みような戸と惑まどいをみせて、シャルがケットを見る。

「……駄目なの、って？」

　ケットがアルマを見る。

「駄目なの？」

　アルマがシャルを見る。

「って言われても、試ためしたことないし」

　三人がリディスを見る。

「──試す？」

　リディスは頷いた。




　　　　３




「……見つけた」

　リディスがそっと言う。少し先には、地面に横たわっているような黄金の光──〝エリス・ウィレス〟が星空の下に見える。その傍かたわらには、小さな泉が湧わいていた。

　また王宮裏庭の森の中に戻ってきてしまった。結局〝エリス・ウィレス〟にとっては、今はまだこの辺りだけが慣なれ親しめる居い場ば所しよなのだろう。ひらけた草原の、その真ん中辺りにぽつんといる〝エリス・ウィレス〟。

　遠くには、木々の間から『墓標』が覗のぞけて丸い月が見えて──

　そこで、リディスはふと気付く。

「ね、ケット……ここ、あの場所だよね？　違うかな？」

　意気込んで言ったリディスの唐とう突とつな言葉に、ケットは当然首を捻ひねった。

「え？」

「ほら！──あの約束のときに見た……」

　そこまで言えば、ケットも気付いて目を丸くした。

　遠くの『墓標』と隙すき間まに湧わいた小さな泉を認みとめて、顔を綻ほころばせる。

「本当だ──すごい偶ぐう然ぜん……」

〝エリス・ウィレス〟を創ったときに、いつか行ってみようと話した場所だ。

　それきり機き会かいもなくて何となく忘れたようになっていたけれど──と、そう考えてみると、ここに来たのはあながち偶然でもないのかもしれなかった。

「……ぼくらの会話を聞いてたのかな？」

「創る前のことだったのにね」

　ケットも、ふふ、と笑って──まだ離れたところから〝エリス・ウィレス〟を目にして、不安そうにリディスに言う。

「ねえ……リディ、本当にいいの？　問題なくしまえるかも確実じゃないし……そうでなくても十年とかはそのままなんだよ？」

「うん……。でも……ぼくは人間だし、みんなで倖しあわせになるための方法なんて分からなくて。出来ることも、これくらいしか思いつけないから」

　告げれば、ケットは溜ため息いきをついて、「わたしたち神様に出来ることだって、本当はリディと違うだけで僅わずかでしかないんだけどね」そう漏らしてから、頷く。「でもまあ、いま他に手がないのも本当だものね……よほどリディが危あぶないようなら、中断するよ？」

「大丈夫だよ。ぼくだってあの子の〝親〟なんだから」

　リディスは心配そうなケットに苦笑して、〝エリス・ウィレス〟のもとに歩き出した。




　近づいて、リディスは気付く。

　広い草原のまん中に寝そべって動かないでいるのはなぜなのかと思ったら、飛び回ることも出来ないくらい弱っているためらしかった。

　こちらを警けい戒かいするように──相変わらずの彫ちよう刻こく染じみた無表情で──見詰めて、それでも寝転んだまま、あとずさろうとするくらいしか動きを見せない。

　シャルにやられた怪我のせいかとも思ったが──どうやらそれだけというわけでもないようだった。胸に開いていた傷はなくなっていて、──もうほとんど引きずっているだけに近い──元ドレスに、破けた穴があるくらいだった。

　先ほどのシャルのこともあってか、〝エリス・ウィレス〟はぴりぴりした空気を伝えてきた。

　シャルは、ここに来ていない──逆上するから来ないでとケットが遠ざけたのだ。

　リディスの状じよう況きようがあまりにまずいようなら駆かけつける手はずではあるので、そう遠くにはいないはずだが。

「〝エリス・ウィレス〟……」

　呼びかけると、その黄金の目がこちらを向いたように見えた。目の部分が黄金一色で瞳がないので、はっきりとは分からなかったけれど。

「……ぼくが分かる？　ぼくの中においで。外に出られない間も、ぼくがいろいろなものを見せたり聞かせたりしてあげる」

　何を言うはずもない〝エリス・ウィレス〟だが、その目には変わらぬ警戒があるようだった。リディスは優しく続ける。

「……この世界と、もうひとつ、すごい素す敵てきな世界ところがあるよ。君のおかあさんの世界だけど。君もきっと気に入ると思うから、一いつ緒しよに行きたい。ただ、ぼくの大事なものを全部守るために、もうしばらく外に出るのを待っていてほしいんだ。……怖いことも痛いこともしないよ。だから……お願い。もう少しだけ我が慢まんをして」

　驚かさないように、リディスは静かに手を差し伸べた。

「──おいで」

「────」

　反応はなくて、リディスはそっと苦笑する。捕つかまえさえすればケットがリディスの中に放り込むのは可能らしいが、出来ればちゃんと〝エリス・ウィレス〟の合ごう意いを得たかった。

「動けないのは、怪我のせい？　ぼくの中でなら、ちゃんと元気にしてあげられると思うんだ。長い時間こんな狭せまいところは嫌いやかもしれないけど……ぼくはこれから成長期があるから多少は広くなると思うし──って中にしまうのってそういうことじゃないのかな？──とにかく、さ。君が死ぬのもぼくが死ぬ……永遠になる？　のもケットたちと会えなくなるのも嫌だから、そうならないためにはこれかくらいしか手段がないんだ」

　分かる？　と首を傾かしげてみた。

　言葉を知らないと言っていたから、こんなことには意味がないのかもしれない──と、ふと気付く。

「〝エリス・ウィレス〟」

　名前を呼んだ。ぴくり、と〝エリス・ウィレス〟が反応をする。そうだ──これは、彼女が自分でつけた名前だったのに。忘れていたことにどうしようもない気分になった。

「ぼくは君を護るよ。約束する。ねえ──おいで、

〝エリス・ウィレス〟」




　名前を呼んで、また手を静かに差し出した。

　伸ばした手に──やがてそっと。

　小さな黄金の手が重ねられた。




　リディスは、ほっと安あん堵どの息をついて振り返る。

　少し後ろについて来ていたケットが、それを認めてからふたりのもとまで近づいた。

「それじゃあ……〝エリス・ウィレス〟」

　繫つないでいるふたりの手をケットは両手でつつんで、〝エリス・ウィレス〟に微笑ほほえむ。

「また──しばらくしたら今度こそ、いろいろなことをしようね」

　その言葉と重ねて、ケットは〝エリス・ウィレス〟をそっと抱きしめるようにした。

　そのまま、〝エリス・ウィレス〟の身体が黄金色の光の粒りゆう子しになって、端はしからふうっと溶とけていく。

　最後に、触ふれていた手の部分が雲を握にぎっていたみたいになくなって、小さな泡あわみたいな金色の光も、少し名残なごりを残して、全部が消えた。

　続けてケットはこつん、とリディスに額ひたいを合わせた。

「リディ……痛いとかいっぱいあるかも。頑がん張ばってね──」

　言葉と同時に、頭を丸ごとこねられたみたいな変な感覚があった。それから、身体を雑ぞう巾きんみたいにぎゅっとされるような感覚があって──

「…………」

　ケットが、額を離した。リディスはぽかんと目を開ける。

「……これで」

　おしまい？

　そう言いかけて──どくん、と揺れる世界に倒れ込んだ。

　揺れたのは世界でなくて自分の鼓こ動どうだ──気付くより前に、

　リディスは地にうずくまった。




「あ、あ、……あああああああああああああ」

　苦しさに身み悶もだえする。悲鳴というより掠かすれた呻うめきが漏れた。

　身体の中を、熱い縄なわが引き走るような感覚。

　熱いようで痛い。痛いようで息苦しい。息苦しいようでただ辛い。ただ辛いようで熱い。堪たえられない苦痛のようで──




　泣きたいような、衝しよう動どう。




　体中がうずいてもどかしい。感覚が消えていく。

　ここがどこで、今がいつで、何をしているのかも分からなくなって、なのに。

　それでも自分が泣いていることだけは分かった。分かってしまった。哀しいからでも苦しいからでもない。ただ身体の中から涙が溢れた。涙がとめどなく溢れて息も出来ない。火を吞のんだような内の熱に、声もなく叫び続けた。




　　　　＋　＋　＋




　二度と目覚めるはずのない永遠の夢から起こされるのは、こんな感覚だろうか、と思う。




「──え？」

　オルフィナは、きょとんとして──自分の両腕を見る。

　少しずつ後退して行く侵しん食しよくの根が目に映うつって、どうしたらいいのか分からなくなった。

　吞のまれて世界の一部となるはずの身体が、こうして再び剝はく離りされている──

「!?」

　はっとなって、辺りを見回した。

　咄とつ嗟さに失敗したのかと思ったオルフィナは、それでひとまずほっとする。

　あちこちに盛り上がって膨れた根は沈ちん静せいしていて、いまだに蠢うごめいているのはオルフィナに絡んだものだけだ。

（失敗、じゃない……ロキツルオルだけで間に合った──？）

　元大地神ロキツルオルを思って、首を振る。あれだけ頑張って駄目だったものが間に合うはずがない──原因が断たれたということだろうか？

　ゆっくりと退ひいて行く根は、腕を解放し終わって、そのまま地に止められた両足の解放に移行する。腕を見ればそこらじゅうに薄うすい擦さつ過か傷しようがあった。ひりひり痛いのは顔や首もだったから、意識が戻る随分前からこうして静かに解放は進んでいたのだろう。

　木の根から解放された手を、摑つかんだままだった神剣の柄つかから、そっと離してみた。

　何も起こらない。

　むしろ、疾とうに神剣とオルフィナとの接せつ続ぞくが切られていたような感じだった。

（〝アストリア〟じゃないから？　なわけないか……さっきまでは〝オルフィナ〟で神剣としての力を使えていたもの……）

　疑ぎ問もんだらけで、溜息をついて。──不意に、気付く。

　ばっ！　と遠くの木々に目を向ける。隠れているのか目に映うつらないだけなのか──それでも、確かにそこに居る存在に、今更気付いた。

「……っ！」

　声にならなくて、喉のどが引きつった。

　こんなに直ちよく截さいに干かん渉しようしてきたのは初めてのことだった。これまでは、ただ遠くからこちらを窺うかがう程度の干渉が、もうずっと繰くり返されていただけだったのに。

　こんなことをするなんて。シスルーン──自世界以外──で力を使えるほどの存在に育っていることや、こんな大きなことをしてディルヴァロッヅにばれたらどうするつもりなのかということ──そんな理り屈くつより何より、浮かんでくる衝動に、

「……ふ……っ」

　オルフィナは、泣いた。

　あれは三つ子の──自分と同じ大地神の責せきを負わせることになった───あの男の子だ。

　それが分かれば、もう現状のすべてが分かった。知りたいことだけなら、すべてが。

　ディルヴァロッヅに干渉がばれないくらいの最小の力を使って、このシスルーンの大地の限界に力を与えてくれて、共に治めてくれたのだ──不ふ甲が斐いない先代と先々代のために。

　申し訳なさとありがたさと嬉しさで涙が止まらなかった。

　これほどどうしようもない自分を、なお救ってくれるだなんてどれだけ優ゆう等とうなのだ。




　ゆっくりと、解かれていく深く絡んだ木の根。

　こんなことにも、どれだけ労力を使っているか知れないのに。

　申し訳なくてもう十分だと言っても伝わる様子はなくて、オルフィナは号ごう泣きゆうしながら、その根を自分でも切せつ断だんし始めた。神剣は抜けないから、自分のやわい両手を使って。




　　　　＋　＋　＋




「リディ……！」

　思わず叫ぶような声になって、ケットは慌ててリディスの身体に縋すがり寄る。

　泣きながら蹲うずくまって痙けい攣れんするリディスへ触れた先、その腕でさえ激はげしく脈みやく打って、その熱さとあわせて、ケットは背を寒くする。

（やっぱり、リディじゃ器うつわが小さすぎた……！）

　触れたケットを無意識に払おうとするリディスの火ほ照てった身体を、ケットは無理矢理抑え込むと、そのまま、口を合わせた。




　目を閉じていても、見えるものがあった。

　溢れる光の粒子を、誘ゆう導どうするような気持ちで、いくばくか自分の身体に取り入れる。

　どうしてか〝エリス・ウィレス〟が弱っていたおかげ──というのもなんだけれど──でリディスの中に、比較的すんなり収まっている感じはして、ケットは内心安堵する。

　ちりちりと身体の中に満ちるものの熱さにケットはぞくぞくする。

　背はぞっとするほど冷たいのに、身体の内側は炙あぶられるみたいに熱くてたまらなくて。

　これをすべてその身に収めているリディスを思うだけで、とても怖くなった。

　リディスは本当にどこまでも普通の人間で。もともと、こういうものに対する身体の耐たい性せいやつくりも強くはないのに。このまま壊れてしまいそうで、ケットは必死になる。

（リディ……っ……お願いだから……！）

　ケットはそのままの状態で目を開けると、リディスの顔色に注ちゆう視しして、なお溢れる力の誘導を続けた。

　自分の中に〝エリス・ウィレス〟の力の多くを取り込めば、それだけリディスが楽になるとはいっても、このまま自分の中に満たしてしまっては、ケットがディルヴァロッヅに戻った際さいに神々に事が露ろ見けんするので本末転倒だ。

　その境を意識しながら、必死で〝エリス・ウィレス〟を抑える努力をした。

（お願いだからいい子でいて──）

〝エリス・ウィレス〟がおとなしくしてくれれば、自身の力を自身で抑え込んでくれれば、そのぶんリディスの負担も軽くなるのだ。

　それが出来ないからこそ、こうしてリディスに収めることにしたとはいえ、強く思わずにはいられなかった。

（リディを苦しませないであげてよ──）



















　やがて。

〝エリス・ウィレス〟が少しは分かってくれたのか、リディス自身が安定したのか──リディスのきつく歪ゆがめた顔が、少しだけ柔やわらかみを取り戻し始める。

「…………」

　熱過ぎる肌と、激しい脈と。

　徐じよ々じよにそれらが落ち着いて、収まったのを認めると。

　ようやく、ケットは顔を離した。

（もう……平気、よね？）

　肩で息をしながら、改めてリディスの方を窺うかがう。

　ぐったりと倒れていても、のたうつ苦く痛つうはその顔にはない。

　ほっ……と安堵の息をつく。

（死んでいないはずだけど）

　確認するつもりで、胸にそっと耳を当てる。

　鼓動はちゃんと聴こえていた。

　嬉しくなって、ケットは微笑んで空を見上げる。

　静かな夜に、星たちがちらちら光って踊おどる空。




　　　　４




　必死で自分に絡んだ木の根に手を伸ばして頑がん張ばっていたオルフィナが、そのうちまた気を失うと、アルマはほっと溜ため息いきをついた。

　ともすれば瞳の動きまで確認出来るほどの距きよ離りにまでアルマが近寄って干かん渉しようするのに、母は随ずい分ぶん驚おどろいていたようだった。

　アルマに負ふ担たんをかけまいと、自分で巻き込まれた木の根から脱だつ出しゆつしようとしているうちに、疲ひ労ろうか失血で再び限界が来たらしい。

　頑張ってくれるのは嬉うれしいが、素す手での人間に協力されても効こう率りつは変わらない。

　まあ、オルフィナのすぐ傍にある刃物──神しん剣けんを使えないものにしたのはアルマの方だったのだけれども。

（仕方がないよね……）

　すでに神剣はオルフィナによって、オルフィナを世界に組み込む装そう置ちとして動いていたから、ひとまずこれを使い物にならない状態にしなければどうしようもなかったのだ。

　失しつ神しんしてくれたおかげでまた作業がやりやすくなって──母の意識がない方が、こちらの力の抑せい制ぎよは軽いらしい──、アルマは少しずつオルフィナの身体を世界から解放していく。




　まもなく束そく縛ばくをすべて取り払はらい終えると、アルマは幹みきに片手をついて──母からさほど距離を開けていない樹木の高い枝に立ち、枝葉で姿を隠していたのだ──荒あらい息を整ととのえながら、少し先の下方でぐったり地に横たわっているオルフィナに苦く笑しようする。

　ひどい格かつ好こうだった。

　服とも呼べない服は血ち泥どろに汚よごれて背中を中心に破やぶけてぼろぼろだし、根に絡まれた皮ひ膚ふは擦さつ過か傷しようだらけで背中の傷はよく動き回れるものだと思うほど深い。

（一いつ生しよう懸けん命めいでまっすぐなのはいいけれど、自分のことをもう少し考えてほしいなあ）

　力溢あふれる神であったのは疾とうに昔のことで、今となってはその身はたんなる人間なのだから、頑張るのは身の丈たけに合ったものにしてくれないと、こっちがひやひやする。

　すぐに死んでしまう人間なんて生き物に転てん化かした母親だから、アルマたちにしてみれば、それこそあっという間に死んでしまう日が来るのなんて分かっているけれど。それでも少しでも長く生きてほしいと思うのは当然だと思うのに……

（でも、それは僕らの我わが儘ままなのかな）

　夏とはいえ失血も激はげしい身体に濡ぬれた服だけを着て土に倒れていたのでは、きっと寒いだろうに、近寄って上着を掛かけるとかしてあげることも出来ない。こういうときには、やっぱりちょっとは、寂さびしいと思ったりもする。

　吐息を洩もらして、とにかくケットたちのところに戻ろう、と思う。

　先ほどオルフィナが世界に取り込まれる佳か境きようで、いよいよ危なくなって──神々にばれるのを覚かく悟ごして──本格的に力を使おうとしたとき、世界が急に取り込みの足を止めた。おかげでこうして無事に隠おん密みつ行動と相あい成なったわけだけれども、あれはつまりリディスが〝エリス・ウィレス〟を抑おさえるのに成功したということだろう。ありがたいタイミングだった。

　いい加か減げん戻らないと、と思いつつ、何となく離れるのが惜おしい気がして、そのことに苦笑する。ひとりだけでオルフィナの近くに来たのは初めてだったけれど──自分だけが母様の傍にいて母様も自分だけを見てくれるのが、こんなにくすぐったいものだとは思わなかった。アルマはそんな自分の子どもっぽさに頭を搔かいて、

（母様の迎むかえも早いところ呼んであげたいし）

　そう自分に言い聞かせながら、やっとその身を翻ひるがえした。




　　　　＋　＋　＋




「──何とか、なっちゃったわけ？」

　背後からかかったシャルの声に、ケットは微わ笑らう。

「……みたいだよ。わたしたちみたいに神様でなくても……人間もこんなにすごい」

　シャルは苦笑がちに言う。

「……なんていうか、リディってものすごく〝アストリア〟の血けつ統とうよね……無む茶ちやを平気で通す辺りがさ。こんなこと言われるの、リディ的には嫌いやな感じかもしれないけど」

「嫌だなんて、そんなことないと思う。だってリディ、あの物語の女神様だって分かっても、やっぱり母様のこと大好きだもの」

　ケットが微笑ほほえんで言えば、シャルがにやりと微笑う。

「『そんなリディが私は好き～』って？　まったく、こんなところでラブシーン展てん開かいするのとか、本気でやめてほしいわ」

「……ラブシーン？」

「さっきのやつよ。意識のないリディの唇くちびる奪うばっちゃって。出てきにくいったら」

　言われて──ケットは少ししてから、かあっと頰ほおを染めた。

「あっ、あれは違うよ！　は、入りきらないでリディを壊しそうだった〝エリス・ウィレス〟の力をほんの少し吸い出してただけで……！」

　そんなつもりじゃ全然なかったのに。

　指し摘てきされたら急に気になってきて、ケットは熱い顔を誤ご魔ま化かすように話題を変えた。

「と──ところで、アルマはどうしちゃったの？　何かずっと姿が見えないけど……」

　辺りを見やりながら言うと、シャルも従したがった。

「そういえば──」

「……実はどたばたしてたから黙だまっていたけれど、母様が死にかけていたんだよね」

　不意に上から降る声にふたりは揃って顔をあげる。

　やけに疲つかれた顔のアルマが、地に降り立って、そのままぐったりと座り込んだ。

「え？」

　言われて、ケットたちはそれぞれ胸きよう中ちゆうから母を探さぐって──状態が普通でないことに、今更気付く。

「な……なんで早く言わないのよ!!」

　シャルが当たり出すのにアルマは耳を塞ふさぐように流して、

「だって、それどころじゃないみたいな感じでこっちも話が進んでいたし。分かったところでどうしようもなかっただろう？」

　う、とシャルは詰まる。

「でも、知ってたかったよ。言ってくれればせめて気付いていられたのに」

　ケットが言うと、アルマは目を逸らした。

「……気付かれるとまずかったんだ……」

「え？」

　首を傾かしげるふたりに、白はく状じようするようにアルマは言った。

「……僕もちょっとルール違い反はんをしていたので。シャルのこと言えないね」

　シャルは、え？　と首を傾げて──はっとなって叫さけんだ。

「力、使ったの!?」

「おかげでくたくただよ。もう死にそう」

「なんでそんなになるまで……ただでさえこっちで力使うのはすごい労ろう力りよくいるのに」

「母様ったらまた無茶してくれるもんだから、止めないわけにいかなくて……」

　盛せい大だいな嘆たん息そくを零こぼして、笑ってみせる。

「もう大丈夫だと思うけどね。力の方も、ばれない程てい度どに小出しでやったつもりだし……いよいよ本格的に力使わないとまずいかもってあたりでリディが原因を抑えてくれたから良かったよ……。もう平気だと思う」微笑って、ケットの膝ひざを枕まくらに気を失っているリディスを見やって、「ただ、なんか満まん身しん創そう痍いって感じのままだから──こういう時、近寄れないのって不ふ便べんだよね──あとは誰かを迎えにやらないと」

「……なにがあったか分からないんだけど……まあとにかく、もうなんとかし終わったのね？」

「ばっちりだよ」

「そ、──ならいいわ」

　シャルはアルマに溜ため息いきをついてみせて、肩をすくめた。

「じゃあ、私はノアのところにでも行って、リディと母様用に迎えの大人を頼たのんでくるわ」

「あ、僕も行こうか？」

「死体みたいな顔して何言ってんのよ。いいから休んでなさい。ケットはリディについていたいんでしょうし、私が適てき任にんでしょ」

　言うだけ言うと、シャルはさっさと姿を消してしまう。

「…………」

「…………」

　傍かたわらにある小さな泉には、月が一部だけ映ってゆらゆらと揺ゆれている。

　しばし、疲ひ労ろう感からか達たつ成せい感からか、ケットとアルマは無言で微そよ風かぜに髪かみを撫なぜられるのに心地ここちよく酔よって、そのうちアルマが口を開いた。

「──リディは、しばらくディルヴァロッヅに行くのはおあずけだね」

　アルマの言葉で、ケットはそのことに今更思い至って「あ」と漏もらす。

　身体の中に〝エリス・ウィレス〟が入っている間はリディスにディルヴァロッヅへの出入りを我が慢まんしてもらわなくては、これまでしてきたすべてが無む駄だになってしまう。

「そっか……うっかり。でもまあ、それは仕方ないよね……」

「ていうか気になってたんだけれど、〝エリス・ウィレス〟が生まれたあとは？

〝エリス・ウィレス〟は完全にシスルーン側の神になる予定で創つくったの？」

　アルマの言葉に、ケットは苦笑がちに言う。

「行き来は出来るつもりで構成したから……これから、下地を創るわ。いくつか新しく世界を創って、力ある神がディルヴァロッヅへ行き来するのを普通にしておくの。そうしたら、〝エリス・ウィレス〟も紛まぎれ込めるでしょ」

　そう、とアルマは頷いて、風が渡る草原で、またすこしの時間を静けさが支配する。




「──めでたしめでたし、かな」

　アルマの冗じよう句くに、ケットはくすりと笑って返す。

「そんなこと。リディが聞いたら不満の嵐あらしよ」

「……『なんでそんなところで終わりなの』って？」

　アルマのリディスを真ま似ねた言葉に、ケットは笑いを抑えて頷いて──ちょうどそこで、伏したリディスが「ううん」と呻うめくから。

　たまらず、ふたりは揃そろって吹き出した。




　夢は続いて、物語は簡単になんて終わらないのだ。







　終章







　白い光が一面を淡あわく照てらして咲く。どこからか鈴の音のような響ひびき。

「随ずい分ぶん時間がかかっちゃったけれど──」

　そう言ってケットに連れられた先に待っていたのは、一面に群ぐん生せいする夜よる月つき草そう。

「すごいね……」

　リディスは感かん嘆たんを零こぼす。よく見ると、群生しているのは二種の花だ。

「あの、光っていないのも夜月草？」

　囁ささやいて訊きくと、ケットが首を振った。

「あれは囁き詩うた。通つう称しよう、声取り草ね……鈴の音みたいなのが聴きこえるでしょう？　この音に聞き惚ほれて、誰もが声をなくすからそう呼ばれるの。わたしとシャルは最初、音を吸ってくれるから声取り草っていうのかと思ってたんだけど、違うよってアルマに笑われちゃった。それでも夜月草と並べて置いたのは、相応ふさわしいと思ったからだって」

「へえ……うん、なんか分かるな」

　リディスは深く頷うなずいた。仕し組くみや流れはともかく、この風景は純じゆん粋すいに素す敵てきだと思う。




　花を踏ふまないように草くさ間まに並んで腰こしを下ろして、中ちゆう空くうを漂ただよう光を見み詰つめる。

　先日生んだばかりの自分の子ども。

　宿やどして外に出せるくらいに育つまで、結けつ局きよく十年だ。リディスももう十七歳で、早ければ普通に人間の子どもを持ってもおかしくない歳としになってしまった。

　こうしてディルヴァロッヅに来たのも、本当に久しぶりだ。




　光の形をとったまま、〝エリス・ウィレス〟は踊おどるように地で跳はねて、ぱっと砕くだけてみてはまた集まる。

　柔やわらかそうな光を不意に強めては、今度は弱光をちかちか点てん滅めつさせてみたりする。

　少女の形になってふたりの傍を駆かけ回ったかと思ったら、また姿を崩くずして空へと舞まい上がり、夜空に光の軌き跡せきを描えがく。

　空で瞬またたく小さな星たちより、ずっと綺き麗れいで目を引いた。

　生まれたての人の子と同じように幼くてまだ言葉を使えない〝エリス・ウィレス〟が、それでも全身で解かい放ほうを喜よろこぶ様さまが、リディスには嬉うれしい反面、こそばゆい感じもする。

　なんというか、どうにもどこか照れくさい。

「いつもいつも元気だよね」

「本当。長いあいだ押し込められていた反はん動どうかしらね」

「〝エリス・ウィレス〟って、生まれてもあんな……十年前と同じ感じのままなんだね。……もっと人間ぽくなって、すぐに話したり出来るのかと思ったけど……」

〝エリス・ウィレス〟はこうして生まれた今も、以前と同じ『光』の姿でいることの方が多かった。

　リディスの前で少女の形になって嬉うれしそうに破は顔がんしてみせる笑顔などは幸福そのもので誰より愛らしくて、こちらまで倖しあわせになるほど魅み力りよく的なのだ。

　けれど──

　ぱっと『光』から姿を転じて、音もなく向けられる眩まぶしい笑顔。

　それは、まだ声なき静けさと相あいまってどこか儚はかなくて。

　ついつい、不安にかられてしまう。

〝エリス・ウィレス〟という子どもだけでなく、ケットや、シャルやアルマ、両親や妹たちまで全部が全部──いいことも悪いこともそれ以外さえもしかしたら。




　すべてが夢の出で来き事ごとなのではないかと。




「……なんてね。そんなふうに思うなんて、我われながらどうかと思うけれど」

　最近になって、そんなことを本気で心配するようになってしまった。こんなのは、本当は十年前のあの頃に感じるべき不安だったのだろうに。

　零こぼすリディスに、ケットは首を振ふって微わ笑らう。身体を支えるように地に付いていたリディスの手の甲こうに、ケットはそっと自分の手を重ねて、撫なぜるようにして疑問の方に答える。

「──〝エリス・ウィレス〟は、いまようやく自分の力を使えるようになって外に出てこられたっていうだけで、まだまだ一人前にはずっと遠いから。ほら、ティナとかノアだって産まれてしばらくは話すことも出来ずにいたでしょう？　それと一緒。あとはあの子──〝エリス・ウィレス〟が自分で経けい験けんした分ずつだけ育ってゆくの。笑ったり怒ったりするようになるのなんて、きっと本当にすぐよ」

「人間みたいに育っていくの？」

　それもなんだか不ふ思し議ぎな感じだ。

「たぶんね。わたしもリディもそういう生まれだし。わたしも、世界はともかく子どもを創つくったのははじめてで、だから創るときには無意識だったけれど……そのまま同どう類るいになっている感じは、なんとなくするもの」

「……ふうん？」

　リディスは触ふれられた手を返して、ケットと手を繫つなぐ。

　だとしたら、なかなか少女の形をとろうとしないのは単なるあの子の好みだろうか。せっかく自分とケットがこの形なのだからと思うと、すこし残念ではあった。

　〝エリス・ウィレス〟は少女の形だと黄き金んの髪かみに黄金の瞳ひとみで、自分たちとそっくりな顔に、ケット譲ゆずりの癖くせのある髪をしていて、とにかく可愛かわいらしい女の子だというのに。

（別に、あの形だと可愛くないってことじゃないけどさ）

　思いつつ、ケットに話しかける。

「あの子がぼくたちによって生まれたっていうのは、この十年で随分分かった気はするんだけれど……親になった、なんて実じつ感かんはあんまりないね」

「そう？　わたしはすごく実感してる。世界をいくら創っても、やっぱり子どもとは違ちがうなあって。わたしは子どもは〝エリス・ウィレス〟ひとりしか創ったことがないけれど……〝考えて創ってそのとおりになる〟世界とは全然違うもの。〝エリス・ウィレス〟はこれから、自分の意思で自分をつくっていくのよ？　なんだか感かん動どう的」

「…………」

「どうかした？」

「相変わらず難むずかしいなって思って。そういう……ぼくには分からない感覚の話はさ」

「リディにだって、リディにしか分からない何かがあるでしょう？　わたしたちとは違うだけだもの。気にすることじゃないわ。そのままのリディが、わたしは好きよ」

「──うん」

　頷うなずく。自分とケットたちが大きく違うことを、正直まだ実感は出来ないけれど。それはそれでいいと、思えるくらいにはなった。

「…………」

　何となく浮かぶ沈ちん黙もくに、リディスは傍かたわらに腰こしを下ろしたケットを窺うかがう。

　幼い頃、初めてずっと傍にいて守りたいと願った相手。結けつ局きよくそれは叶かなわなくて、今があるのだけれど。

　小さく、華きや奢しやな身体──〝エリス・ウィレス〟を身体の中で育てるうちに、身長もとっくに抜いてしまった。

「…………」

　肩に手を伸のばしかけて、やめた。

　代わりに繫いでいた手をそのまま引いて、ケットを自分に凭もたれさせる。

　鼻先に来たふわふわの黒い髪は甘い香りがして、触れた身体は柔やわらかかった。

「っと、……リディ？」

　唐とう突とつなそれに、ケットは見上げるようにして、どうしたのと訊きいてくる。

「……小さいなと思って」

　見下ろして呟つぶやいたリディスの言葉に──ケットは、かっと顔を赤くする。

「こ、これからおおきくなるものっ」

　胸元を押さえての唐突なその台詞せりふに、リディスは思わず爆ばく笑しようしかけた。

　リディスよりも年上で、もうすぐ二十歳になるくせにそんなことを言う。まったくなんて可愛いんだろうと、たまらない気持ちになる。

「……っ……くくっ」

　リディスが必死で笑いをこらえていると、ケットは赤い顔のまま息を吸い込んで──すぐにはっとなって口を押さえた。大きな声を上げては、せっかくの夜月草が萎しおれてしまう。辺りで揺ゆれる花を見れば、今回はセーフだった。ケットは露ろ骨こつにほっとしてみせる。

　その横で、なかなか笑いを抑おさえきれずにリディスはくつくつと言う。

「そっ、そんな、つもりじゃ、なかったんだけどな……」

　気にしていたとは知らなかった。

　リディスが言えば、ケットは膨ふくれてそっぽを向いた。

「もう、知らない」

「ごめんってば」

　笑って。結局、肩を抱いた。

「リ……」

「少しだけ」

　リディスの言葉にケットは少し逡しゆん巡じゆんをみせて、それから、素す直なおにことんと頭を寄せて来た。

「…………」

「…………」

　また、少しだけ続く沈ちん黙もく。

　報ほう告こくするつもりのことがあったのになんだか言い辛づらくなった。言い辛いと思った自分を胸中で窘たしなめて、リディスは口を開く。

「婚こん約やく者しやを決めたよ」

「──そう……。……どんな人？」

「淑しとやかで綺き麗れいな人だよ……ちょっと気が強そうだけど。ケットとは、あんまり似ていないかな」

「そっか……」

　ま、好みは変わるしねと零こぼすのに、リディスは否定のために首を振った。

「ケット、勘かん違ちがいしないで。ぼくはまだ君が好きだ。たぶんこれからもずっと一番に」

「──お妃きさきがかわいそうだわ。大切に出来ないのに娶めとるつもり？」

「大切にはする、出来ると思ったからその女ひ性とにしたんだ。

　立場のためだけに利用するなんてつもりはないよ。唯ゆい一いつのひとには出来ないけど、ケットと同じくらいには好きになれると思ったから、そのひとを選んだ」

　それでもいいって言ってくれたし……と苦く笑しようするリディスに、ケットは目を白黒させる。

「本人に言ったの？」

「ぼくには最さい愛あいの女神がいるんだって告こく白はく済ずみだよ」

　答えるリディスにケットは呆あきれた顔を見せて、それから、おずおずと言う。

「わたしも、一番？」

「当たり前だろう。結婚することは出来なくても、大事な大事な女の子だもの」

「やだな……嬉しくなること言わないで」

「ねえ、口付けてもいい？」

「……姉弟きようだいなのに？」

「姉弟でも。──身内が交かわすものじゃない口付けは、これが最後」

「……でも」

「嫌いや？」

「……」

　ううん、と首を振る。

「結婚の約束は叶かなわなくても、わたしたちずっと仲良しよね？」

「もちろん。──好きだよ、ずっと」

「わたしも、あなたが死ぬまで好きでいる。ううん、死んでも気持ちは変えないよ」

「ケット……」

　ぎゅうっと互たがいにしがみつくようにして抱き合った。

「……ぼくが、神様みたいに長生き出来たらよかった。そうしたら、せめてずっと一緒にいられたのに」

　そんなこと、とケットはかすかに笑みを見せて首を振る。

「王子様のリディ、わたしは好きよ。とても大切な……わたしのおとう」

「ケット待って。……お願いだから、今は」

　今だけは。

　もう少しのあいだだけはせめて。

　いつか夢見た想いのままでいさせて欲しかった。

　回した腕うでをさらにきつくする。顰ひそめた眉まゆを隠して告げれば、それにケットも頷いた。

「うん……ごめん」




　静かな風景の中で、やがてふたりはそっと見詰め合う。

　いつの間に遠くへ行ったのか、空を飛び回っていた子どもの姿は疾とうにない。

　あの気まぐれなおてんばものは、ひとところにじっとしているのが嫌きらいなのだ。双そう世せ界かいを自由に行き来できるあの子なら、今いま頃ごろレノアやシスティーナのもとにいるかもしれない。




　夢の証あかしは、これからはずっと傍そばにいてくれる。




　空では星が瞬またたいて、辺りには一面の夜月草。

　囁き詩の奏かなでる音ね色いろは夢のようで、ケットは思わず泣きたくなった。

　リディスはその頰ほおを撫ぜるようにして、ケットの顔を覗のぞき込む。

　ケットとお揃いの青い瞳が自分を映うつして、その色を深める。

　まるで思い出のあの日と同じようだ。

　ケットはいつかの夜を思い出す。口付けで子どもが出来ると信じていたリディスと、その方法で子どもを創る方法を知っていたケットと。

　ふたりで交わした約束も未来も、きっと叶うものと疑わなかった──

（すべてが夢でも──こんな夢なら。ねえ、わたしはずっと続いて欲しいよ……リディ）

　苦い思いに駆かられて、ひそかな嘆たん息そくを漏もらす。今更どうにもならないのに。

「ケット……？」

　不ふ審しんげなリディスの声。暗い気持ちを払ふつ拭しよくしたくて、ぽつりと呟く。

「また、子どもが出来てしまうかもね？」

　からかうようにそんなことを言った。

「～～忘れてよ」

「もう、〝ちゃんと知ってる〟のね？」

「そうだよっ。ケット、もう黙だまって」

「ごめんってば──」

　ふたりはくすりと笑う。

（──そうね、出来っこないわ。わたしたちでは多分もう無む理り）

　創ろうという意思もなく行こう為いだけで子どもが出来るのなんて人間や獣けものくらいだ。神はただ、その意思でのみ命を創り上げるものだから。

（恋人ごっこは、これでおしまい……）

　誰にも知られないように、ふたりだけの約束を交わすのもだ。

　ふたりは囁き詩のひそめきに、負けないくらいに声をひそめる。




「──〝目を閉じて〟」




　重なる声。そうして──




　これが、姉弟でないふたりの、最後の夜だった。







　あとがき







　こんにちは、明あ日す香か々こう一いちです。

　一作目からさほど間を空あけずにこうしてふたたびご挨あい拶さつすることが出で来きて、非常にほっとしております。本作は、いろいろな意味で「まさかないだろう……」と（誰だれよりも作者自身に）思われていた、『王おう国こく神しん話わ　空そらから降ふる天てん使しの夢ゆめ』の続ぞく編へんです。




　それでは、まず読者の皆みな様さまへお礼を。

　一いつ巻かんにあたる前作を買って下さった方、楽しんで下さった方、ファンレターまで下さった方……皆様のおかげで、二冊目の本を出せたこと、本当に嬉うれしく思います。

　実は作者は未いまだに、これが夢ではないかと疑っていたりします。というのも私は以前に、半年間生活した記き憶おくがしっかり残る長い夢を見たことがあるからです。なのでこうして本を出させて頂いただいていることを知人の誰にも言えずにいるくらいなのですが……近頃やっと「そろそろ現実だと思ってもいいのかなあ」と思えるようになってきました。

　それもこれも皆様のおかげです。本当にありがとうございます。物語の内容についてはこのあとがきでは特に触ふれませんが、少しでも楽しんで頂けたなら幸いです。




　さて。

　話題を変えて、あとがきらしく少し近きん況きようなんぞを報告してみようかと思います。




・引越しをしました。


自宅から編集部までの距きよ離りがぐっと縮ちぢんで、移動時間がこれまでの片道三時間弱から一時間程度になりました。原げん付つきで編集部に通う身としては、これはとても便利でよいです。






・交通事故に遭あいました。


大したことないのに警察の人に勧すすめられるまま救急車に乗りました。初体験です。自分の足で乗り込めるくらい元気でしたから、後学のためにと病院に着くまでの間、ずっと車内のチェックだとかをしていました。嫌いやな客です。（客？）






・置き引きに遭いました。


これは悔くやしかったです……鞄かばんから財さい布ふを抜き取った犯はん人にんのあの後ろ姿は一生忘れません。でも某ぼう著ちよ名めいビルの警けい備び室しつに入って防ぼう犯はんカメラの確認作業などをしたのは、滅めつ多たに出来ない体験だったかもと思ってみたり。

それにしても、何かあるたび「これもまあネタになるから……」と自分に言い聞かせて万ばん事じを納なつ得とくしようとする習しゆう性せいは根本的に何かが間違っている気もします。






　とそんなところで。

　こうして改あらためて思い返してみると、近頃碌ろくな目にあっていませんね私。前回はあとがきに書くことに困りまくっていたのですが、ネタに困るくらいの方が、人生はつつがなしってことなのでしょうか。ままならないものです。

　そんなこんなで余よ白はくも尽つきてまいりました。




　それでは終わりになりましたが、謝しや辞じを。

　この本を形にするにあたり、今回もたくさんの方にお世せ話わになりました。この本の製作に関わって下さったすべての方々、本当にありがとうございます。

　担当編集者の長谷川さんには、プロット、初しよ稿こう、改稿と三段階で話を全まつたく変えるという暴ぼう挙きよに付き合わせ、前回以上にお世話をかけました……反省しつつありがとうございます。

　それからイラストレーターのかわくさん。今回もキャララフにはときめかせて頂きました～。ありがとうございます。完成した挿さし絵えを見るのが今から楽しみで仕方ありません。




　そして最後に、こうして新たな『王国神話』を手にとって下さっている今のあなたへ、

　精せい一いつ杯ぱいのありがとうを贈おくります。




　──次のご挨拶は、また遠くない日に夢の続きで出来るかと。




　平成十六年　五月


明日香々一　　












王おう国こく神しん話わ　第だい二に夜や




約束は夢にとけて








明あ日す香か々こう一いち
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